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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　ＰＲＯＬＯＧＵＥＩ　刻まれた悲しみを――










　なにも持ってなかった。


　親も、記き憶おくも、なにもかも。





　覚えているのは、自分の名前だけ。


　あとは、なにもわからない。





　なにも知らない。





　目を開き、周囲を見まわして、そこが荒こう野やだということに気付く。


「うう……」


　空が、真っ赤に染そまっていた。


　それはただ、日が落ちかけて、夜へと向かっているというだけなのだが……


　彼にはそうは見えなかった。


　周りにあるのは、荒あれ果てた大地と、それを埋うめ尽つくす……


　死体。


　死体。


　死体。


　彼のまわりには、死が溢あふれ返っていた。


　流れ出す血と、そして、まるでその血の色を映うつし出したかのように、真っ赤に染まる空。


　それが、彼が初めて見た風景。


　それが、彼が最初に知覚した映えい像ぞう。


　戦場。


　遠くで、もう、夜になろうとしているのに、いまだに戦せん闘とうが行われている爆ばく音おんが聞こえる。


　魔ま法ほうの光が明めい滅めつし、弾はじける。


　それを彼は呆ぼう然ぜんと眺ながめながら……


「あ、う……あ……」


　小さくうめき声を上げた。


　とそこで、


「おい、こんなところに生きてる奴やつが……って、まだガキだ!?」


　そんな声が背はい後ごから聞こえてくる。


　それに彼が振り向くと、数人の男たちがいそがしく動きまわっていた。


　死体から鎧よろいや、剣けんをはぎ取る者。


　死体の指を切り取って、そこについていた指輪を抜ぬき取る者。


　そんな男たちが、


「ガキ！　てめぇ、こんな戦場で、なにやってんだ？　おまえも俺おれたちと同じ盗ぬす人つとか？」


　それに彼は……


「うう……あ」


　うまく、しゃべれなかった。


　いや、はたして自分は、言葉を話すことができるのだろうか？


　それすらわからない。


　いま、目覚めたばかりなのだ。


　なんの記憶もない。


　いや、自分が何者なのかすら、わからない。


　ただ、その、薄うす汚よごれた身なりの男に、見下ろされているところを見ると……


　そこで彼は、自分の姿すがたを見つめてみて、気付く。


　自分は、まだ、小さな子こ供どもだった。


　四、五歳さいくらいだろうか？


　体中が、血に汚れている。


　自分の血じゃない。


　まわりにある、死体から流れ出た血で、真っ赤だった。


　手を見て、手も真っ赤に染まっていることに気付く。


　とそこで、


「いやまあ、俺らとは、違ちがうわな。俺らは、死体と一いつ緒しよに寝ね転ころがって、そんなに汚れたりはしねぇからな。ってことは……おまえ、ローランドの将しよう校こうかなんかの息むす子こか？　馬ば鹿か貴き族ぞくが子供を戦場に連れてきて、親だけおっ死ちんだか？」


　貴族の……息子？


「それとも、エスタブールの村から連れてこられた、色子か？　まったく貴族どものやることはヘドがでらぁ。子供でもなんでも、おかまいなしときやがる。ま、そのみすぼらしい服ふく装そうからして、貴族の息子ってこたぁないだろうから……運がよかったな。おまえをさらった貴族は、どうやら死んだみたいだぜ？」


　言ってから、男は地面を埋め尽くしている死体に、唾つばを吐はき捨すててから、


「で、おまえの名前は？」


　そう、問われて……


　それには、答えることができそうだった。


　名前……


　自分の名前。


　それだけは、覚えている。


「…………ライナ」


　そう、小さく言うと、男がうっとうしそうに、


「ああ!?　聞こえねぇよ。もっと大きな声で言え」


「………………ライナ・リュート」


　それに、男はうなずいてから、腕うでを振り上げ……


　突とつ然ぜん、ライナの顔面へとそれを振り下ろした。


　瞬しゆん間かん、世界が明めい滅めつした。


　男の拳こぶしが顔にあたり、ライナの小さな体が、吹ふっ飛んだ。


　そして、再ふたたび死体の上へと落ちると……


　男が、


「これが、おまえと俺との関係だ。理り解かいしたか？　ライナ・リュート。これからおまえを俺の村に連れていくが……おまえは俺たちの奴ど隷れいだ。この戦時下、てめぇみてえなガキをただで養ってくれるような裕ゆう福ふくな村はねぇんだ。生きていきたきゃ、必死で働け。働けなくなりゃ、そのままくたばれ。さ、わかったら、死体から、鎧と、装そう飾しよく品ひんをはぎ取るんだ。ぼやぼやすんな。殺すぞ!!」


　それからもう一度殴なぐられ、ライナの時間は、動き始めた。





　それが、彼が初めて見た、『世界』の光景だった。





　　　　◆





　男に連れられていった村は、貧まずしい村だった。


　ローランド帝てい国こく側……


　しかし、エスタブール王国との国こつ境きようの、すぐ近くにある、小さな村。


　本来は農村だったらしいのだが……


　戦争で畑は荒あらされ……いまでは、男たちが戦場から奪うばってくる盗とう品ひんで生計を立てていた。


　ライナは、男たちと一緒に、戦場を巡めぐって鎧や装飾品を死体から奪いとり、それをお金に替えては村に入れる。


　一日必死で働いて、もらえるのは、質しつ素そな夕飯だけ。家は、誰だれもいない、ひどく汚れた廃はい屋おくをあてがわれただけ……


　そんな毎日。


　しかし、その生活は、思っていたよりは、悪くなかった。


　自分だけが貧しいわけじゃない。


　村の誰もが、貧しかった。


　次し第だいに村の人たちともうち解とけ……


　知り合いも、友達も増ふえ……


　ライナは、笑うということを、覚えた。


　自然と、廃屋で一人で暮くらしているライナの家が、大人たちの目の届とどかない、子供たちの隠かくれ家のようになって……


　幸せと呼よんでもいい、日々だった。


　だから、ライナは笑った。


　毎日のように死体をあさり、失敗すれば、いや、しなくても、大人たちに殴られる。


　しかしそれでも、幸せだったと思う。


　だからライナは、笑ったのだ。


　だって……


　彼は、一人の人間として、ちゃんと村に受け入れられていたのだから……





　しかし。





　その日は、夕焼けの空が、ひときわ赤く見えた。


　ライナが戦場から帰り、家に戻ると、いつもどおり村の子こ供どもたちが集まって、遊んでいた。


　ライナが部屋に入るなり、


「あ、おかえりライナ！　仕事、大変だった？」


　そんなことをみんなに聞かれて、ライナはにっこり笑って、


「大だい丈じよう……」


　が、彼の言葉はすぐに遮さえぎられて、


「ねねね、ライナはどうして、一人で暮らしてるの？　子供なのに、大人と仕事にいくの？　お父さんと、お母さんは？　私のお父さんみたいに、戦争で、死んじゃった？」


　最近よくくるようになった、クイールという名前の少女が、不思議そうな顔で問いかけてきた。


　それに、ライナは首を振ふって、


「……わかんない。覚えてないんだ。気がついたときには、もう、親はいなかった」


　戦争で、片かた親おや、もしくは、両親とも失ってしまった子供が、その村には多かったが……


　ライナは、その、親というものの記き憶おく自体がなかった。


　つい最近、目が覚めたばかりなのだ。


　それも、あの戦場で……


　あの、血まみれの戦場で……


　すると、


「へぇ」


　少女は不思議そうにうなずいてから、


「一人で、さみしい？」


　聞いてくるが、ライナはまた、小さく笑って首を振ると、


「ううん。みんながいるから」


　すると少女も笑って、


「じゃあ、じゃあ、私がお母さんになってあげるね！　これから、お母さんて呼よぶように！」


　なんてことを言いだして、それからその横にいた少年が突とつ然ぜん、


「あ、じゃあじゃあ、俺が父親ね！　ライナ、俺のことを、父さんって呼ぶように！　でさ、でさ、ってことは、俺がクイールの花はな婿むこってことだから、結けつ婚こんしなくっちゃ！」


　すると、クイールはすぐにぷーっと頰ほおをふくらませて、


「えー？　デールと結婚なんてやだ～」


「あう……ふ、フラレたぁ～……」


　なんて言って、笑いながら、泣きまねをする、デール。


　それにライナは、また笑った。
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　デールはライナがこの村にきて、一番最初に友達になってくれた少年だった。


　いつもみんなを楽しませて、みんなに好かれていた。


　そしてライナも、彼が好きだった。


　彼がライナの家にいるから、みんなが集まってくるようになったのだ。


　だから、ライナの友達も一気に増ふえて……


　ライナは、また笑っていた。


　毎日が楽しいって、そう思えた。


　みんな、ひどく貧まずしくて、お腹なかをすかせていて……


　でもそれでも、こうしてみんなと笑えるのが、幸せだと思った。


　この村に拾ってもらえて、よかったと思えた。


　なのに……





　遠くから、爆ばく音おんが聞こえた。


　一つ、二つ、三つ……


　もう、聞きなれている、攻こう撃げき魔ま法ほうによる、爆発音。


　それが、遠くから、徐じよ々じよに、こちらに近づいてきているのがわかった……


　それとともに、村が急にあわただしくなって……


　扉とびらが勢いきおいよく開いた。そして、


「クイール!?　またこんなところに！　きなさい！　兵が……兵がまた、何人も……この村がまた、戦いくさに巻まき込こまれる！」


　クイールの母親が飛び込んできて、彼女を無む理り矢や理り連れていく。


　それとともに、子こ供どもたちは一いつ斉せいに飛び出していき……


　ライナも、家を出た。


　そのときにはもう、すぐそばまで、魔法の爆音は近づいてきていた。


　稲いな妻ずまが明めい滅めつし、焰ほのおがそれを遮る。


　そして、そのたびにおそらく、人が死んでいるのだ。


　村のすぐそばで、戦争が起きている……


　この村の中も、もうすぐ破は壊かいの魔法が降ふり注ぐだろう。


　その前に逃にげなければならない……


　みんなが一斉に戦場とは反対の方角へと逃げ始める。


　それにライナもついていき……


　今回は、被ひ害がいをださずに逃げ切れそうだった。


　たとえ村が破壊され尽つくしても、生きてさえいれば……


　が……


　ライナたちの目の前の空間がぐにゃりと歪ゆがんだかと思うと、爆ばく炎えんが生み出され……


「な……」


　舞まい上がった粉ふん塵じんの中、数人の鎧よろいに身を包んだ男たちが現あらわれる。


　そして……


「止まれ。止まらなければ、殺すぞ」


　声がかけられた。


　当然、止まらざるを得ない。


　相手は、魔法が使える、訓練された兵なのだ。


　勝てるわけがない。


「く……」


　ライナたちは、うめき声を上げた。かなり危き険けんな状じよう態たいだった。


　この相手は、ローランドの民たみであるライナたちに殺す、と言った。ということは、おそらくは敵てき国こくのエスタブールの兵だろう。


　なら、人ひと質じちとして取られるか……


　それとも、見せしめに殺されるか……


　どちらにせよ、このまま捕つかまるのはまずい……


　と、ライナが思っている間にも、煙けむりが晴はれ、男たちの姿すがたが見えてきて……


　そこで、ライナは目を疑うたがった。


　目の前にいる男たちの、鎧についている紋もん章しよう……槍やりと、それに巻きついている蛇へびという紋章を見て。


　それが……


　ローランド帝てい国こくのものだったから……


　とそこで、村の男たちはそれに、安あん堵どの息を漏もらして……


「なんだ、あんたら、ローランドの兵隊さんたちか。まったく、びっくりさせないでくださいよ。てっきり俺おれたちは、エスタブールの……あ……」


　しかし、そこで男の言葉は、途と切ぎれた……


　ローランドの兵の一人が突とつ然ぜん、剣けんを、村の男の胸むねに突つき立てたから……。


　男はそのまま、わけがわからないという表ひよう情じようで、


「……え……な、なにを……」


　そこまでで、口から血を吐はき出し、倒たおれ伏ふす。


　わけがわからなかった。


　この兵隊は、ローランドの兵のはずなのに、同じ、ローランドの国民であるはずの村の男を、殺したのだ。


　しばらくは、誰も声を上げなかった。


　いや、あまりの出来事に、誰も、言葉を発せなかった。


　それから……


　やっと、いまの状じよう況きようを理解したのか、女たちが、


「きゃああ……」


　叫さけびかけて、しかし、また、その女たち数人の胸に剣が突き立てられ……


　悲鳴が止まる。


　他の女たちも口を押おさえ、親たちは、子供たちの口を、無理矢理押さえつけて……必死に悲鳴を上げるのを、こらえる。


　声を出せば殺す。


　そのことを、ローランドの兵たちは、行動で示しめしていた。


　それが、村人たちに伝わったことを確かく認にんすると、ローランドの兵はゆっくりと、まるで、村人全員の顔を見まわすかのように視し線せんをゆっくりと動かしてから……


　淡たん々たんと、


「……いまから我われ々われが行うことを、おまえたちは見ない。いまから我々が行うことを、おまえたちは誰にも話さない。いまから我々が行うことを、おまえたちはすべて受け入れる。悲鳴を上げることも、反はん抗こうすることも、許ゆるさない。もし、反抗するのなら……」


　そこでまた、剣が閃ひらめき、人が死んだ。


「こうなる」


　人が……死んだ。


　無意味に、本当に無意味に、人が死んだ。


　そして、仲間が、友達が、知り合いが殺され……それに悲鳴を上げそうになる口を、必死にみんな押さえている。


　異い常じような光景だった。


　体が、ぶるぶると震ふるえて……


　そこで、鎧を着たローランドの兵たちが、後ろを振ふり返る。


　そのとき、初めて気付いた。


　金銀とりどりの、見たこともないような豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされた馬車がそこにはあり、その馬車に向かって、


「準じゆん備びは、整いました」


「ん」


　馬車の扉とびらが開く。


　現あらわれたのは、瘦やせぎすの、五十代くらいの、初老の男だった。


　これまた見たこともないような、なめらかな生き地じを使った、ゆったりとした服を着ている。


　一目でわかった。


　この男は、貴き族ぞくだ。


　貴族……


　その、貴族の男は少し、嬉うれしそうにうんうんとうなずくと、


「おもしろい。おもしろいな」


　そう、呟つぶやいた。


　それから、馬車から下りて、まるで品定めでもするかのように、村人たちの中に入って、ライナたちを見まわす。


　いや、男が見ているのは、女の子だった。


　それも、まだ幼おさない……ライナたちと同じくらいの年ねん齢れいの子こ供どもばかりを選んで……


　一人の少女が選ばれた。まだ、ライナはその娘ことは、話したことがなかったが……姿は見たことがあった。


　その女の子が、ローランドの兵に連れられ、馬車に乗せられる。彼女がどうなるのか、それは、誰だれの目にも明らかだった……


　大人たちは、もう、泣きだしそうなほど顔をしかめ、しかし、それでもなにも言葉を発さない。


　言葉を発せば……殺される。


　体が震える。


　ただ、体が震えるのをライナは感じていた。


　怒いかりで？


　恐きよう怖ふで？


　悔くやしさで？


　体が、ぶるぶると震えていた。


　なのに、貴族の男は、まだ帰ろうとしない。


　また一人、女の子を……


　そこで、声が漏もれそうになった。


　その女の子は、クイールだった……


　さっき、ライナと話したばかりの女の子。


　寂さびしいなら、母親になってあげると言って、無む邪じや気きに笑っていた女の子。


　クイールの頭を、貴族の男がぽんっとたたくと、ローランドの兵たちが、彼女を連れ去ろうとして……


　そこで、母親が、


「ど、どうか娘むすめは……」


　が、言葉はそこまで。


　母親の胸むねに剣けんが突つきたてられ……


「いやあああああああああああああああああああ!?」


　クイールが悲鳴をあげる。


　そのときライナは、ただ、震えていた。


　なぜ、こんな……


　狂くるってる。


　そう思った。


　みんな、なにもかもが、狂ってる。


　そう思った。


　震ふるえが止まらない。


　ただ、震えが止まらない。


　クイールは連れていかれ……


　なにもできない。


　自分は、なにも……


　そこで、突とつ然ぜん声が上がった。


「く、クイールを連れていくなんて許ゆるさない！」


　その声は、デールだった。


　デールが叫さけび声を上げ……


　ライナがその声の方向を見たときにはもう、彼は走り出していた。


　クイールのほうへと向かって……


　彼の動きは速くて、一人の兵が振ふるった剣をよけると、一気にクイールを連れている兵まで、一直線で駆かけていき……


「クイールを返……」


　しかし、言葉はそこまでだった。


　クイールを連れている兵が、いつのまにやら描えがいていた魔ま方ほう陣じんから、炎ほのおが生み出され……


　それがデールへと向けて放たれる。





　瞬しゆん間かん。





　ライナは、目の前で起きた出来事が、信じられなかった。


　消えたのだ。


　文字どおり、完全に、消えていた。


　デールが……


　強きよう烈れつな炎に巻まき込こまれて、一瞬にして消けし炭ずみに……


　ただ、クイールへと伸のばしていた、腕うでの先だけを残して……


　それを見た瞬間、


「あ……」


　ライナの口からそんな言葉が漏れた。


　震えが、どんどん、どんどんひどくなり……


　なぜか目が、目が痛いたい。


　ひどく、目が痛い。


　周囲の景色が、赤く、赤く染そまっていく。


　夕方の空が……


　いつもよりやけに赤くて……


　その赤さに、あの光景を思い出した。


　初めて目を見開いたときに見た、あの光景。


　大地が死体に埋うめ尽つくされ、すべてが真っ赤に染まっている、あの光景。


　体を覆おおう虚きよ無む感。


　すべてを守りたいのに、すべてがどうでもよくて……


　人が死んでる。


　人が死んでる。


　そして、無む意い識しきに、手が、動いていた。


　その手は、魔方陣を描いている。


　光の、魔方陣。


　いま、ローランドの兵が描いていた魔方陣だ。


　その魔方陣を、今度はライナが描いている。


　そんな魔方陣を描いた記き憶おくは、これまで一度もなかった。


　でも、描けた。


　いま、見ただけ。


　いま、目の前の兵が使ったのを見ただけ……


　それだけで、描けた。


　すべての魔法の構こう成せい。


　構こう造ぞう。


　発動方法。


　仕組み。


　ただ見るだけ。


　それだけで、すべてが、手に取るようにわかった。


　いや、まるで世界のすべてのことがわかるかのような、全ぜん能のう感。


　彼は小さく、しかし、しっかりと呟つぶやいた。


「求めるは焼原〉〉〉・紅くれ蓮ない」


　瞬間。


　魔方陣から、焰ほのおが生み出され、クイールを捕とらえている兵を焼き尽くす。


「な!?　ま、魔法を、使う奴やつがいるぞ！　こ、殺せ！　早く殺せ!?」


　突とつ然ぜんの攻こう撃げきに、兵たちはあわてた様子で、叫び……


　それで、一人は剣を抜ぬき、そして二人の兵が、一いつ斉せいに魔ま法ほうを唱となえ始める。


　しかし、ライナにはその、すべてが見えていた。


　右手と左手、別々に魔方陣じんを描えがいていき……


　ローランドの兵の魔法を、強きよう制せい的に、解キヤン除セルしてしまう……


　それに……


「ば、馬ば鹿かな!?　なんだ、あのガキ……俺おれたちが使う魔法が全部……」


　が、そこで言葉が止まり、驚おどろきの表情から一転、恐きよう怖ふの表ひよう情じように変わる。


　そして、ライナを見つめて、


「……な、なんだあれ……目……目だ……み、みんな、あいつの、目を見ろ……あの、朱しゆの五方星……あいつ、『複アルフア写・ステイ眼グマ』保ほ持じ者しやだ!?」


　そう、言った。


『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者……


　その言葉は、聞いたことのない言葉だった。


　しかし、男の表情でわかる。


　それは、どうやら、ひどく恐おそれられているものらしい。


　なら……


　ライナが一歩、前へと踏ふみ出す。


　すると兵たちは、怯おびえて一気に後ずさり、


「や、やばい……え、エイラロイール卿きよう。こ、ここは一度退ひいたほうがよろしいかと……『複アルフア写・ステイ眼グマ』は、危き険けん過すぎます……」


　それに、貴き族ぞくの男もおびえに歪ゆがんだ醜みにくい顔でうなずいて駆かけだし、馬車に乗り込むが……そこでライナは叫さけんだ、


「中の、女の子をおいていけ！　じゃないと、殺すぞ！」


　すると、貴族の男はあわてて中にいた女の子を放ほうりだし、そして、馬車は駆け出した。


　それについて、兵たちも去っていく。


　信じられないことだが、ローランドの兵たちを、ライナは追い返すことに成功したのだ。


　いったい、自分に、なんでこんな力があったのかは、まるでわからないが……


　クイールが……女の子たちが連れていかれるのを防ふせいだのだ。


　デールは、死んでしまったが……


　でも、もしかしたらこれからは、自分がこの村の人たちを守ることができるかもしれない。


　そう思った。


　自分を拾ってくれたこの村の、役に立てるかもしれないと……


　ライナは、貴族の馬車が見えなくなるのを確かく認にんすると、まるで緊きん張ちようの糸が切れたかのように、ふうっと大きく安あん堵どの吐と息いきをつき……


　笑え顔がおに戻もどって、まわりを見まわした。


　村の人たち。


　いま、守った、村の人たちの顔を見まわした。


　しかし。


　なぜかその村の人たちの顔は……


　あの、貴族の顔と、同じ顔で……


　ひどく、恐怖に歪んだ顔で、ライナを見つめていて……


　まるで、汚きたないものでも見るような、嫌けん悪おの表情だった。


　それにライナは……


「……な、なんだよみんな……なんでそんな顔で……」


　が、その言葉を遮さえぎって、村の男が、震ふるえる声こわ音ねで、


「その、目……タルロムの野や郎ろう、なんてもんを拾ってきやがったんだ！」


　そんなことを叫んで、それにわけがわからずに、ライナは、


「え？　あの……」


　が、それも遮られる。


「ライナ、てめぇ、ずっと隠かくしてやがったのか？　ずっと、俺らを騙だましてたのか？」


「だ、だから、なにを言って……」


　わけがわからなかった。


　みんなが、なにを言ってるのか。


　あまりにも突とつ然ぜんの出来事。


　あまりにも突然の変化。


　ただ、ただ、みんながみんな、まるでライナを憎にくむかのような表情でライナをにらみすえて、


「て、てめぇのせいだ！　てめえみたいな、呪のろわれたガキがいるから、みんなが不幸になるんだ！」


「な……ちょっと、みんな……俺は……」


　しかし、その言葉も最後までは続かない。


　みんなが一斉に、ライナに向かって、


『化物！』


　そう、叫んだから。


「死ね化物！」


「どのツラ下げて、俺たちの村で暮くらしてやがったんだ、化物！」


「大量虐ぎやく殺さつの、呪われた化物!!」


　化物……


　そう、みんなが呼よんだ。


　人殺しの、化物……


　ばけ……もの……


　わけがわからなかった。


　みんなを、助けられると思っただけなのだ……


　これでまた、前のような、幸せないつもの生活に戻れると思ったのだ。


　貧まずしくても、辛つらくても、でも、みんなで毎日笑うことのできる生活に……


　なのに……


　そこで、一人の少女と目があった。


　クイールだ。


　しかし、そのクイールさえも、ライナをにらみつけて……


　まるで、気持ちの悪い虫でも見たときのような、そんな、嫌悪の表ひよう情じよう。


「なんで……そんな目で……」


　ただ、ただ、空が赤かった。


　朱しゆ色いろの赤。


　目の眩くらむような、呪しゆ色いろの赤……


　そして、ライナの黒い瞳ひとみに……


　朱の五方星が、浮うき上がっていて……


『複アルフア写・ステイ眼グマ』と呼ばれたその瞳は、こんなにも、忌いみ嫌きらわれているものらしい……


　こんなにも、みんなの表情を歪ゆがませるほどに、忌み嫌われてるらしい。


　化物と呼ばれた。


　しかしそれを、否ひ定ていはできなかった。


　記き憶おくがないのだ。


　あの戦場で、目が覚める前までの、記憶がないのだ。


　親がいない。


　記憶がない。


　自分が何者なのか、まるで覚えていない。


　なら……


　化物と呼ばれて、それを、否定はできない。


　目が眩くらむ。


　すべてが朱に染そまる。


　世界の、すべてを遠くに感じる。


　ただ、疎そ外がい感を感じるだけ。


　誰だれかに近ちか寄よれば、近寄るだけ、自分は、誰にも望まれていないのだと、思い知るだけ。


　瞳に浮かんだこの、朱色の呪いを、誰もが、恐きよう怖ふと、嫌けん悪おがないまぜになった表情で見つめる。


　ライナは、思った。





　そうか。


　俺は……


　化物なんだ……








　それが、ライナが『化物』になった……








　最初の日だった。



























　　第一章　同じ脱力










　朱しゆ色いろの空。


　血のように真っ赤に染まった、夕焼けの空。


　それを眺ながめながら、妙みようにけだるい声で、


「あ～……なんかあれじゃねぇ？　空が赤くなってくると、もう、夜って感じで、眠ねむくなってこねぇ？」


「ふむ。いまのおまえの言いぐさでは、聞きようによっては、日が高いうちは、まるで眠くならないというふうに聞こえるが？」


「え？　ああ、いや、昼は昼で、なんか昼ひる寝ねって感じで、眠くなるじゃん？」


「では、いつだったら眠くないのだ？」


「ええ～……そうだなぁ～」


　聞かれて、ライナ・リュートは腕うで組ぐみをして、


「う～ん。どっか、眠くないときって、あるかなぁ」


　などと、くだらないことを真しん剣けんに考え始める。


　いま彼らがいる場所は、ネルファ皇こう国こくの国こつ境きようをなんとか越こえ、ルーナ帝てい国こくへと侵しん入にゆうしてから、街道をしばらくいったところ……


　そこを、ライナは歩いていた。


　もう、夕方だというのに、まだ寝ね癖ぐせそのままの黒くろ髪かみに、『眠くなってこねぇ？』、どころか、すでに寝てしまいそうなほど気だるげに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。


　やる気が壊かい滅めつしてしまっている、猫ねこ背ぜ気味の長身瘦そう軀く。


　そして、そんな怠たい惰だな雰ふん囲い気きにはまるでそぐわない、ローランド帝国魔ま法ほう騎き士し団だんのみが着ることを許ゆるされている、白はく鎧がいとローブがあわさったような特とく殊しゆな戦せん闘とう服ふくを身に纏まとっていて……


　そんな姿すがたでライナは、さっきの質しつ問もんに、むむむっと眠そうな表ひよう情じようのまま考え込こみ、


「あーやっぱ、考えてみたけど、あれだ。朝は寝起きで眠いし、昼は昼寝したくて眠いし、午後はおやつ食くって眠いし、夕方は、もうそろそろ夜だから当然眠いだろ？　で、夜は、寝ないといけないって昔から決まってるし……」


　なんて滅め茶ちや苦く茶ちやな発言に、


「そんなヘリクツが、通ると思ってるのか？」


　ライナの隣となりにいた、相あい棒ぼうが言ってきて……


　ライナはそちらにちらりと目をやった。


　すると、そこには信じられないほどの美女がいて……


　赤い夕焼けに染そめられた、艶つややかな長い金きん髪ぱつ。青く澄すんだ切れ長の瞳。完かん璧ぺきを超こえて整っている顔に、スタイル抜ばつ群ぐんの体には、革かわ製せいの鎧よろい。腰こしには、折れてしまいそうなほど華きや奢しやな、可か憐れんな腕にはそぐわない、長ちよう剣けん。


　フェリス・エリス。


　とにかく彼女は、とんでもない美人だった。


　そりゃもう、これから太陽を押おしのけて出てくる月でさえも、彼女の美び貌ぼうを目の前にしたら、恥はずかしくて今夜は出てくるのを取りやめてしまうんじゃないかと思えるほどの美人。


　ただ、妙に淡たん々たんとした抑よく揚ようのない声こわ音ねに、まったく変化というものが見られない表情。


　そして、手に持っただんごの最後の一いつ個こを、ぺろぺろと小さなかわいらしい舌したでなめてみてから、食べようとして、でも、もうこれで最後の一個だから、食べちゃったらなくなっちゃうし、どうしよう……


　と、さっきから一人思い悩なやんでる姿は、微び妙みように、本当の美人には見えなかったりするが……


　そこで、フェリスが言った。


「だいたい、おまえは寝ね過すぎだ。私の長年に渡わたる観察結果では、おまえはすでに、通つう常じようの人間の、一生分の睡すい眠みんを取っていることが判はん明めいしている。よって、私の考察では、今後おまえは、眠らなくても生きていくことが可か能のうなはずだ。やったな。一睡もせず、一生私のために働けるぞ。喜べ」


　そんな発言に、ライナは半はん眼がんになって、


「……うあ……まぁたおまえは思いつきで無む茶ちやなこと言い出しやがったな……寝なかったら、死ぬに決まってんだろうが」


　が、そのライナの反はん論ろんに、フェリスはあっさりうなずいて、


「うむ。普ふ通つうなら死ぬだろうな。しかし、人間誰でも、追いこまれればなんでもできるものだ。よって、今後はおまえが一度寝るごとに、罰ばつを与あたえることにした。名づけて、『うわ！　寝たら罰が与えられるから、怖こわくて寝れないよ!!』計画。


　人間が、何度目の罰で、寝ないことが習しゆう慣かんづいて、寝ずに生きていけるようになるかについての研究だ。今度の学会までには、論文をまとめなくては……この論文なのだが……」


　なんてことを言いながら、いつの間にそんなものを書いたのか、懐ふところから取り出した紙には、ベッド前で仁に王おう立ちになって剣を振ふり上げているフェリスと、それにおそれおののくライナの、異い常じようなほど恐きよう怖ふに歪ゆがんだ顔の絵が描えがかれてて……


　ライナはそれに、うめくように、


「うあ、微妙にリアルな絵で、やだなそれ……って、そうじゃなくて！　あーもう、またも突つっ込みどころ満まん載さいだなおい。だいたい、なんなんだよ。まずは、学会ってなんだよ。おまえ、そんなこともやってたのか？」


「ん。妹のイリスと二人で作った、世界の謎なぞについて探たん求きゆうするための……」


　とそこまでで、ライナは顔をしかめて言葉を遮さえぎった。


「あ～……あのぶっ飛び娘むすめとやってる遊びか……ってか、題材が迷めい惑わくこの上ねぇな……だいたい、人間に何回罰与えたって、寝ねないで生きていけるようになるわけねぇだろうが。いったい、どんな罰を与えるつもりなんだ？」


　すると、フェリスはさっきの妙にリアルな絵を、懐に大事そうにしまいながらうなずいて、


「うむ。まずは軽く、剣で首をはね飛ばして……」


「ンなもん一回目で一生目覚めなくなるわっ!!」


　思わずライナは叫さけんでいた。


　それにフェリスは、


「ん。まあ、そんな冗じよう談だんはともかく……任にん務むの話だ」


「って言っといて、おまえ、俺おれが寝たら、首はねようとするんじゃないだろうな？」


「ふふ」


「あ！　いま、笑ったろ！　ふふって笑ったろ!?」


「ふむ。しかしもう、すでに論文を書き始めてしまっているから、仕方がないだろう？　あきらめろ」


「あきらめられるかああああああっ!!」


　と、絶叫するが、相変わらずフェリスはライナの言葉など完全に無む視しで、


「うむ。それで、このルーナ帝てい国こくに伝わる勇者伝説に、なにか心当たりでもあるのか？」


「って、突とつ然ぜんだな、おい……ま、まあいいけど……」


　それからライナはげんなりと、


「……でも、おまえさ、だから空を見てみろって。もう、日が暮くれかけてんだよ。ネルファ皇こう国こくの魔ま法ほう騎き士し団だんに追われるなんてハプニングを乗り越こえて、やっとこさルーナ帝国に入ったところなのに、もう仕事の話かよ。そんなことより、今日の宿の心配のほうが、先じゃねぇのか？」


　するとフェリスもうなずいて、


「うむ。そうだな。では、聞き方を変えよう。おまえは、ローランドにいたころ、勇者の遺い物ぶつについてのレポートを書いて、王シオンに提てい出しゆつしたな？　だからおまえはいま、こうやって勇者の遺物探たん索さくの任務をやっているわけだ」


　が、それにさらにライナは疲つかれた表ひよう情じようになって、


「いや、あれは王あいつが、勝手に俺の書いたレポートをパクって、おまけにその勇者の遺物を集めてこい、なんていう、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなことを言い出しただけで、俺にはまるでやる気ゼロなんだけどな……」


「うむ。それは私も同じだ。そのおまえの巻まき添ぞえで、おまえの手伝いをしなければ、私のお気に入りのだんご屋を潰つぶすなどと、王の奴やつ、卑ひ劣れつ極きわまりないことをしおって……いずれ痛いたい目にあわせてやる」


　それにライナもうんうんうなずき、


「賛さん成せい！　それ賛成！　そういう部分じゃ、気が合うよな、お互たがい……」


「うむ」


　なんて、二人でやる気がまったくないことを再さい確かく認にんしたところで、フェリスが、


「で、話を戻もどすが、おまえは勇者の遺物が、どこら辺にあるかのレポートも、書いたわけだな？」


　それにライナはうなずいて、


「まあ、そうだな。っていうか、ローランドや、その他近きん隣りん諸しよ国こくに伝わってる、勇者伝説やらお伽とぎ噺ばなしやなんか、そういった類たぐいのことをまとめただけだけどな。その、勇者伝説やらが伝わってる地ち域いき周辺の地図くらいは、調べたよ」


「ふむ。では、ルーナ帝国のざっとした地図も、頭に入ってるわけだな」


「だから、勇者伝説が残ってる場所ら辺はな。それで、なにが言いたい？」


　その問いに、フェリスは、真まっ直すぐ街かい道どうの先を指差して、


「この先、どれくらいいったところに、今夜、宿がとれそうな場所があるか、教えろ。このまま徒歩で、夜までに到とう着ちやくできるのか？」


「ふむ」


　それにライナも、平原のなか、どこまでも真っ直ぐと伸のびている街道を見み据すえて……


「さあ？　どうかな。この辺には、ローランドの図書館で調べられるようなお伽噺はなかったからなぁ。っていうか、ここルーナ帝国は、あれだろ？　ローランドと違ちがって、宗しゆう教きようがけっこうな権けん力りよくを持ってる国だろ？」


　という、ライナの言葉に、フェリスが、


「いったいなんの話を始めるつもりだ？　おまえが、この辺一体の地域の知ち識しきがない、なんの役にもたたないクズだということへの言いわけが、これから始まるのか？」


「………………いや、そんなふうに言われちゃうと、なんにも言えないんだが……」


「ん。まあいいだろう。続けてみろ。私もここルーナで活動する以上、この土地のことを知っておきたいしな」


　それにライナはうなずいて、


「まあ、だからなんだっけ。えっと、とにかくここは特とく殊しゆな場所なんだよ。絶対的な信しん仰こうの対象である、神さまがいてさ、魔法の力ですら、その神さまの力を借りうけて使う、なんてこととなってて……だから、ローランドで調べた資し料りようによると、信仰心のないものには、この国の魔法は使えないらしいんだよ」


　するとフェリスは、


「ほう。それは、少しやっかいだな」


「ああ。信仰心がないと使えないってことは、まったく信仰心のない俺じゃ……この目」


　とそこで、ライナは自分の瞳ひとみを指差す。


　ライナが指差した先。


　そこには、相変わらず眠ねむたそうな、黒い瞳があり……


　しかしそれは、特殊な瞳だった。


　その、黒い瞳の中央にある、普ふ段だんはいまいち薄うすくてよく見えない、朱しゆの五方星が、いまはその赤みを、強く輝かがやかし、浮うき上がってきていて……


　ライナは言った。


「この『複アルフア写・ステイ眼グマ』で相手の魔ま法ほうの構こう成せいを読み取っても、俺には使えないってことになるからな」


　そう。


　彼はその特殊な瞳で、すべての魔法の構成を読み取り、すぐさまそれを自分のものとして、使用できてしまうという能のう力りよくがある。


　どんな国の、どんな特殊な魔法であっても、彼の瞳をもってすれば、使いこなすことは簡かん単たんなはずなのだが……


「ってか、俺ってば神さまなんて、絶ぜつ対たい信じられないだろうしなぁ。だから、絶対ルーナの魔法は使えそうにないな。


　だいたいさぁ、もしほんとに神さまがいるなら、なんで戦争が起きる？　なんで辛つらい思いばっかりしなきゃいけない奴やつがいる？　神さまがいるなら、みんな平等に、昼ひる寝ねばっかりしてりゃ、平和に暮くらせるような世界にしてくれりゃいいだろ？」


　が、それにはフェリスがあっさりと、


「ん。それは簡単だ。もし神という者がいるのなら、神は神で、忙いそがしいのだろう。おまえのような変へん態たい色しき情じよう狂きようや、くだらない戦争などを起こす愚おろかな人間を、見守る暇ひまなどないのだ」


　なんて言葉に、ライナは微び妙みように納なつ得とくな表ひよう情じようで、


「それ、なんかすげぇ説得力あるわ……いや、毎度のことながら、俺が変態色情狂ってのは、どっからでてきた話なんだよ！　って突つっ込こんどくけど……そうだよなぁ。俺が神さまくらいのお偉えらいさんで、働かなくても贅ぜい沢たくに暮らせるなら、毎日昼寝にいそがしくて、馬ば鹿かなことばっかり繰くり返す人間なんて見守ってる暇はないわな」


「うむ。私が神とやらなら、毎日だんごに忙しいだろうしな。そして世界中のありとあらゆる店をだんご屋に変える。すべての国々はだんご作りに精せいをだし、そして、戦争の代わりに、だんごの味比くらべ大会によって、各国の領りよう土どを決めていく。いいだんご職しよく人にんを育てた国が勝利するのだ。そしてさらに、年に一度、すべての大会に勝ち抜ぬいただんご職人が、私にだんごを献けん上じようし……私は常つねに、世界一のだんごを食べる。ああ、来年のだんごは、三色だろうか、それとも餡あんだろうか……」


　話しながら、少し陶とう酔すいしたような表情になっていくフェリスにライナが、


「…………夢ゆめは膨ふくらむばかりだな……」


「うむ。神とやらが、少しうらやましくなってきた……」


「おまけに俺は、なんかどんどん仕事がしたくなくなってきたよ……」


　と、ライナはため息をついてから、


「まぁ、ンな夢物語はおいといて……そんなわけでさ、ここルーナは、俺らの国と違ちがって、宗しゆう教きようが権力を持ってるわけだ。すると、自然とお伽とぎ噺ばなしもその、宗教に関連したものばっかりになってさぁ」


「ほう。例えば？」


　それにライナはうなずき、


「えっと、例えばさ、『神の御み使つかいが、特に信仰心が優すぐれていた人間に、神さまからの賜たまわりものを与あたえて、その者がこの国の王になった』……だの、『悪魔が現あらわれて、それを神さまへの信仰の祈いのりで追い払はらった』……だの。まあ、こういったものは、たいていその時々の権力者が、国を動かす上で、自分に有利になるような話を作り上げちゃうもんだから、噓うそくさい話が多い上に、ほとんどが、王族と神さまの話ばっかりなんだよ」


「ふむ。それで、なにが言いたい？」


「うん。だからさ、お伽噺がほとんど、ルーナの王族がいる帝てい都と周辺のことばっかりでさ、ってことは、俺がわかるのは、帝都の周辺の地図だけであって……で、だから、俺はこの辺のことはまるでわかんないわけで……ってことはだ。俺は、この街かい道どうをどれくらい進もうがどうしようが、そこになにがあるかなんて、わかるわけがないわけで……」


　とそこで、フェリスがライナの言葉を遮さえぎって、


「ということは、ようはおまえが生きてる価か値ちのない、役立たずのクズだということを言いたいわけだな？」


「………………ってか、それじゃおまえだって、クズってことになるだろうが。この辺のこと、まるで知らないんだろ？」


　が、フェリスはそれに首を振って、


「いや、私は……」


　しかし、ライナはそこで、フェリスをじーっと見つめた。もう、彼女がなにを言わんとしているのか、わかっていたから。


　だから、じーっと、じーっと見つめ続ける。


　するとなぜか、フェリスは急に、いつもはまったく無表情な顔を赤らめて、ライナから目をそらし、


「……ま、まあ、それはともかく……」


　それにライナは、


「あら、いつもどおり『いや、私は美人だ』っとか、言わないのか……？」


「わ、私はそんなことを言うつもりはなかったぞ」


「じゃ、なんで顔赤くしてんだよ」


「む……ゆ、夕焼けのせいで、そう見えるだけだろう」


　が、いつもはまるで、陶器のようになめらかで、白い肌が、耳たぶまで真っ赤に染まっていて……


　ライナは苦く笑しようしてから、


「……ま、そういうことでもいいけど……ってなんか、分かれ道に、看かん板ばんが立ってるぞ」


　目の前に、いつの間にやら現れていた分かれ道を見て、言った。


　看板は、そこから分かれて左右に伸びている街道の、それぞれの行き先を指し示しめしていて、どこへ到とう着ちやくするかを表ひよう示じしてくれているようで……
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　フェリスはそれを見て、


「ふむ。これによると、右には、村があるようだな。レジット村とある」


　それにライナは、


「左は教会だな。ヤッシュバック教会とかいうのがあるらしい。で、どっちにいく？　まあ、いくとしたら、教会のほうが、無料で泊とめてくれそうな気はするが……都合のいいことに、ローランドとここルーナ帝国は、同どう盟めい国こくだからな。この、俺おれたちの鎧よろいについてる紋もん章しようを見せりゃ、泊めてくれんだろ」


　それにフェリスもうなずいて、


「うむ。ルーナ帝国としても、エスタブールを併へい合ごうして強大になったローランドとは、いまは戦争をしたくないだろうしな。我われ々われを邪じや険けんに扱あつかうことはできまい。だが……」


　と、そこでフェリスが言葉を止めて、それにライナは、


「へ？　だが？　って、なんか、問題があんのか？」


　それにフェリスは地面を指差して、


「そこに落ちてる、それを見てみろ」


　言われて、ライナがそちらを見ると、そこには、おそらく、いま立てられている看板に打ちつけられていたのであろう、追加の看板が、打ちつけ方が雑ざつだったのか、落ちてしまっていて……


　その、落ちた看板には、こうあった。







　　レジット村には、悪あく魔まの呪のろいがかけられてしまいました。


　　よって、神による浄じよう化かがなされるまで、立ち入りを禁きんじます。


　　悪が払はらわれるまでは、近づかないように。


　　ネルファ皇こう国こくの国こつ境きようを越こえてこられた旅人の方は、


　　レジット村には向かわず、ヤッシュバック教会のほうへと、足をお運びください。




ルーナ帝国軍　　








　なんてことが書かれており……


　ライナとフェリスは顔を見合わせて……


「悪魔の……」


「……呪い？」


　それから、ライナは顔をしかめて、


「ま、そんなわけらしい。ってなことで、レジット村には、いけないな。怖こわいし、それに、悪魔の呪いがかかってるんじゃあ、危あぶなくて近ちか寄よれないしな。そういうわけで、ここはヤッシュバック教会のほうへいくことに決定。さあ、出発進行ー！」


　と、左へと歩き出そうとするライナの首を、フェリスは後ろからむんずとつかんで、


「おまえ、それを本気で言ってるのか？　神を恐おそれない奴やつが、悪魔を恐れるはずがないだろう？」


　それにライナは顔をしかめ、


「あーもう！　だから状じよう況きよう考えてみろって。俺らは今日は、必死に国境を越えて、もう疲つかれてんだよ。そんな中、悪魔だかなんだかわかんないけど、微び妙みように勇者の遺い物ぶつとかに関係ありそうな場所へいったら、それ調べなきゃいけなくなるだろうが。そしたら、さらに疲れるだろう？　だから、とりあえず今日は教会にいって三十日間くらい寝ねて過すごして、んでもってから気が向いたらいくかどうかを、考えてみれば……」


　が、そこでキィン！　という聞きなれた甲かん高だかい音が鳴り響ひびき、一いつ瞬しゆんにして、フェリスの腰こしから剣けんが抜ぬき放たれると、ライナの肩かたの上に軽くぽんっとおかれて……


　それにライナは、なぜかもう、半泣きの声こわ音ねで……


「い、いや、わかってたよ。こうなることは、わかってたけどさぁ……でも、あれだぜ？　こんな、軍隊に立ち入り禁止なんて看板立てられてる村は、絶ぜつ対たい、俺らみたいなヨソもんは、泊めてくれないと思うんだよね。ってことは、おのずと今日は野宿になるわけで……明日、明日でもいいじゃん？　今日はとりあえず、教会へ……」





　が、


「…………」


　フェリスは無言のまま、なにも言わない。


　言わないのに……


　ライナは、


「ああ、噓うそです噓です！　いやーでも、悪魔ってなんだろね？　気になるね？　気になって今日は寝ずに調ちよう査さとかしたくなってきたから……徐じよ々じよに肩においた剣に力をこめるのやめて……」


　それにフェリスはまた、目にも止まらぬ速さで剣を腰に戻もどしてから、


「ん？　そんなにおまえが仕事がしたいというなら、仕方ないな。レジット村へと、向かうとしよう」


　なんて言葉に、ライナは半はん眼がんで、


「……ってか、あのままあと、四、五秒俺がレジット村にいこうっていうのが遅おそかったら、俺の腕うで、切れて落ちてたんじゃないか？　ちょっとは手て加か減げんしろよ……」


　しかし、フェリスはすでに、右の街かい道どうを歩き出しながら、


「そんなことを私がするはずないだろう？」


　それにライナも追いかけて歩き出して、


「ウソつけ！　絶対おまえ、斬きるつもりだったって」


　が、それにフェリスは首を振ふり、


「いや、本当に、おまえの腕を斬るつもりはまるでなかった。腕を落しても、死なないからおもしろくないだろう？　だから、首をはねようと思って……」


　なんて言葉を最後まで聞かずに、ライナは頭を抱かかえて……


「ああもう、レジット村なんかに探さがしにいかなくても、ここに一匹ぴき悪魔がいるって……」


「ん？　なにか言ったか？」


「へ？　あ、いやいや、なんにも言ってないよ……しっかし、悪魔って、どんな奴だろうなぁ？」


　そんな会話をしながら、二人は、悪魔の呪いがかけられたという、レジット村へと向かったのだった。





　　　　◆





　場所は変わって。


　そこは、荘そう厳ごんな建物だった。


　ここ、ローランド帝てい国こく内において、ここを超こえる建物はないだろう。


　それは随ずい所しよに凝こらされた装そう飾しよくも、その巨きよ大だいさも、そして、鼠ねずみ一匹通すこともないであろう、警けい戒かいの厳げん重じゆうさも、そのすべてにおいて、この建物は、まるで他の追つい随ずいを許ゆるさない。


　いや、そうあるべくして造つくられたのだから当たり前のことなのだが……


　ここは……


　ローランド帝国王が住まう、居きよ城じよう。


　その、異い様ようにきらびやかな装飾で溢あふれ返っている居城の中では、違い和わ感を感じるほど質しつ素そな執しつ務む室において、この国の最高権けん力りよく者しやは、いつものごとく、多た忙ぼうを極きわめていた。


　書類が山積みにされたテーブルを前に、もう、かれこれ十二時間以上、悪戦苦く闘とうを続けている。


　一つ、サインを終え、続いて次の案あん件けんについての書類を手に取って……


「……ええと、これは……」


　美しく、それでいて、意い志しの強さを感じさせる、金色の瞳ひとみを、細める。


　銀色の髪かみに、均きん整せいのとれた容よう姿し。


　まだ、弱じやつ冠かん十九歳さいの若わかさにして、このローランド帝国の王座にある、シオン・アスタールは、すでに王としての風ふう格かくを、身につけていた。


　前王の妾しよう腹ふくの子であるにもかかわらず、かつてのエスタブール王国との戦せん役えきでめざましい活かつ躍やくをし、一気にローランド帝国軍上層部まで上り詰め……


　そのまま、あざやかな手て並なみで革命を起こし、暴ぼう君くんであった前王を廃はいして、この国を救った英えい雄ゆう王。


　持って生まれたカリスマ性せいと、実力、容姿、すべてを巧たくみに使い、国民から絶ぜつ大だいな支し持じを集めていた……


　おまけに先ごろ起こった、エスタブール王国の残ざん党とうの鎮ちん圧あつもあっさりと成功させ……


　ますます完全無欠な、まるで人間じゃないのではないかというほどの完かん璧ぺきぶりで、この国を統とう治ちしている王として、実じつ績せきを積みつつある……


　いや、もちろん、それは表向きの話なだけで……


「ふぅ……」


　とそこで、シオンは一度手を止め、小さく息をついた。


　そう。


　問題は、なかなか表にでないだけで、本当は信じられないほどあるのだ。


「ったく……こんだけ忙いそがしいと、もう、王なんてやめたくなるな……」


　苦く笑しようまじりにシオンは言った。


　本当に、問題は目の前の書類と同じく、山積みなのだ……


　ローランドに取り込こんだエスタブールの反はん乱らんは、エスタブールの貴き族ぞくたちだけでなく、国民にも人気のある、エスタブール王の娘むすめ、ノア・エン公こう主しゆをこちらの陣じん営えいに取り込むことで、うまく鎮しずめることに成功したが……


　そこで、シオンは目の前の書類を見つめて、うめく。


　その書類には、シオンが調べさせた数人の貴族たちの、領りよう地ちでの、横領や横暴な振るまいについての調ちよう査さ報ほう告こくだった。


　そしてその結果は……


　惨さん憺たんたるものだった……


　予想していたよりも、あまりに、ひどい。


　貴族たちは、王であるシオンの言うことなど完全に無む視しして、好き放題やっている。


　しかし、それも当然だろう……


　なにせ、前王の時代から権力を振るっていた貴族たちの中には、いまはまだ、表だってシオンに反乱を起こしてきたりはしていないが、しかし、シオンよりも大きな権力を持っている者すらいるのだ……


　反国王派はの貴族たち……


　とりあえず、これをすべて統とう一いつしないことには、この国はまとまらない。


　さらに、問題はそれだけじゃない。


　最近急速に活発になってきた、他国の動きも気になる。


　しかし、国内の問題すら片かた付づかないうちに、外交を充じゆう実じつさせようとすれば、国内の貴族たちに、その隙すきを突つかれるだろうし……


「はぁ……」


　シオンは軽く額ひたいを押おさえて、再びため息をついた……


　その、瞬しゆん間かん！


「どおおおおおおおおん！」


　突とつ然ぜん、そんな声とともに、シオンの椅い子すがひっくり返されて、


「うわ!?」


　そのまま、椅子ごとシオンもひっくり返る。なんとか、倒たおれないで着地しようとするが、間に合わない。


　それほどすごい勢いきおいで椅子はひっくり返されていた。


　シオンはそのまま、無様な格かつ好こうで、床ゆかに倒れ伏ふすと……


　少しだけ疲つかれた表ひよう情じようで、この、ネズミ一匹ぴき通さないはずの厳げん重じゆうな警けい戒かいがなされている王の執しつ務む室に、あっさり侵しん入にゆうしてきて、おまけにまるで気配を感じさせずに突然、シオンの椅子をひっくり返した何者かを、見上げた。


　それは、見覚えのある、一人の少女だった。


　信じられないほどの美び貌ぼうを持った、少女……


　綺き麗れいな金きん髪ぱつに、整った容姿。フリルのたくさん付いたドレスに、背せ中なかにはリュックという、ちょっとアンバランスな服ふく装そうの美少女がそこにはいて……
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　それにシオンは、


「やぁ、イリスちゃん、おかえり。ネルファ皇こう国こくから、ここにくるまでの道中、危あぶないことはなかった？」


　それにイリスは大きくうなずいて、


「うん！　大だい丈じよう夫ぶだよ！」


　元気よく言った。


　それに、シオンは安心した表情でうなずいてから、ゆっくりと立ち上がりながら、


「で、じゃあ、ちょっと聞きたいんだけど……今日はなんでまた、出てくるなり僕ぼくの椅子をひっくり返したりしたんだい？」


　するとそれに、イリスは待ってましたとばかりにまた、大きくうなずいて、


「えとね、えとね、だってね、フェリス姉様がね、やれって言ったからね、イリスやったんだよ！　イリスえらい？　えらい？」


　と、なぜかほめられる気満々で、わくわくした表情のイリスに、シオンは苦笑してから、


「ああ、えらいね。うん。でも、なんでフェリスは、僕の椅子をひっくり返せって言ったんだろ？　理由は知ってる？」


　それにまた、イリスはこくこくとうなずいて、


「んとね、なんかね、ため息って、知ってる？」


　なんて質問に、シオンは、


「え？　ため息？　って、えっと、あの、普ふ通つうのため息？　ふうって吐はく……」


　とそこで、急にイリスはあわてた表情でシオンの口を両手で押さえてきて、


「ああ!?　吐いちゃだめ！　だめぇ!!　い、イリス知ってるもん！　ため息は、疲れたときに吐くやつで、それを三回口からだしたら、疲れ過すぎて死んじゃうんだってこないだ姉様が言ってたもん」


　なんて言葉に、シオンは苦く笑しようしながら小声で、


「……まぁた、フェリスの奴やつ、イリスちゃんに噓うそばっかり教えやがって……」


　とそこで、イリスが得意げに、


「だからね、イリスがんばったんだよ！　シオン兄ちゃんがため息つきそうだったから、あわてて椅子をひっくり返したの！　えらい？」


　無む邪じや気きに言ってくるイリスに、シオンはにっこり笑って、


「そうか……うん。イリスちゃんのおかげで、危あやうく死ぬところを助けられたよ。ありがとう」


「えへへー。やったー　ほめられちゃった！　きっと姉様にもほめられるよね！　だって、姉様、シオン兄ちゃんは最近王様になって、えっと、んと、おう、おう、……横おう暴ぼうな、暴君とか、えっと忘わすれちゃったけど、とにかくそんなのになってて、すっごい忙いそがしくてため息も増ふえるだろうから、殴なぐってでも止めてやれって言ってたし……」


　それにシオンは、さらに苦笑して、


「……あいつ、俺おれの気分転てん換かんでもさせてくれるつもりなのか……？　いや、それとも単純に嫌いやがらせなのか……」


　腕うで組ぐみして考えこみ、しかし、結局わからなくて、


「ううむ。いまいち難むずかしいところだな……若じやつ干かん、後者のような気もするが……」


　それから、イリスのほうを向いて、


「まあ、それで、イリスちゃん。その、ライナとフェリスたちからの報ほう告こくは、今回もあるのかい？」


　するとそれにイリスは大きくうなずいて、背中のリュックから一冊さつのメモを取り出し、シオンに差し出してくる。


　シオンはそのメモを受け取り、開くと……


　そこにはまた、いつもどおり、イリス語で描かかれた、意味不明な絵が並ならんでいて……


　しかし、最近ではかなり、シオンもそのイリス語を理り解かいし始めていたりする。


　よだれをたらしまくっている犬を、翼つばさの生えた天使が、殴りまくったり、首輪をつけたりして連れ回している絵があり……


　それを見てシオンはイリスに、


「これは、あれだよね？　野や獣じゆう君ってイリスちゃんが呼よんでるライナが、勧かん善ぜん懲ちよう悪あく美少女天使フェリス姉様！　とやらに、連れまわされている図だよね？」


　するとイリスはこくこくとうなずいて、


「あったりー！　シオン兄ちゃん、すごーい！」


　なんて褒ほめてもらいつつ、シオンはページをめくっていく。


　そして、美少女天使と野獣が、なにやらカニのはさみをもって、走っている絵を見つけて……


「ん？　これは、どういうこと？」


　聞いた。


　するとイリスは、


「えっとね、んとね。これは、なんだっけ。えっと、手にね、カニさんみたいに、剣けんがついてる鎧よろいをね、野獣君も姉様も着ててね、でね、このカニさんだったら、国こつ境きようも簡かん単たんに越こえられるんだって！」


　なんて言葉に、一いつ瞬しゆん、シオンは表ひよう情じようを曇くもらせて、


「鎧で、国境が簡単に越えられる……？　手の部分に剣がついてる鎧と言ったら……まさか、ネルファ皇こう国こくの、魔ま法ほう騎き士し団だんの鎧か？　あいつらまさか、魔法騎士団の鎧を盗ぬすんで、国境通ったんじゃ……」


　と、そこまで言ってから、疲つかれたような表情で、


「まあったく、あいつら滅め茶ちや苦く茶ちやするなぁ。せっかく俺が、ネルファに表ひよう敬けい訪ほう問もんして、苦労して平和を保たもってんのに、もしそんなことがきっかけで戦争にでもなったら……」


　はぁ……


　と、ため息をつきかけたところで、イリスがつぶらな、青く、澄すんだ瞳ひとみでこちらをじーっと見つめているのに気付いて、


「あ、いや、ため息は、ついてないよ？」


「ほんとにー？　もう、絶ぜつ対たいため息ついちゃだめなんだからね！　シオン兄ちゃんが死んじゃったら、イリス寂さびしくなっちゃうんだから！」


　それにシオンは微ほほ笑えんで、イリスの頭をぽんぽんっとなでると、


「そうだね。イリスちゃんが寂しくならないように、僕は死なないようにしないとね。でも、それはイリスちゃんも一いつ緒しよだよ？　あんまり危あぶないことをして、死んだりしたら、僕も悲しむんだからね？」


　すると、イリスは不思議そうな顔で、


「えー？　イリス、死なないよ？」


　それにシオンは微笑んで、


「もちろん、死なないけど、危ないことをしたら、死んじゃうかもしれないだろ？　そしたら、僕も、それに、フェリスも、悲しむよ。だから、イリスちゃんは、体に気をつけなきゃね。ということで、今日はもう、家に帰って、休みなさい。長旅で、疲れただろ？　ちゃんと休みをとらないと、きっとフェリスもがっかりするよ」


　するとイリスはなぜか、急にうろたえて、


「ええ!?　姉様も、がっかりするの！　そんなやだー！　わ、私！　もう寝ねる！　すぐ寝るね！　だから、姉様に、がっかりしないように、言っといてね！　絶対だよ！　それじゃ、お休み!!」


　言うやいなや、シオンが声をかける間もなく、イリスはものすごい勢いきおいで窓まどから外へと飛び出していって……


　シオンはそれを呆ぼう然ぜんと、しばらく眺ながめてから、


「…………ふむ。とりあえず、なるべくため息はつかないようにするか。イリスちゃんに、心配かけるしな……」


　なんて言って、倒たおれている椅い子すを元に戻もどすと、再ふたたび座すわりなおして、書類仕事に戻る。


　そこで……


　今度は窓ではなく、ちゃんとした部屋の扉とびらからノックが聞こえて、


「シオン、入るぞ」


　ぶっきらぼうな、男の声がかかった。


　そしてこちらの答えも聞かずに入ってきたのは、鋭するどい顔つきの、背せの高い赤せき髪はつの男だった。


　まるで、鋼はがねのように引き締しまった体たい軀く。


　髪と同色の、赤い瞳ひとみ。


　クラウ・クロム少しよう将しよう。


　この二十代半ばくらいの男は、ライナやフェリスをのぞけば、いまのローランドで、唯ゆい一いつシオンを呼よび捨すてにする男だった。


　まだシオンが軍部……帝てい国こく元げん帥すいの座ざについていたころからの直ちよく属ぞくの部下で、いまは王になったシオンの護ご衛えい役も務つとめ、いまだ少将ながら、人望、実力ともに、ローランド帝国軍の実じつ質しつ上のトップの地位にあるのだが……


　その、クラウを見て、またシオンは目を細める。


　そう。ローランド帝国王である、シオンの右みぎ腕うでにして、実質上のローランド帝国軍のトップの地位にありながら、いまだ、クラウが少将に留とどまっていること自体が……


　シオンが、この国を、完全に掌握しきれていないことを証しよう明めいしているのだ。


　本当なら、クラウは元帥の地位にあってもおかしくないはずなのだが……


　軍部の上じよう層そう部ぶの役やく職しよくはすべて、貴き族ぞくたちに与あたえられている。


　それでもまだ、所しよ詮せん少将でしかないクラウが、実質上の軍部のトップとしてやっていけるのは、シオンが一度元帥として軍部を掌握したからだ。


　貴族出身じゃない、平民出身の軍部の人間たちが、シオンやクラウについてきてくれているために、シオンは軍の威い光こうを借りて、この国の王になることができたわけだし……


　そして、貴族たちを抑おさえて、反はん乱らんを起こさせずに、いまのところは見せかけの平和を保たもつことができている。


　だが、その平民出身の兵たちも、貴族出身の上官たちに、日々、嫌いやがらせを受けながら、シオンがいつか、完全にこの国を統とう一いつしてくれるのを、待ってくれているのだ。


　調ちよう査さによると、シオンが王になったことをおもしろくないと思っている貴族たちによる、かなりひどい虐ぎやく待たいや、暴ぼう行こう事じ件けんが、かつてのシオンの部下たちへも起こっているらしく……


　そういう意味でも、早さつ急きゆうにこの、反国王派はの貴族たちの問題は解かい決けつしなければならないのだが……


　なんて考えているところで、クラウがシオンの顔を見て、


「ああ、ああ、まぁたおまえは、ンな悩なやんでる顔して……」


　それにシオンは、少し驚おどろいた表ひよう情じようで、


「ん？　俺はそんなに難むずかしい顔をしてたか？」


　するとクラウはそれに、


「いや、してねぇよ？　いつもどおり、むかつくほど自信たっぷりな笑えみを浮うかべてやがった。だが、おまえは悩んでてもそんな姿すがた俺らにはめったに見せねぇからな。こっちが気がついてやらなきゃ、おまえ、死ぬまで一人で抱かかえ込こんで、悩むだろ？　ったく世話の焼ける奴やつだよ」


　なんて言葉に、シオンは苦く笑しようして、


「別におまえに心配してもらうほど、弱っちゃいないよ」


「それが問題なんだよ。ほっときゃマジで、ぶっ倒れるまで弱音吐はかないからな、おまえは。んで？　ちょっと聞かせてみろ。おまえ、そこに座って仕事始めてから、何時間くらいたった？」


　それにシオンは肩かたをすくめてから、


「ん？　まだ、ついさっき仕事を始めたばっかり……」


　が、そこでまた、クラウの後ろの扉から、一人の男が入ってきて、


「はい噓うそ！　クラウ先せん輩ぱい、まぁたシオンさんは、噓つこうとしてましたよ。こういうときのシオンさんは、僕たちに心配かけないために、必ず噓つくんですから。僕がシオンさんの行動をチェックするように言っておいた、エスリナの話では、シオンさんはこの執しつ務む室しつに入ってから、もう、軽く十五時間以上は経けい過かしているそうです」


　緩ゆるやかなウェーブのかかった金きん髪ぱつに、愛らしい碧へき眼がんの、華きや奢しやな印象を受ける男だった。


　カルネ・カイウェル。


　彼も、革かく命めいのころからクラウとともに、シオンのために命をかけて働いてくれた、重臣の一人だ。


　そしてさらにその後ろには……


　白いワンピースを着た、少女がいた。


　いや、少女という言葉は、彼女のしっかりした雰ふん囲い気きにはそぐわないかもしれないが……


　凛りんとした青い瞳。整った顔。肩でそろえられた、琥こ珀はく色の綺き麗れいな髪かみ。


　エスリナ・フォークル。


　かつて、シオンの秘ひ書しよの役やく割わりを一手に引き受けてくれていた、フィオル・フォークルの、妹。


　しかし。


　フィオルは、反国王派の手により、シオンへの見せしめに殺されてしまったが……


　それでも彼女は、兄の遺い志しを継つぎたいと、シオンの元へやってきて……いまは、カルネの下につき、彼の指示のもとに仕事をこなしているらしいのだが……


　シオンは憮ぶ然ぜんとした表情で、


「カルネ、おまえ、俺おれを見み張はらせるなんて……エスリナにそんな仕事をさせてるのか？」


　しかしそれに、カルネは胸むねを張って、


「頑がん張ばりすぎるあなたの健康管理……いま、この城しろの中で、それは最も重要な仕事ですからね。フィオルの妹のエスリナぐらいにしか、こんな重要な任にん務むは任せられませんよ。まったくもう、ちょっと目を離はなすと、すぐにシオンさんは無理をするんですから！　あんまり休み取らずに仕事し過すぎると、天国のフィオルがまた、怒おこって戻もどってきちゃいますよ？　な、エスリナ」


　するとそれに、エスリナは嬉うれしそうな笑顔になって、


「はい！　だめですよ陛へい下か！　あまり、私の兄を悲しませるようなことは、しないでください」


　なんて、フィオルの面おも影かげが残る顔で言ってきて……


　シオンは思わず顔をしかめて、


「うう、なんだなんだ。おまえらよってたかって、俺をいじめにきたのか……？」


　という言葉に、さらに扉とびらの外から、


「陛下のお体の心配を、本気でしてくれる部下に、これほど恵めぐまれている。ローランド王は、幸せものですね」


　透すき通るような声が響ひびいた。


　そして、入ってきたのは……


　ローランド帝国内では、あまり見かけることのない、紺こん青じようの髪の、一人の美女だった。


　毅き然ぜんとした、青みがかった瞳ひとみ。たおやかな美び貌ぼう。そして、どこか気品がただよう、一本筋すじの通った聡そう明めいな眼まな差ざしは、まだ十七歳さいという彼女の年ねん齢れいをうかがわせない、力強さを放っている。


　ノア・エン。


　ローランドがとり込んだ、エスタブール王国王の、一人娘むすめ。


　エスタブールの最後の反はん乱らんにおいて、民みん衆しゆうを人ひと質じちにとり、暴ぼう走そうするエスタブールの貴族たちの行いに心を痛いため……


　たった一人でそれに立ち向かって貴き族ぞくたちを倒たおすと、ローランドに降こう伏ふくすることによって、被ひ害がいを最さい小しよう限げんに押さえることに成功した、エスタブール、ならびにローランドの民たみを救った救国の英えい雄ゆうとして、ローランドの貴族として迎むかえられた才女……


　表向きには、そういう経けい歴れきだが……


　しかし、実じつ際さいは違ちがう。


　彼女は、ローランド側がエスタブールに対して行った数々の計けい略りやくから、人質を守り、そして、批ひ難なんを浴びることを承しよう知ちの上で、それでも、エスタブールの民たちを守るために、ローランドの貴族になったのだ。


　その覚かく悟ごは、尋じん常じようのものではないだろう。


　そのノアまでが、シオンを真まっ直すぐ見つめて、


「しかし、いまのこの国は、陛下を必要としています。その陛下が、お体を壊こわすほど働くなどというのは、少し、わがままが過ぎると思いますが？」


　なんてことを言ってきて……


　それにシオンはノアに向かって、


「これは、お恥はずかしいところをお見せしてしまいました。エン嬢じよう。お久ひさしぶりです。ところで、今日はどういったご用向きで、私の執しつ務む室しつまで？」


　という問いに、ノアは一いつ瞬しゆんだけ微び笑しようを浮うかべてから、ちょっとだけ怒おこったような表ひよう情じようになって、


「いえ、陛下に用があるというわけではなく、今日はクロム少しよう将しようと夕食の約束をしておりましたのに、いくら待っても姿すがたをお見せにならないので、探さがしに出向きましたら、こちらだと聞きましたので……」


　瞬間だった。


　クラウが、
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　しまったとばかりに声を上げて、


「あ、うう、カルネ、いま、何時だ……？」


「へ？　えっと、七時ですけど……って、クラウ先せん輩ぱい、ノアさんと、何時に待ち合わせしてたんですか？」


　という、問いかけに、クラウはさらに困こまったような表情になって、


「…………………………………………五時……」


「うわ!?　に、二時間？　こんな美人さんを……って、あ、失礼。でも、二時間も、待たせたなんて……」


「う……ちょっと黙だまれ、カルネ！　えーと、あの、ノア、これには、いろいろと事情があってだな……」


　が、ノアは相変わらずの澄すました表情で、


「わかっております、クロム少将。少将ともなれば、いろいろとお忙いそがしいことは、私も理り解かいしてますし」


「あ、えと……うん。そうなんだよ。いろいろと仕事が立てこんでてな」


　それに、カルネがぼそりと、


「だからって、遅おくれるって連れん絡らくくらい入れるのが女じよ性せいへの礼れい儀ぎじゃ……」


「うっさい！　とにかく、そんな暇ひまもなく、忙しかったんだから仕方がないだろ！」


　という発言に、なぜかノアがうなずいて、


「そうですよ、カルネさん。噂うわさによれば、クロム少将にはあちらこちらに恋こい人びとがいるらしいんですから、それだけでもお疲つかれなのに、ご公こう務むまでお忙しいとなっては、私などに連絡を取る暇があるわけないじゃないですか」


　なんてことを言って……


　クラウは頭を抱かかえた。


　それから、


「ああもう、ってかシオン、少し休めよ？　じゃ、そういうわけで、俺はちょっと用ができたから、いくぞ？」


　言って、ノアの腕うでをつかんで部屋を出ていこうとして……


「え、あ、その……では、そういうわけらしいので、陛へい下か。今日は、これで……」


　言いながら、ノアは連れ去られていく。
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　そのまま二人は部屋を出ていき、その外から、


「まじで悪かったって。だからそんなに怒るなよ……」


　すると、それにノアが、


「ふふ。冗じよう談だんです。でも、今夜の食事は楽しみにしてたんですよ？　だから少しだけ、いじわるをしようと思って……」


「だからいじめんなって……」


　なんて会話をしながら、二人の声が遠ざかっていく。


　この二人は、ノアをクラウが助けて以来、妙みように仲がよかった。なぜかノアは、クラウにだけは気を許ゆるしているようで……


　二人の声が聞こえなくなってから、シオンはカルネ、エスリナと顔を見合わせて、笑った。


「いまの、クラウの顔見たか？　あのあわてた間ま抜ぬけ面づら。あんなに真しん剣けんにあわてた顔、あいつに出会って以来、初めて見たよ」


　それにカルネもうなずいて、


「僕ぼくもです。クラウ先輩ってば、女性関係のどんな修しゆ羅ら場ばだって、全然へっちゃらだったのに……」


　続いてエスリナが、なぜかちょっと、夢ゆめ見みる少女のような嬉うれしそうな表ひよう情じようで、


「お二人は、付き合ってるんでしょうか？　それならお似に合あいのカップルなのに」


　それにシオンは腕組みをして、


「どう思う？　カルネ」


　するとカルネも真剣な表情で悩なやんで、


「う～ん。どうかなぁ。ただ、二人が真剣に付き合うとしたら、ちょっと問題があるかなぁ」


　なんてことを言って、シオンがそれに、


「ん？　例えば？」


「いえ、クラウ先輩は、一見、女性の出入りが激はげしそうに見えて、実は、いままで一人も本命は作ってないんですよ。というより、本当に好きな女の人ができたら、その人からは、離はなれていくんです」


　それに、エスリナがちょっとだけ首をかしげて、


「それは、どうしてですか？」


「いや、どうしてかって聞かれても……その理由は、本人の口からは、聞いてないんだけどね……自分は軍人だから、いつ死ぬかわからない、っていう理由で、恋人を作らないのかなぁ」


「そんな……」


　と、エスリナが一いつ瞬しゆん悲しげな表情になって、


「それじゃ、クラウ様を好きになった人や……それに、クラウ様がかわいそう……」


　するとカルネもうなずいて、


「まあでも、とりあえずはローランドも平和になったことだし、僕的には、そろそろ身を固めて、落ちついて欲ほしいんですけどねぇ……あ、これはシオンさんにも言えることですよ？」


　という言葉に、シオンが顔をしかめて、


「っておいおい、なんでそこで、急に俺の話になる？」


「いや、これはまじめな話、みんなが思ってることじゃないかなぁ。名君に恵めぐまれた次は、その王の血が絶たえないように、子こ供どもを残して欲しいって……これは、本当に冗談じゃないですよ？　そんなことは、絶ぜつ対たいにないと願ってますが、それでも、もしいま、あなたに死なれたら、ローランドはお終しまいです。いまの平和なローランドを守るために、いくら僕らが頑がん張ばろうと思っても、あなたや、あなたの子供がいなければ、僕らには、貴き族ぞくたちと戦う大たい義ぎがなくなってしまう。そうなれば、再ふたたびここローランドは、前王と、そして、貴族が支し配はいした……あの、真っ暗な時代に戻もどってしまいます……だから……」


　とそこで、急にカルネはにんまりと笑って、


「ちゃっちゃと誰だれかと結けつ婚こんして、子供生んでください！　お見合いしますか？　お見合い！　相手は……」


　と、エスリナのほうを見ると、彼女はすぐにうなずいて、


「陛へい下かのために、お見合い相手を早さつ急きゆうに用意……」


「しなくていいから！」


　シオンはあわてて言った。


　するとカルネとエスリナが、なぜかしてやったりと笑いあってから、


「じゃ、結婚はまた今度の機会でいいですから、とりあえずシオンさんは、死んだりしないように、仕事をいますぐやめて、寝ねることー」


　それにシオンは顔をしかめて、


「あ、じゃあ、この書類だけを……」


　が、カルネは首を振ふって、


「だめです。はい、もう隣となりの部屋に、エスリナがベッドを用意しました。すぐに寝るように」


「う……手て際ぎわがいいな……ああもう、わかったよ。休めばいいんだろ？　まったく、これで明日になったら、仕事が倍に増ふえるよ……」


　それにカルネは妙みように安あん堵どの表情になって、


「あ、やっと休む気になってくれましたか。これで僕らも、安心して夕食を食べにいけますよ。いやもうね、最近、なぜだか妙みようにフィオルの夢ばっかり見て、陛下を休ませろー休ませろーってうるさくって。でも、これで今日はゆっくり寝れそうです。じゃあ、そういうわけで、ちゃんと寝ないとだめですよ？　わかりましたか？　んじゃ、エスリナ、ご飯食べにいこ。おごってあげるから」


「え？　ほんとですか？　やった！」


　なんて言って、二人も部屋を出ていって……


　それを、シオンは疲つかれた顔で見送ってから……


「っていうか、フィオルがおまえの夢にやたら出てくるのは、エスリナに手を出すなーっていうアピールなんじゃないのか？」


　なんて、独りで言ってみたり……


　それからまた、彼は仕事を始めようとして、しかし、ペンを持つ手を止めて、天てん井じようを見上げると、


「ま、今日はちょっと、休むか。じゃないと、また今夜も、カルネの夢ゆめん中におまえがでてきそうだしな……」


　言ってから、笑った。


　そうしてサインの終わった書類を片かた付づけると、シオンは立ち上がろうとしたところで……


　そこで再び、扉とびらがこんっと一回だけ、ノックされて……


「ん？　誰だ？」


　そちらを見ると、カルネが開けっぱなしにしていった扉に、いつのまにやら一人の男が立っていて……


「扉が開いていたので、勝手とは思いましたが、失礼させてもらいました。陛下」


　淡たん々たんとした、冷たい声だった。


　丁てい寧ねいだが、しかし、情じようというものをまるで感じさせない、冷たい声こわ音ね。


　それに……


　シオンは一瞬だけ、目を細めてから、


「フロワードか……」


　再び椅い子すに座すわりなおして、フロワードを見つめた。


　綺き麗れいな漆しつ黒こくの長ちよう髪はつを持った男だった。


　クラウとほぼ同じほどの長身なのだが、クラウとはまるで正反対の、線の細い体。珍めずらしい、黒い指輪をはめている、綺麗な指。


　そして、息を飲むほどの整った顔をしているのだが……


　目を奪うばわれる場所は、そこじゃない。


　その、顔の中央にある、その美がかすむほどの、冷たく、暗い瞳ひとみ。


　凍こおりつくような、濃のう紺こんの冷たい瞳だった……


　他者をすべて見下したような、切れそうなほど冷たい瞳が、異い様ように暗い雰ふん囲い気きを放っている……


　ミラン・フロワード大たい佐さ。


　シオンの部下の中でも、特に異い彩さいを放っている彼は……


　この、ローランド帝てい国こくのみならず、メノリス大陸全土を覆おおい尽つくす、大ローランド帝国の王の座ざにシオンをつかせたいと、彼に取り入ってきた人材だった。


　その覇は道どうに必要な、暗い、汚きたない部分は、すべて自分が担になうと言ってシオンの下で働き始めるやいなや……いやらしいほどの完かん璧ぺきさで、すべてをこなしていた。


　いまや、シオンの部下の中でも、確かつ固こたる地位を築きずき……それどころか、フィオルが行っていた仕事や、フィオルに任まかせなかった、汚い仕事もすべて管理している。


　どんな犠ぎ牲せいを払はらおうとも、もっとも効こう率りつ的な道を選ぶ。


　彼は、そんな男だった。


　そのせいか、フロワードはクラウやカルネとは仲が悪いが……


　フロワードは、冷たい笑えみを浮うかべて、


「しかし、王の人望の厚あつさには、恐おそれ入りますね。仕事の合間の息いき抜ぬきは、うまくできましたでしょうか？」


　なんてことを言ってきて……


　シオンは顔をしかめて、


「それは、嫌いや味みか？　おまえは、クラウやカルネたちが、嫌きらいだからな」


　が、フロワードは軽く首を振ふって、


「これは、嫌味などと言われては、心外でございます。残念なことにどうやら私は、クロム少しよう将しようや、カイウェル大佐には、嫌われているようですが……私は、彼らに高い評ひよう価かを持っております。紅指のクラウ・クロムと言えば、近きん隣りん諸しよ国こくでも名の知られた、軍人。カイウェル大佐とて、陛へい下かのために命をかけてくれる手て駒ごまとしては、非ひ常じように貴き重ちような人材ですから」


　そう、言った。


　フロワードは、シオンの前で、平然とクラウやカルネのことを手駒と言った。


　この男は、そういう男だった。


　それに、ますますシオンの表情が歪ゆがむのを見て、フロワードは、


「それに、陛下のお心を休ませるという、私には困こん難なんな仕事も、彼らはこなしてくれますから……必要な方々です」


　なんてことを付け加えてきて、それにシオンは苦く笑しようした。


「くだらない気を使う必要はない。おまえが、俺おれの他ほかの部下のことをどう見ているのかは、知っている。おまえにとっては、すべてが覇道を進む上での、駒なんだろう？　そして、いらなくなれば、相手が誰であろうと、迷まよいなく切り捨すてる。そういう男だ。そしておまえには、俺にはない、そういう部分を担ってもらっている。文もん句くはないよ」


　するとフロワードは、冷たい表情の中に、少しだけ、嬉うれしげな笑みを浮かべて、小さく頭を下げた。


「この上ない褒ほめ言葉として、お受け取りします」


　それにシオンは肩かたをすくめて、


「で、今日はなんだ？　おまえが目を通して欲ほしいと言って提てい出しゆつしてきた書類は、すべて読んだぞ。そこに、おいてある」


　という言葉に、フロワードはもう一度、頭を下げて、


「お手数を、おかけしました。それで……」


　と、問いかけるように、その、冷たい瞳で、こちらを見つめてくる。


　それにシオンは疲つかれたような表ひよう情じようで、黙だまり込こんだ。


　フロワードの提出してきた資し料りよう。


　それは、前に彼が提出してきたものよりも、はるかに切実なものだった。


　まずは、この、メノリス大陸での、各国の動き……


　北の大国、軍事国家ストオルが、まだ、できたばかりの小国のはずの新しん興こう国家、ガスターク帝国に、その領りよう土どをどんどん奪われているという話。


　いや、それだけじゃない。


　ガスタークはすでに、いくつかの小国をも併へい合ごうし、物もの凄すごい早さでその勢せい力りよくを拡かく大だいしはじめているという情じよう報ほう……


　そして、そのガスタークの動きにあわせて、各国が軍事増ぞう強きように力を入れ始めたという情報……


　これは、近いうちに、大きな戦争が起きることを、示しめしている。


　いままで力の均きん衡こうが保たもたれていたおかげで、それなりに平和だったこのメノリス大陸の中で、統とう一いつ戦争が起きるかもしれない、可か能のう性せいを……


　となれば、いずれローランドにも、その火の手は伸のびてくるだろうし……


　そして、いまのローランドでは……


　そこで、フロワードはシオンの思考を読んだかのように、言った。


「いまのローランドでは、軍事力を増強している他国には、太た刀ち打うちできないでしょう。いくらノア・エン嬢じようを取りこんだことによって、エスタブール王国を併合したと言っても、かの北の大国、ストオルは、ローランドの約五倍の国力と、兵力を持っています。さらに言えば、その、ストオルでさえ、領土の侵しん犯ぱんを許ゆるしてしまっている、ガスタークという国を相手にすることは、到とう底ていできないでしょう。かと言って……」


　その言葉を継つぐように、シオンはうめくような声こわ音ねで言った。


「かと言って……いま、ローランドは軍事力を増強して、領土を広げることは、できない。あまりに、内部の足あし並なみが乱みだれ過すぎているからな。他国へと進攻するとなれば、おそらく、内部の貴き族ぞくたちに、足をすくわれるだろう。そうなれば、すべてが失われる……」


　言ってから、シオンは内心、舌した打うちしていた。


　もう、戦争の起こらない、平和な国を作ろうと思って、彼は王になったのだ。


　必要のない戦争を繰くり返していた父王を廃はいして、これからは、戦争のない、そして、圧あつ政せいのない、誰もが笑って暮くらせるような、平和な国を作ろうと思って……


　しかし。


　現げん実じつは、そううまくは運ばない。


　現実は……


　フロワードが淡たん々たんとした声音で、


「我われ々われの急きゆう務むは、早さつ急きゆうなローランド帝てい国こくの統一。いまの、仮かり初そめの安定ではなく、旧きゆう時代の貴族たちを廃した、陛へい下かが作り上げたローランド帝国を築きずくこと……そのための、もっとも早い方法は……」


　しかし、フロワードがなにを言おうとしているのか、もう、シオンにはわかっていた。


　粛しゆく清せいだ。


　すべての、シオンに反はん抗こうする貴族たちを、殺す。


　それも……


　フロワードが、続けた。


「そこで、私が提出した書類にも書きましたが……一度、貴族たちに、迎げい合ごうの意い志しを見せてはもらえませんでしょうか？　しばらくの間、貴族たちの申し出をすべて受け入れ、前王の時代と同じような、圧政と、賄わい賂ろだけがものを言う時代に戻もどってはもらえませんでしょうか？」


　それに、シオンは顔をしかめて、


「そして、貴族たちを油ゆ断だんさせ、一か所に集めて、皆みな殺ごろしにする……か？」


　するとフロワードは、それにうなずいて、


「それが、もっとも早く、このローランド帝国が安定する方法です」


　が、それにシオンは、フロワードの顔を見つめて、


「…………しかし、貴族たちに迎合する、少しの間だけでも、かつてのように、多くの民たみが飢うえ、死ぬことになるだろう？」


　その問いかけに、しかし、フロワードはあっさりと、


「それが、なにか？」


　そう言った。


　この男にとって、民が死ぬという言葉は、なんの意味もなさないのだ。


　それに、


「…………」


　シオンは、黙り込んだ。


　いや、違ちがう……


　民が死ぬ。


　それが、自分にとっても、なんの意味もなさない。


　それは、わかっていた。


　王にとっては、民という言葉は、情じよう報ほうでしかないのだ。


　より、大おお勢ぜいを救うためには、少数の犠ぎ牲せいは仕方がない。


　それができなければ、王の資し格かくはないのだ。


　それは、わかっている。


　王になった時点で、その覚かく悟ごは、している。


　綺き麗れいごとだけじゃ、国は動かないのだ。


　しかし。


　しかし、それでも……


　とそこで、考え込んでいるシオンへ向けて、フロワードが少しだけ、目を細めて、相変わらずの感情のない冷たい声音で、言った。


「…………お悩なやみですか？　それでは、別の案も、提てい出しゆつしましょう。そうですね。あなたは、名君です。このローランド帝国が生まれて以来、初めて我々がその頂ちよう点てんに戴いただくことができた、稀き代だいの名君。民には良政を敷き、かつて、あなたを虐しいたげた貴き族ぞくたちさえ、すべては裁さばかずに、うまく、使っている。このまま、時間をかけてこの国を支ささえていけば、いずれすべての民、すべての貴族たちは、あなたの意に、従したがうようになるでしょう。


　しかし、悲しいかな現実には……


　そのときにはもう、ローランドは他国に滅ほろぼされているでしょうが……」


　それが、現実。


　シオンにも、それはわかっていた。


　おまけに、ライナたちの報告では、すでにネルファにさえ、他国の者たちが現あらわれ、暗あん躍やくしているという。


　時間はまるでなかった。


　決断を下さなければならない。


「…………」


　とそこで、フロワードが、口元に笑えみを浮うかべて、


「しかし、今日はもう、お休みください。あまり根を詰つめて働かれて、お体の具合でも悪くされては、それこそ、困こまります。すべては、陛下が選ぶこと……どんな決断をあなたが下そうと……私は、あなたの命に従うのみです。ゆっくりと、お考えください……」


　言って、一度頭を下げると、部屋を出ていく。


　しかし。


　シオンは動かなかった。


　ただ、ただ、無言のまま、しばらく中空を見つめ続けて……


「…………」


　その夜は、さらに更ふけていく。





　　　　◆





　夜は、もう、更けて……


　宮きゆう殿でんへと続く、庭園の中。


　ノア・エンは、もう、暗くなり、星が輝かがやいている空を、どこか嬉うれしそうに眺ながめながら、


「少し、帰りが遅おそくなってしまいましたね」


　少し、弾はずんだ声で言った。


　それにクラウが、


「……おまえ、もしかしてそれも、俺が待ち合わせ時間にこなかったことへの、嫌いや味みだったりするか？」


　なんてことを言ってきて、それにノアは驚おどろいて振ふり返り、後ろから、ゆったりとした足取りで歩いてくるクラウの、困ったような表情を見て……


　それににっこりと笑って言った。


「いいえ。あ、それとも、私は、そんな小さなことを、いつまでも怒おこっているような女に、見えますか？」


　するとクラウはさらに困ったような表情で、


「いや、見えねぇけど、女は、難むずかしいからなぁ……」


「あら、クロム少しよう将しようは、ずいぶんと女じよ性せいについてお詳くわしそうですね」


「だぁからおまえ、いい加か減げんクロム少将って呼よぶのやめろって。クラウでいいよ」


　という言葉に、ノアはまた、楽しげに微ほほ笑えんで、それから再ふたたび、空を見上げて……


「でも、本当に怒ったりはしていません。ただ、こんな夜遅くに、外出したことなど、あまりありませんでしたから。それも、こんなに綺麗な夜空の下で……それが、ちょっと珍めずらしくて……これでも、私は元は一国の姫ひめでしたから……」


　それに、クラウが一いつ瞬しゆんだけ、バツの悪そうな顔になったのが、彼の顔を見なくても、ノアにはわかった。


　それに、ノアはくすりと笑う。


　そして、小さく、目を細めた。


　彼女が生まれて以来、姫としての時代を生きてきた、エスタブールはもう、亡なくなったのだ。


　それも、フロワードの計けい略りやくによって、ノアを支し持じしてくれていた貴き族ぞくたちも、すべて、殺されてしまった。


　いや、最後にクラウが助けてくれなければ、ノアでさえフロワードの手にかかり、死んでいただろう。


　それも、ローランドとエスタブール、両国の民たみを人ひと質じちに取り、あげくに虐ぎやく殺さつしたという罪つみを着せられて……


　そう。


　いま、ここでノアが生きていられるのは、クラウのおかげなのに……


　なのに、クラウはいつも、負い目を感じているような表ひよう情じようで、自分を見てくれる。


　それが、ノアには嬉しかった。


　いや、憐あわれんでくれることが嬉しいわけじゃない。そんなことは、望んでいない。憐れまれるために、生き残ったわけじゃないから。


　ただ、このエスタブールの民が取りこまれたローランドに、それも、王の右みぎ腕うでと呼ばれている男に……


　クラウのような男がいる。


　それが嬉しかった。


　人の痛いたみがわかる人間。


　人が死ぬことを、素す直なおに嫌いやだと、悲しいと感じられる人間が、この国の王のそばにいる。


　それが、嬉しかった。


　彼女は知っていた。


　王とは、民の命を、量で計る仕事だ。


　大を救うためには、小を犠ぎ牲せいにせざるを得ない仕事だ。


　それはわかっている。


　国は、世界は、この、夜空のように、綺き麗れいなものだけでは、動かないということは、彼女も知っていた。


　しかしそれでも、王の側そばには、クラウのような男がいるべきだと思う。


　誰もが笑って、平和に暮くらせる世界。


　そんなものは存そん在ざいしないと、たとえ、誰に馬ば鹿かにされようとも……


　そんなものは綺麗ごとに過すぎないと、誰に笑われようとも……


　それでも、それを願うものが、王の側には必要だと思う。


　だからこそ、クラウはこの国には、絶ぜつ対たいに必要な人材のはずなのだ。この国の、平和のために。そして、この国に取りこまれた、エスタブールの民が、笑って暮らすために。


　フロワードのような、危き険けんな思考を持った人間だけでは、国は滅ほろんでしまうだろう。


　だからこそ……


　ノアは、クラウを見つめた。


　かつて、エスタブールでは、紅こう指しのクラウ・クロムと言えば、悪あく魔まと同どう義ぎ語ごと言ってもいいほどの、畏い怖ふの言葉だった。


　それほどの強さを、彼は持っている。


　にもかかわらず……


　クラウはノアが見上げていた空を、悪魔とはほど遠い、優やさしげな表情で一いつ緒しよに見上げて、


「そんなに、綺麗かぁ？　いつもと変わらないと、思うけどな。それともあれか？　エスタブールじゃ、また、空の見え方が違ちがったりするのか？」


　なんて、およそ女心など理り解かいしていない、無ぶ骨こつな言葉で言っていて……


　それに、ノアは笑った。


「空は、一緒です。見える星は、多少は違うかもしれませんが……ですがそれよりも……同じ夜空でも、一緒に見る人や、環かん境きようによって、見た者の感じ方は、違うでしょう？」


　するとそれに、


「へぇ。そういうもんか？」


　という、やっぱり突つき放したような言葉に、ノアはまた、笑う。


　いまの自分の発言は、聞く者が聞いたら、


『あなたと一緒に見る空だから、綺麗に見える』


　という意味に勘かん違ちがいされかねない、発言なのだが……


　思ったとおり、この男は、気付かない。


　それが、おかしかった。


　これで、ノアよりも、七つも年上だというんだから……


　とそこで、クラウが、自分を見て笑っているノアに気付いたのか、


「ああ？　なんだよ。なんか、おもしろいことでも、あったのか？」


　が、ノアはそれに、


「ええ。あ、いえ、では、そろそろ夜も更ふけてきたことですし、帰りましょうか」


「なんだ？　変な、奴やつだなぁ……」


　言いながら、また、二人は歩き始めた。





　ノアの住まう場所は、庭園を抜ぬけ、シオンの住む居きよ城じようから、程ほど近い場所に建てられていた。


　かつては、とある貴き族ぞくが住んでいたのだが、その貴族は、シオンと、そしてクラウたちが起した革かく命めいのときに、前王とともに廃はいされてしまい、そこは、主あるじのいない建物になっていて……


　そこをノアはあてがわれ、数人の使用人とともに、住んでいた。


　その、建物の門の前で……


　ノアはクラウを振ふり返り、


「本当に、今日は楽しかったです。ありがとうございました」


　と、頭を下げて……


　するとそれに、クラウはまた、ちょっとだけ顔をしかめて、


「あー、ええと、今度は、遅おくれないようにするから……今日は悪かったよ」


　なんてことを言ってきて、それに、


「あら……では、また私を、お誘さそいくださるのですか？」


「いや、誘うもなにも、定期的におまえとは、城しろん中案内したりしてんだろ？」


　という言葉に、ノアは、気品の漂ただよう顔に、ちょっとだけ悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて、


「そうですが……今日、あまりにもクラウ様がこないので、私は知らぬ間にあなたに、粗そ相そうをして、嫌きらわれてしまったのではないかと、心配してしまいました」


　なんてことを言うと、急にクラウはあわてた様子で、


「はぁ？　嫌う？　粗相？　ンなことないって。今日のは、俺おれが忘わすれただけで、おまえのことを嫌いになんか………………」


　とそこで、また、ノアが微び笑しようを浮うかべてクラウの顔を見つめているのに気付いたのか、クラウは憮ぶ然ぜんとして……


「あ、おまえまた……俺をからかってるだろう？」


　それにノアは、今度こそ、本当に丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、


「でも、本当に今日は楽しかった。ありがとう……」


　あなたのおかげで、私はずいぶんと、癒いやされています……


　という、最後のその言葉は……


　口には出さなかった。


　するとクラウはおざなりに手であっちへいけとばかりにやって、


「ああ、お礼なんかいいから、さっさと帰って寝ねろって。十七歳さいのお子様が、あんまり夜更かししてたらだめだぞ」


　それにノアは、建物の門をくぐりながら、


「では、そのいたいけな十七歳を、あまり誘ゆう惑わくしないでくださいな」


「ンな!?　お、俺がいつ誘惑なんか……」


　また、あわてるクラウにノアは微ほほ笑えんで、


「冗じよう談だんです。私が、勝手に誘惑されているだけですから……」


「はぁ!?　って、おまえそれって……」


「では、おやすみなさい」


　言って、ノアは館やかたの中へと、入ったのだった。





　館に戻もどるなり、いつもどおり、三人の使用人たちが、出で迎むかえてくれた。


　それにノアは、微笑みかけて、


「遅おそくなって、ごめんなさい。なぜだか、クロム少しよう将しようといると、時間の過すぎるのをつい、忘れ……」


　しかし、そこでノアの言葉は止まった。


　信じられない光景が、目の前で起こったから。いつも、彼女の身の回りのことをしてくれる、女性の首が、突とつ然ぜん、ごろりと落ちたのだ。


　それに、


「きゃ……」


　悲鳴を上げかけて……


　しかし、さらにもう二人の使用人の首にも、ナイフが付きつけられていて……


　周囲を見まわすと、いつのまにか、音もたてずにノアのまわりには、黒くろ装しよう束ぞくの男たちが現あらわれていて……


　そこで、ノアは、悲鳴を飲み込こんだ。


　すぐに状じよう況きようは、理り解かいできた。


　すると、黒装束の男たちの中でも、ひときわ背せの高い……


　クラウと比くらべても、見み劣おとりしないくらいの、長身の男が、


「立ち直りが速い。聡そう明めいなお嬢じようさんだ。いまおかれている、あなたの立場は、おわかりですね？」


　それにノアは、まっすぐ男を見つめて、


「叫さけべば、使用人を殺す。そういうことでしょう？」


　それに男はうなずいて、


「叫べば使用人を殺す。逃にげても使用人を殺す。あなたが我われ々われの言うことに従したがわなくても、使用人を、殺します」


　そんなことを、淡たん々たんと言ってくる。


　強い。一目で、わかった。


　いま、ノアを囲んでいる黒装束の男は、八人いる。


　しかし、八人もの人数で、たかだか女一人を取り囲んでいるというのに、まるで油断することもなく、隙すきも見せない。


　最悪の状況だった。


　この状況で、自分ができることは、なんだ？


　そう、必死で頭をめぐらせてみても、まるで思いつかない。


　もし、クラウなら、こんな奴やつらを相手どっても、使用人たちを助けて、逃げ出すことができるかもしれないが……


　彼女は、自分の細い手を見つめて、苦く笑しようした。


　自分には、無理だ。あまりにも、非ひ力りき過ぎる。


　となると、自分が唯ゆい一いつ、できることは……


　が、そこで長身の男が、


「では、我々の命令に、従ってもらいましょうか？」


「…………私に、なにをさせようと言うのです？」


「そうですね……まずは、服を脱ぬいでもらいましょうか？」


　瞬しゆん間かん、びくりと、体が震ふるえるのを感じた。


　それに、黒装束の男たちが、にやりと笑みを浮うかべたのがわかった。


「…………」


　泣きたくなった。


　こんな奴らを、喜ばせるような態たい度どをとってしまった、自分に。


　いくら毅き然ぜんと振ふる舞まおうとしても、実じつ際さいは、恐きよう怖ふで震えていることを悟さとられてしまったのを。


　怖こわかった。


　こんな奴らに……


　自由にされたくない。


　きつく、歯を食いしばり、ノアは、ともすればすぐに震えだしそうになる体を、必死にこらえて、言った。


「あなたがたの言葉に従えば、使用人たちの命は、助けてもらえるのですね？」


　すると、黒装束の男は、


「ああ」


　あっさりうなずいた。


　しかし、それが噓うそだということは、わかっている。使用人たちは、もう、助からない。


　そして、私も。


　こいつらはおそらく、ローランドの貴き族ぞくたちが差し向けてきた、暗殺者だ。


　私は見せしめのように犯おかされ、殺されて……


　そして、私を殺されたエスタブールの民たみたちは、再ふたたび、怒いかり狂くるってローランド……それも、私を庇ひ護ごしていた、ローランド王への怒りとなって、再び反旗を翻ひるがえす。


　そういう筋すじ書がきだろう。


　再び、エスタブールの民が、大おお勢ぜい死ぬ……





「…………」


　私は、こいつらに殺されるわけにはいかない。


　そう、思った。


　となれば、唯一、私が取れる行動といえば……


　私は微ほほ笑えんで、男に向かって言った。


「いいでしょう。では、服を脱ぎます」


　言って、うつむき、そして、服を脱ぐふりをしながら……


　口の中で、舌したを嚙かみ切ろうと……


　が。


「ふざけるな！」


　物もの凄すごい勢いきおいで、男の腕うでが、ノアの口をつかみ、口を閉とじることができないようにして……


「あう……」


　バレた……


　今度こそ、ノアは絶ぜつ望ぼうした。


　死ぬことすら、許ゆるされない。


　男はノアの顔をきつくつかんだまま、ぐぐっと空中に持ち上げて、


「勝手なことをされては、困こまりますよ。依い頼らい人にんは、あなたが犯されたあげくに、殺される、という状じよう況きようを、期待しているのですから。勝手に死なれては、我われ々われが依頼人に怒おこられてしまいます。さ、おまえら、どうやらお嬢じようさんは、自分で服を脱ぐのは、嫌いやらしい。服を脱がしてさしあげなさい」


　それに、男たちが、群むらがってくる。


　恐こわかった。


　思わず、


「クラ……」


　そう、言いかけて、しかし、口に無む理り矢や理り布ぬのきれを詰つめ込まれて、叫さけぶこともできなくなる。


　男たちの手が、服にかかる。


　それを必死にはねのけようとしても、まるで歯が立たない。


　もう、どうにもならない。


　そこで……


　ノアは、抵てい抗こうするのを、やめた。


　ただ、外へと繫つながる玄げん関かんの扉とびらを見つめて……


　その外に、さっきまでは、クラウと一いつ緒しよにいて……自分は、笑っていたのを思い出した。


　今日は、本当に楽しかったのだ。


　エスタブールが失われて以来、ずっと張はり詰めていた気持ちが……なぜか今日は、少し軽くなったような気がしたのだ。


　クラウと食事を取って、夜の庭園で、星空を眺ながめてみたりして……


　昔のように……


　自分が、なにも背せ負おっていない、普ふ通つうの十七歳さいの少女かのように……


　こんな、星が綺き麗れいだという、些さ細さいなことでも、まだ、楽しいって思えることを、再さい確かく認にんして……


　本当に、今日は、楽しかったのだ。


　なのに……


　その、外へとつながる扉は、ひどく遠く思えて……


　ノアの瞳ひとみから……


　いままで、ずっとずっと、必死でこらえていた、涙なみだが……


　一つ、こぼれた。





　　　　◆





　少し時間は戻もどって……


　ノアが館やかたの中へと消えたのを見送ってから、クラウは腕組みをして、


「…………ああ、やっぱ、女ってわかんねぇなぁ……」


　うめくように言った。


　いや、他ほかの女がなに言おうが別に気にならないが……


　ノアの言動には、なぜか、いちいち振ふりまわされてしまう。


　そもそも、初めて出会って、フロワードと対たい峙じしたときから、彼女には調子を狂くるわされっぱなしなのだ。


　突とつ然ぜん、怒ど鳴なりだし、あの嫌いや味みなフロワードでさえも納なつ得とくさせるような取引を持ちかけたかと思えば、今度はまるで子こ供どものような無む邪じや気きな表ひよう情じようで、いまのようにクラウを振りまわす。


　それだけでも、彼女が、普ふ通つうの女じゃないことは、わかった。


　まだ、弱じやつ冠かん十七歳だというのに、彼女の眼まな差ざしからは、その年ねん齢れいを感じさせない、聡そう明めいさと……そして、なにか大きな決意のもと、このローランドにきていることがわかる。


　だからこそ、放っておけない。


　あの、華きや奢しやな、綺麗な腕うでで、彼女がなにかをつかみたいと望んでいるのなら、それを助けてやりたいと思ってしまう。


　それに、クラウはにやりと笑って、


「あいつが、エスタブールの国民に、人気がある理由が、わかるな」


　言ってから、ノアの館の前を離はなれようとした、そのときだった。


　クラウの目が、急に、さっきまでとは別人のように、鋭するどく、細まって……


「ん？」


　突とつ然ぜん、違い和わ感を、感じた。


　それがなんだかは、わからないが、違和感を感じた。


　もう一度振り返り、ノアの入っていった館のほうを見る。


　いつもと、なにか、違ちがう。


　そう、思った。


　それがなんだかわからないが、しかし、なにかが違う。


　クラウは、そう感じた。


　なにか、ひどく、嫌いやな雰ふん囲い気き。


　同じ感じを、彼は、何度も戦場で感じたことがあった。首の後ろが、ちりちりと、ちりつくような、奇き妙みような違和感。ここから先へは、進んじゃいけない。自分の中のなにかが、そう、警けい告こくしてくる。


　その勘かんは、あたることもあれば、杞き憂ゆうに過すぎないこともあったが……戦場で、長く、生き残る者にとって、その勘かんには、絶ぜつ対たいに従したがうべきだとクラウは知っていた。


　そしてその勘が、ノアの入っていった館へは、いくなといっている。


　と、そこで、その違和感を証しよう明めいするように……


　館の、すべての灯あかりが消えて……


　そして、そこに広がる闇やみの中に……


『進むな。進むな。危き険けんがある。進むな』


　まるでそう言っているような、嫌な雰囲気が急きゆう激げきに強くなる……


　それに、


「クソ!?」


　クラウはすぐさま、走り出していた。もう、たたき壊こわさんばかりの勢いきおいで、門を殴なぐり開け、一直線に館へと向かう。


　信じられない速さだった。


　けっこうな間合いを、一いつ瞬しゆんにして縮ちぢめて、そして、館の扉とびらも、蹴け破やぶる。


　そして、


「ノア！　無事かっ!!」


　中に入った途と端たん、そこには、完全なる闇が広がっていた……


　まるで視し界かいが開けない。


　いくら夜だといっても、月明かりもあるのだ。これほど、なにも見えないはずがない。


　なのにそこには、不自然なほどの闇が広がっていて……


「…………」


　クラウは、鋭く目をこらす。


　これは、魔ま法ほうによって作り出された闇だった。ローランドの魔法の一つだ。しかし、それほど簡かん単たんな魔法じゃない。


　広い闇を作ろうとすればするほど、術じゆつ者しやの力量が問われる。


　そして、確たしかこの玄げん関かんは、けっこうな広さがあるはずで、その空間をすべて、真っ黒に染そめているということは……


　それだけで、この魔法の術者が、相当な手て練だれだということがわかる。


　そして闇の中、物音一つしない。


　相手は、待っているのだ。クラウがノアを探さがして、動くのを。そして、クラウが動くやいなや、攻こう撃げきをしかけてくる。


　始めから、不利な戦いだった。


　動いたほうが、負け。それは、わかりきっている。しかし、クラウは、相手が動き出すのを待っている暇ひまはない。時間がたてばたつほど、ノアは危険にさらされるのだ。


　クラウはそのまま、闇を見つめて、さらに館やかたの中へと足を踏ふみ入れた。


　いや、それどころかまわりに向かって、


「おら、時間がねぇんだ。さっさと襲おそって……」


　とそこで……


　ひゅっという、なにかが風を切るような小さな音がして、クラウへと迫せまってきて……


　やはり、思ったとおり、相手の動きは、すさまじいものだった。


　すぐそばに近づいてくるまで、まるで気配を感じさせなかった。そしていま、何らかの方法で、クラウへと攻撃を仕し掛かけてきている。


　それを、クラウはよけることは、できなかった。いや、よけようとしなかったというのが、正しいだろうか？


　ただ、少しだけ体をずらして、その攻撃を受けとめる。


　ザク……


　という、肉を切るような音がした。


　感かん触しよくで、わかった。ナイフだ。ナイフが、クラウの左ひだり肩かたに突つき立つのを、感じた。


　そしてその、ナイフをクラウに突き立てた主が、


「は。軍部の英えい雄ゆうが、どれほどのものかと思っていたが、やはりこの程てい度どか。その傷きずではもはや、まともに戦えは……」


　しかし、言葉はそこまでだった。


　ただ、ゴキリっという、奇妙な音が闇に響ひびき渡わたる。


　と同時、部屋を染めていた暗闇が消え去り……


　視界が開ける。


　クラウはそのまま、彼の肩にナイフを突き立てた格かつ好こうのまま、彼に首をへし折られて、ぐったりと動かなくなってしまっている黒くろ装しよう束ぞくの男を見た。


　それから周囲を見回し、そして、数人の黒装束の男たちがこちらをうかがっているのを確かく認にんする。


　そして、ノアの姿すがたも。


　その彼女の姿に、クラウの目が、さらに細まる。


　彼女の服は、剝はぎ取られていた。一糸纏まとわぬ、全ぜん裸らの姿。両手両足も縄なわで結ばれ……口にはなにかが詰つめ込こまれ、さらにその上から、やはり縄で塞ふさがれていて……


　泣いていた。


　あの、いつも毅き然ぜんとした瞳ひとみから、涙なみだが流れていて……


　それを見て、クラウの目が、さらに鋭するどく、きつく、細まった。


　肩に刺さっているナイフを抜ぬくと、地面に投げ捨すて、そして、少しだけ震ふるえるような、くぐもった声こわ音ねで、


「……彼女に、なにをした？」


　すると、ノアの横に立っていた、クラウと比くらべても劣おとらないほど長身の男が、


「まだ、なにも。見み張はりの者から、あなたがどうやら、我々に気付いたような素そ振ぶりを取り始めたと、聞いたものでね。あなたへの罠わなに忙いそがしくて、まだ、なにも仕事は進んでません。まあ、そのかいあって、あなたに手て傷きずを負わせることができましたが……」


　が、クラウは黒装束の男をにらみすえて、


「なにも？　なら、なぜそいつは泣いてるんだ？」


　するとそれに、男は、にやにやと笑えみを浮うかべながら、


「どちらにせよ、あなたはなにもできない。その傷で……」


「ンなことは聞いてねぇだろうが！　なんで、ノアが泣いてんのか、聞いてんだよっ!!」


　まるで、建物ごと震えるかのような怒ど声せいとともに、クラウは駆かけ出した。一直線に、長身の男へと向かって……


　それに、黒装束の男たちも一いつ斉せいに動き始めて……


　ナイフを抜き放ち、クラウへと……


　が。


　クラウが右みぎ腕うでを振り上げる。


　瞬しゆん間かん、クラウの腕の服が千切れ、腕に施ほどこされていたいくつもの魔ま方ほう陣じんの刺青いれずみが輝かがやきはじめたかと思うと……


　クラウに襲いかかっていた、六人の黒装束の男たちの体が、一瞬にして、細切れになる……


　信じられない強さだった。


　なにが起こったのか、その場でわかったものは、いないだろう。


　まるで、赤子と大人の戦い……


　それを見て、ノアの横にいた、長身の男が、


「ば、馬ば鹿かな。いったい、なにが起こっ……うわ!?」


　とそこで一気に間合いをつめてきたクラウに、黒装束の男は、とっさに腰こしのナイフを抜き放ち、クラウへとたたきこもうとするが……


　それを、クラウはよけようとしない。


　魔方陣の刺青が輝く腕で、ナイフをそのまま受けとめ……


　また、ザクっという、音が響く。


　クラウの手の平に、ナイフが突き立ち……


　しかし、それでもクラウは止まらない。そのままクラウが男の腕をつかんだ瞬間……


　やはり、なにがどうなったのか、男の腕が、細切れになり、


「い、ひぎゃあ……!?」


　悲鳴を最後まで上げさせずに、今度は男の頭をつかんで、壁かべへとたたきつける。


　そこに、男がなんとか、反はん撃げきしてこようとするが、しかし、また、たたきつける。


　一度、二度、三度。


　とんでもない膂りよ力りよくだった。


　それで、男は動かなくなる。


　しかし、クラウは男を、まるで、ムシケラかなにかを見るような瞳で見つめて、


「これで死ねると思うなよ。ノアを泣かせやがって。こんなもんですむと思ってんのか？　このまま、全身を少しずつ細切れに……」


　が、そこで男は顔を上げて、


「……ぐう…………ま、まさか、これほどとはな……ま、まるで、化物じゃないか……し、しかし、私も、プロです。そういった拷ごう問もんで、依い頼らい人にんの……名を、明かすわけにはいきませんね」


「ああ？」


　と、クラウが男の顔を見たときには、男はにやりと笑ってから、なにかを嚙かみ締しめるかのように、歯を食いしばる。すると、ギリという音が口の中で響いて……


　途と端たん、男は血を吐はいて絶ぜつ命めいしてしまった……


　クラウはそれに、舌した打うちして、


「ちぃ……この野や郎ろう……毒薬飲んで、自殺しやがった……」


　そのまま、男の死体を放り捨すてる。


　それから、ノアのほうを見て……


「あ……ええと……」


　服を脱ぬがされている彼女の体を、なるべく見ないように近づくと、彼女の両手両足、そして、口の縄をほどいて、


「ノア、大だい丈じよう……」


　言い終わる前に、


「く、クラウ!?　大丈夫なの!?」


　逆ぎやくに言われて、


「へ？　いや、俺おれは……って、なにが？」


　が、なぜかノアは、もう、なにがじゃない！　とばかりの怒いかりの表ひよう情じようで、


「肩！　それに、手！　あなた、強いんでしょう!?　なにやってるんですか！　私なんか、私なんかを守るために、こんな、こんな傷きずを作って……」


　彼女は、真しん剣けんに怒おこっていた。


　怒りながら、クラウの腕と、肩にできた傷を見て、必死に、そこから出ている血を、止めようとしていて……


　しかし、それにクラウは、


「ああ、こんなの、傷のうちに入らねぇよ」


「そ、そうなの？　じゃ、じゃあ、すぐ治る？」


「治る治る。それより、おまえは……」


　そう、問いかけると……


「え？　私……？」


　驚おどろいたような表情になってから……


　急に、彼女の表情が歪ゆがんで……


　クラウにしがみついてきた。肩から出る血が、彼女の綺き麗れいな、紺こん青じようの髪かみを汚よごしてしまうが、彼女はそんなこと、まるで気にせずに、彼に抱だき着いて……


「…………」


　彼女は、震ふるえていた。


　彼女の瞳ひとみから、また、どっと涙なみだが溢あふれるのを、感じる。


　よほど怖こわかったのだろう。フロワードを前にしてさえ、あれほど気き丈じような態たい度どを取った彼女が、いまは、こんなに震えていて……


　まるで、小さな子こ供どものように見えた。


　夜の、闇やみにおびえる子供。一人では生きていけない、小さな子供。


　クラウは、その震えが止まるように、彼女の頭を抱き寄よせた。


　そのまま、しばらく二人は黙だまったままで……


　静かだった。


　この館やかたにいたものは、みんな、殺されてしまったのだろう。


　今日は、穏おだやかな夜だった。


　風の音も静かで……こんなことさえなければ、彼女は笑っていたのに……


　クラウは彼女を抱いたまま、しばらく、そのままでいると……


　彼女は、


「だ、大丈夫。大丈夫だった。まだ……まだなにもされてない。また、クラウに私は、助けられましたね……」


　そのときの彼女の声は、もうだいぶ、正気を取り戻もどしているようだった。


　それにクラウは、


「くるのが遅おそくて、悪かった。怖かったか？」


　するとノアは、小さく首を振ふってから、笑え顔がおになってから、


「全然。こんなことには、もう、慣なれてますから。なんせ、私は一国の姫ひめですよ？」


　なんて冗じよう談だんめかして言って、強がって見せる。


　もう、大丈夫だとばかりに……強がって見せる。


　やはり、強い子だ。


　クラウはそう思った。


　涙で、ぐしゃぐしゃになってしまっているのに、なお、美しさと、気品が損そこなわれない、彼女の顔を見て……


　クラウは少し、笑った。


　すると、


「あー、いま、私の顔を見て、笑いましたね？　女じよ性せいの顔を見て笑うなんて、失礼ですよ？」


　ちょっと頰ほおをふくらませて怒るノアに、クラウは苦く笑しようして、


「いや、怖くなかったって強がるノアが、おもしろくてな」


　言うと、ノアは真顔に戻り……


　それから……


　クラウをまじまじと見つめて……


「…………そう……強がりかもしれない。確たしかに私は怖くて、震えて……でも、でも、なぜか心のどこかでは、大丈夫。なんとか、なんとかなるって思える心があって。きっと、あなたが……紅こう指しのクラウ・クロムがきてくれると、思ってたから……でも、本当にきてくれた。だから、次はきっと、もっと怖がらずにすみそうです」


　なんてことを言ってきて……


「……ああ？　それじゃ、おまえのピンチには、毎度毎度、俺が助けにいかなきゃいけないのか？　めんどくせぇなぁ」


「女性を助けるのは、殿との方がたの義ぎ務むでしょう？　それとも、助ける相手が私では、不服でしょうか？」


　すると、それにクラウは頭をかいて、


「……いや、ンなこたぁねぇよ……そうだな。んじゃ……」


　と立ちあがり、ノアのほうを見ないように移い動どうして、彼女の服を見つけると、それを彼女へと放ほうり投げて、


「次は、もっと速く、駆かけつけるようにするよ」


　すると後ろから、なぜか、ちょっと嬉うれしそうなノアの声で、


「はい」


　小さく返事があって。


「あ、じゃあ、ちょっと服を着るので、待っててください。当然、これから……」


　それに、クラウは振り返らないままうなずいて、


「ああ。おまえを襲おそった奴やつは、誰だれなのか……それに、いったいなにが始まったのか……調べなきゃなんないからな……」


　言って、クラウは開け放たれたままの、館やかたの扉とびらの外に見える、夜空に目を向けた。


　そう。穏やかな夜だった。


　しかし、これからローランドで起きようとしていることは……


　穏やかな夜。


　しかし、さっきよりは、心なしか、風が強くなってきたように、クラウには感じられた。


















　　第二章　同じ美人










　場所は変わって……


　そこは、ひどくなにもないところだった。あるのは、山と、畑と、まばらに建てられている、民家のみ。


　ルーナ帝てい国こく領りよう内ない。


　ライナとフェリスは、立ち入り禁きん止しという看かん板ばんを完全に無む視しして、レジットの村へと到とう着ちやくしていた。


　もう、空は完全に日が落ち、暗くなり始めている。


　それを見上げて、ライナはいつもの、眠ねむそうな表ひよう情じようで、


「あ～ほら、だから言っただろ？　教会のほうへいこうって。もう、太陽落ちちゃったじゃねぇかよ。おまけにこの寂さびれた村ときたら、なんにもなさそうだし……ここで宿がとれんのかぁ？　立ち入り禁止なんだから宿屋も休業中だろう。それにだいたい、こんな寂れた村のどこに、悪あく魔まの呪のろいとかなんとかいうのが、かかってるっていうんだよ？」


　と、もう、不満たらたらな言葉に、フェリスが、


「ん。悪魔の呪いによって、寂れたのではないのか？」


　言って……


　それにライナはもう一度、なんの名産もなさそうな、ただ、農業だけが収しゆう入にゆう源げんなんです、と言わんばかりの、本当になんにも目立つものが見られない村の様子を眺ながめて、


「いや、ここの景気の悪さに、悪魔の呪いは関係ないと思うけど……」


　とそこで、村人が一人、民家の中からでてくるのを発見して、ライナが、


「あ、ちょっとそこの女の人、聞きたいことがあんだけど……あの、この村には、宿かなんか……」


　言いかけて、しかし、女の村人は、ライナの姿すがたを、しげしげと見つめるなり、


「ひ、ひぃ……!?」


　突とつ然ぜん逃げ出して、再ふたたび家の中へと入ってしまう。


　それに、ライナはちょっとだけ驚おどろいた表情で、


「って……なんだなんだ？　なんでいきなり逃げたんだ？」


　するとそれにフェリスが、いつもの淡たん々たんとした口調で、


「ん。あの女の判はん断だんは、正しいな。こんな夜、おまえのようなスケベ面づらの変へん態たいに出くわせば、誰でも逃げる」


　なんてことを言ってきて……


　ライナはそれに、


「いや、まじで俺の顔見て逃げたんなら、それはそれで、ちょっとショックだな……」


「うむ。間ま違ちがいないと思うぞ」


「いや、だから落ち込こむから、そういうこと言うなって。っと……」


　そこでまた、今度は男の村人が歩いてくるのを見つけて……


　今度こそライナは、さっきよりもさらにちょっとだけ、声のトーンを優やさしくして、


「あ、あの、ちょっとそこの……」


「ひィ!?」


　また、逃げ出してしまい……


　それにフェリスが、


「これで決定だな。ついにおまえも、顔を見るだけで変態だとわかる、変態マスターへと達したのだ。ほめて欲ほしいか？」


　なんて、なんの抑よく揚ようもない、淡々とした口調で言ってきて、それにライナはげんなりと……


「どんな顔だよそれ……ってか、いまの反はん応のう、どう思う？　あきらかにおかしいよな？　俺があんなにも好青年っぽさをアピールして声をかけたのに、逃げ出すなんて……なんだ？　この村では、なにが起こってるんだ？」


　するとそれにあっさり、


「だから、悪魔に呪いをかけられてるんだろう？」


「だぁから、それがなんなのかってのを、いま考えてんだろう？　話聞こうとしても、誰も答えてくれないし。どうしたもんか……」


　とそこで、また、村人が現あらわれて……


　それにライナは、


「……これに、普ふ通つうに話しかけても、また、さっきみたいな反応になるんじゃ、ラチがあかないよなぁ……」


　という言葉に、フェリスが、


「よし。では、今度は私が話しかけてやろう。私のような天使と見まがわんばかりの美人が、おまえのような変態マスター顔の男と、どれほどの違いがあるかを、見せてやる」


　それにライナは肩かたをすくめて、


「んじゃ、お手て並なみを見せてもらおうかね」


「うむ。ではいくぞ」


　フェリスは言って、村人へと歩き始めながら、


「おい、そこのおまえ。ちょっと止まれ」


　なんて、友好的という言葉とは、あきらかにかけ離はなれたかけ声をかけて……


　それに当然、村人は、


「ひ……」


　と、悲鳴を上げる前に、フェリスの姿は、消えていた。


　いや、消えたと錯さつ覚かくするほどの、異い常じような速さで、彼女は動いていた。そして、いつの間にやら村人が逃げようとしたさきに現われており……


　相変わらず、いつもの愛あい想そのかけらもない声こわ音ねで、


「少し、聞きたいことが……」


「ひぃいい!?」


　と、また、方向をかえて逃げようとする村人。


　しかし、またもそのさきには、フェリスがいて……


　その後も、村人がどちらへ逃げようとしても、いつのまにやらフェリスが現れていて……


「い、いったいどうなってんだぁああ!?」


　と、もう、村人が半泣きになって叫さけび、完全におびえきっている。


　それにフェリスはうなずき、


「ふむ。そのおびえよう。悪あく魔まの呪のろいとは、よほど恐おそろしいものらしいな」


　そんなことを言って……


　それにライナは心の中で、


（いや、おまえのほうが、悪魔なんかよりよっぽど怖こわいから……）


　なんてことを思いながらも、おびえてその場を動かなくなった村人にゆっくりと近づいていき、


「ま、じゃあ、話を聞いてくれる気になったようだから……聞きたいんだけど……悪魔の呪いって、なに？　なんでこの村、立ち入り禁きん止しになってんの？」


　聞いた、瞬しゆん間かんだった。


　村人の顔が、今度こそ蒼そう白はくになり……


「そ、それは、答えられない……」


　声が、震ふるえていた。


　あきらかに、様子がおかしい。


　それにライナとフェリスは、顔を見合わせて……


　ライナは続けた。


「答えられないってのは、どういうことだ？　俺おれらに教えると、なにかまずいことでもあんのか……？」


　が、村人はやはり震える声音で、


「や、山だ……俺たちは、山の悪魔に、取り憑つかれちまったんだ……だから、だからこんな、毎日……」


　いまいち、要よう領りようを得ない言葉を並べはじめる。


　それにライナは、


「山の、悪魔？　取り憑かれた？　だから、なんの話を……」


　瞬間だった。


「ち、違う!?　お、俺は山なんて、言ってない!?　俺はなにも話してない!!　こ、殺されちまう……殺され……俺は……ひいいいいいいいいい!?」


　そして、村人は逃にげ出した。


　今度は、フェリスもそれを追わなかった。もう、あの村人からは、これ以上なにも聞き出せないだろう。あきらかに、正気を失っていた。


　ライナはそれに腕うで組ぐみをして……


「いまの……どう思う？」


　するとフェリスは、周囲を見まわしながら……


「ふむ。なにかに、ひどくおびえているようだな。気付いているか？　村の者たちが、窓まどから、我われ々われをうかがっている？」


　言われて、ライナも周囲を見まわして……


　まばらに建てられた民家のそれぞれから、まるで、死んだような、疲つかれ果てた目が、窓からこちらを見つめてきていて……


　ライナはそれに肩をすくめて……


「……少なくとも、今夜一晩ばん泊とめてくれっていっても……泊めてくれそうにねぇよなぁ……」


　それにフェリスもうなずいて、


「だから変へん態たいと一いつ緒しよに旅をするのは嫌いやなのだ。まっとうな宿に泊まることすら……」


「いや、それはもういいから……って……」


　そこで、再ふたたびライナは言葉を止めた。


　村の、奥おくのほうから、六、七歳さいの少女が、必死にこちらへと駆かけてくるのが見えて……


　そしてさらに、その後ろから、五人の大人の男たちが駆けてきていて……


「ガキ……逃が……」


「てめぇ……せい……どんな思い……!!」


　いまいち遠くて、よくは聞き取れないが、なにかしら、叫さけんでいる。


　見ようによっては、大人たちが、少女と鬼おにごっこかなにかをしているようにも見えなくはないが……


　それにライナは、


「ん？　あいつら、いったいなにやってん……」


　が、言葉はそこまでだった。


　目の前で、信じられないことが起こった。


　少女が、男たちに追いつかれ、思いっきり殴なぐり倒たおされたのだ。そのまま少女は、大きく吹ふっ飛び、地面に倒れ伏ふして……


「ンな!?　なにやってんだあいつら！　いまの、手て加か減げんしてねぇよな？」


　それにフェリスはうなずいて、


「ん。そのようだな。見たところどうも、あの少女は、おまえのように幼よう女じよ趣しゆ味みのあるあの男たちに、殺されかけているように見える。ふむ……好都合だ」


　なんて言葉に、


「は？　好都合？　ってなにを…………あ、そっか……」


　そこで、ライナも納なつ得とくしたのか、ぽんっと手を打って……


「確たしかに、好都合だな。んじゃ」


「うむ」


　お互たがい、顔を見合わせると……


　少女が殴られた衝しよう撃げきで倒れ伏し、それでも、必死に起き上がって、さらに逃げようとしているところへと、二人は一気に走り出して……


　信じられない速さだった。


　男たちが、地面に倒れた少女を無む理り矢や理り起き上がらせ、もう一度、殴ろうとしたところで……


　いつの間にやらその後ろに現あらわれていたライナが腕をつかみとり、男をいつもの眠ねむそうな瞳ひとみで見つめると……


「おっさんおっさん。子こ供どもをグーで殴んのは、シャレになんねぇだろ？」


「って、な、なんだてめぇは！　ああ!?　よそもんが口出しすんじゃねぇ！」


　と、ライナの腕を振ふり払はらって、再び少女を殴ろうとするのを、またつかんで止めて、少し、疲つかれた声音で、


「だぁから、何度も言わせるなって。だいたい、理由聞かせろよ理由。なんでこの子を……」


　とそこでライナは倒れたままの格かつ好こうで、呆ぼう然ぜんと、ライナと男のやりとりを見ている少女をちらりと見て……


　そこで、目を、細める。


　少女は、アザだらけだった。腕も、足も、顔も……


　栗くり色いろの髪かみの、愛らしい顔をした、少女だった。体は瘦やせ細り、やつれていたが、それでも、少女がかわいいということは、わかる。


　なのに彼女は、傷きずだらけで……


「…………いったい、どんな理由で、こんな小さな子を殴るんだ？」


　が、男はそれに、


「そんなことは、てめぇには関係ねぇだろうが！　あんまり邪じや魔ましやがると、てめぇもぶちのめすぞ！　俺たちが、俺たちがこいつのせいで、どんな目にあってるのかも知ら……ぐあ!?」


　そこで、男の言葉は止まった。


　ライナが、男の腕を、ぐいっとひねり上げたのだ。そのまま、


「あらら、痛いたかったか？　そりゃ悪かった。それに、あんたがあの子のせいで、どんな目にあったかなんて知らないけど……」


　とそこで、ライナの声のトーンが、少しだけ暗く、落ちて、


「……でもな、あの子の顔についてるアザのほうが、おまえの腕より、きっともっと痛いぞ。もう一度だけ聞いてやるから、答えろ。どんな理由で、あの子を殴なぐってたんだ？　あ、ちなみに……くだらない理由だったら、次は腕が折れるかもな……」


　それに男はライナをにらみつけて、


「うるせぇ！　てめえになにがわかる!!　おい、おまえらなにやってる！　このよそもんを、黙だまらせろ!!」


　そう、他の男たちに命令するが……


「…………」


　誰だれも、答えない。


「おい、どうした!?　おまえら、こいつをぶちのめせって」


「…………」


「お、おい……おいって……」


　それに、ライナは男の腕をつかんだまま、ぐるりと回転させて、


「あ～……おまえの仲間ってのは……そこで寝ねてる奴やつらか？」


　するとそこには、地面に重なり合うように倒れている男たちと……


　その上に座すわって、いつの間に用意したのか、愛用のお茶セットを出し、休きゆう憩けいしているフェリスがいたりして……
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「…………」


　それをライナは半はん眼がんで見つめて、


「……って、おまえ、なにしてんの？」


　するとそれに、フェリスはあっさり、


「ん？　おまえも飲むか？　しかし、悲しいことに、だんごはいま、品切れ中だぞ」


「…………いや、そういうことじゃないんだけど……」


　うめくように言って……それから、再ふたたび男のほうに顔を戻して、


「えと、まぁ……そういうわけで、あいつのせいでいまいち締しまらないが……おまえの仲間は、ああいうことになって、お茶セット置き場になっちゃってるから、おまえを助けてくれたりはしないぞ……ってなことで、じゃあ、今度は俺の質しつ問もんに答えてもらおうか。


　なんで、こんな子供を殴ってる？　だいたい、この村は、どうなってやがる？　なんかおかしいぞ？　悪あく魔まの呪のろいってのは……」


　が、そこで、男は急に震ふるえ出して、


「い、嫌いやだ!?　だ、だめだ……こ、殺され……」


　それにライナは顔をしかめた。


「ああ、またかよ。だから、なににそんなにおびえてんだ？」


「い、言えない。言ったら……殺され……う」


　そこで、ライナが手刀を首くび筋すじに男にたたきこんだことで、言葉は止まった。そのまま男は、意い識しきを失って、地面に倒たおれ伏ふす。


　そして、ライナはフェリスを振り返って、


「そんなわけで、こいつからもどうも、聞き出せそうになかったぞ？」


　するとそれに、


「問題ない。それは予定どおりだ」


　ライナも、


「だな。で……」


　そこでまた、振り返り、今度は、倒れたまま、彼をきょとんとした表情で見上げている少女を見て……


　少女は、ライナと目が合うと、少しだけおびえたような表ひよう情じようで、


「……えと、あのその……た、助けてくれて、ありがとう」


　という言葉に、後ろからフェリスが、


「ん。無た料だで助けたわけではない。ありがたいと思うのなら、その礼を払ってもらおうか」


　なんてことを言って……


　それにライナは肩かたをすくめて、


「ってか、おまえが言うと、なんか俺らが詐さ欺ぎ師しみたいで嫌やだな……」


　すると少女は、さらにおびえた表情で、


「あ、あの……私も、お礼をしたい気持ちは……あるんだけど……その、私の家は貧まずしいから、とてもお金は……」


　が、それにライナはあわてて首を振って、


「ああ、違ちがう違う。別に金払えとか、そういうことを頼たのもうってんじゃなくてさ……俺ら、この国にきたばっかりで……ちょっと困こまってんだよ。泊とまるところもなくてさぁ。だからできれば、君の家に泊めてくれないかと……ってか、もう、俺は空が暗くなると、眠ねむくて眠くて……」


　それに、少女は驚おどろいた表情で、


「え……じゃ、じゃあ……あの、あなたたちって、ルーナの人じゃ、ないんですか？」


　それにフェリスはうなずいて、


「ん。とある事情で、諸しよ国こくを旅している者だ。もし、泊めてもらえれば、それ相そう応おうの対たい価かも支し払はら……」


　が、そこでフェリスの言葉を遮さえぎって、少女が、


「た、助けてください!?」


　突とつ然ぜん、叫さけんで、ライナの足にしがみついてきて……


「わ、私の、幼おさななじみが……殺されちゃいそうなの……だ、だから、助けて!?」


　それにライナは、


「って、突然言われても……それは、なんだ？　また、悪魔の呪いとか、そういうことに関係あんのか？」


　が、少女は大きく首をぶんぶん振って、


「違う！　アルアは、アルアは……悪魔なんかじゃない！　なのに、ルーナの軍に山に連れていかれて……早くしないと、きっと……殺されちゃう……」


　そう言って、その場に少女は泣き崩くずれた。


　それにライナは困ったような表情で、


「ああ、ちょ、ちょっとちょっと、どういうことだ？　いまの話からすると、お前の幼なじみ……アルアだっけ？　ってのが、ルーナ軍に連れていかれたってことになるよな？　で、連れていかれた理由は、その、アルアとかいうのが悪魔だからで……」


　とそこで、


「だからアルアは、悪魔なんかじゃない!!」


　また、少女は叫んで……泣き出す。


　それにライナは、困ったように頭をかいて……


　それから、


「ええと……だから、アルアは悪魔じゃないけど、悪魔呼よばわりされて、ルーナ軍に連れていかれちゃったと……そういうことだよな？」


「うん」


　それにやっと同意が得られて、ライナは安あん堵どの息をついた。そのまま、


「しかし、なんでまたアルアって奴は、悪魔呼ばわりされたんだ？　もうちょっと、最初っからくわしく話してもらえると、うれしいんだが？」


　すると少女は、


「んと、えと……」


　が、そこでフェリスが遮さえぎって、


「待て。とりあえず場所を変えるぞ。ここで話すのは、その子の体の傷きずにさわるだろう」


　なんて言葉に、ライナはちょっと驚いて、


「あ、そうだよな。ってか、他人を気き遣づかうフェリスなんて初めて見たよ。おまえも案外、いいとこあるんだな」


　すると、フェリスは当然だとばかりにうなずいて、


「うむ。話してる最中に、死なれても困るからな」


　それに……


「…………この、口さえなけりゃなぁ……でもまあ、そういうわけだから……ええと、おまえの家に、いっていいんだっけ？」


　という、ライナの言葉に、少女は、


「えっと、お兄ちゃんたちは、泊まるところ探さがしてるんだよね？　じゃあ、私、いいところ知ってるよ！　ついてきて！」


　言うなり、走り出してしまって……


「あ、って、おい……走らなくても……ああもう……めんどくせぇなぁ……」


「ふむ」


　と、ライナとフェリスもそれを追いかけて走り出して……


　そうして、三人は、地面に倒たおれた男たちをそのままに、その場所をあとにしたのだった。





　　　　◆





　少女に連れられてこられたのは、一軒けんの民家だった。


　けっして大きいとは言えない、木でできた家。


　中もお世せ辞じにも綺き麗れいとは言えなかった。


　というより、


「うわぁ……なんだこれ……」


　ライナは、家の中を見回して……思わず声を漏もらした。


　部屋は、ひどいありさまだった。


　テーブルがひっくり返され、本ほん棚だなが倒され、食器が割わられて、床ゆかに散らばっている……


　まるで、この部屋の中だけで嵐あらしが起きたかのような状じよう況きようで……


　それに少女は、少し悲しげな表ひよう情じようで、


「……二日前に、片かた付づけたばかりなのに………」


「二日前？　ってことは、この家は、君の家じゃないよな？」


「……うん。ここは、アルアが連れていかれる前に、住んでた家なの。アルアが帰ってきたときに、住む家が汚きたなかったら、きっと悲しいと思って。でも、すぐにみんなに荒あらされちゃって……あ、ごめんね。でも、いま片付けるから、ちょ、ちょっと待っててね！　こんなんじゃ、寝ねれないもんね……」


　なんてことを言って、少女はせっせと部屋を片付け始めるが……


　それにライナは、


「ああ、いいよいいよ。別に、これでも、一晩ばん過すごすには問題ないから」


　とりあえずテーブルと椅い子すを、部屋の真ん中に戻もどして、そこに座すわると、


「それよりも、話を聞かせてもらおうか？　いったい、どうなってるんだ？　部屋がすぐ、荒らされるわ……おまけに君は大人たちに殴なぐられるわ……そして、あの村人たちの反はん応のう……いったい、ここでなにが起こってるんだ？　ってことと、それと……」


　少女へと言って……それからライナは、彼女の顔を見て、


「あと、まだ聞いてなかったけど、君の名前もね。あ、ちなみに俺おれの名前はライナ。でもって、そこの無表情な奴やつが、フェリスだ」


　すると、少女もかしこまって、


「えっと、えっと、私は、ククって言います。ライナさん、フェリスさん、よろしくお願いします」


　ぺこりと、頭を下げてきて、


「はいよ。よろしく」


「うむ。では、自じ己こ紹しよう介かいが終わったところで、話を始めてもらおうか」


「はい」


　そうして、ククの話が、始まった。


　彼女は、一いつ瞬しゆん考えこむように天てん井じようを見上げてから、


「私とアルアは、隣となり同士の家に住んでて、ずっと仲良しだったんです。私のお父さんも、お母さんも、それに、アルアのお父さんとお母さんも、みんな仲よしで……私は、毎日、毎日、いっぱい、アルアと遊んでたんです。村のみんなとだって、ずっと仲よしで……平和な、いい村だったの……」


　少しずつ、思い出すように話していた。アルアの話をするときのククの顔は、うれしげで、それでいて、寂さびしげで。


　どちらにせよ、彼女の話にでてくるこの村は、平和で、いい村だったらしい……


　しかし、とてもいまのこの村は、そうは見えない。彼女が話していることが、すべて噓うそなんじゃないかと思えるほど、暗く、陰いん湿しつで、狂くるっていた。


　そして……


　ライナは……


「…………」


　彼は、こんな雰ふん囲い気きを、知っていた。


　人々が、猜さい疑ぎ心しんと、恐おそれと、怒いかりと、そして、絶ぜつ望ぼうの中で生きているような、そんな雰囲気……


「それが、どうしてこんなふうになったんだ？」


　ライナが聞くと、急に、少女の顔が曇くもって、


「この村が、変わってしまったのは……あの日から。村の、税ぜいが急に引き上げられて……それまでもきつかったのに、とても、払はらえるような額じゃなくなって……それでも貴き族ぞくに逆さからうわけにはいかないから……みんながんばって払ってたの。必死に、みんな、必死に働いて……ご飯だって、食べなかった。私のお父さんも、お母さんも、全然ご飯食べてないのに、毎日、毎日夜中まで働いて……がんばってたんだよ？　なまけたり、全然、してなかったんだよ？　なのに、最初にだめになったのは、私たちだった。税が収おさめられなくて……そしたらすぐに、貴族が……ここら辺を治めている、領りよう主しゆ様さまがきて……」


　そこで、ククの表情が、どんどん、どんどん、恐きよう怖ふにおびえるような顔になっていくのが、わかった。


　彼女は、震えるような声で、


「いっぱい、兵隊を連れてきたの。私の家だけが、税を払えなかっただけなのに、いっぱい、いっぱい、兵隊を連れてきて……最初に、私のお父さんが、殺された。村の人たち、みんなが見てる前で……一いつ瞬しゆんだった。魔ま法ほうで、体の上半分が、無くなっちゃって……血が、いっぱい出てた。それ見て、私、頭が真っ白になって……」


　泣いていた。彼女の瞳ひとみから、涙なみだが溢あふれ出して……


　彼女の話は、よくある話だった。


　よくある、しかし、聞くに耐たえない話。


　かつてのローランドでは……


　シオンが王の座ざにつく前の、ローランドでは、こんな話は、ごろごろ転がっていた。


　ただ、快かい楽らくのためだけに民みん衆しゆうをいじめ、気まぐれに、殺す……


　そして次に、その貴族の気まぐれに選ばれたのがアルアだった、ということだろう。


　この少年は、悪あく魔まだから、殺す。


　貴族がそう言い出せば、少年は、悪魔になる。貴族が言うことは、絶ぜつ対たいなのだ。逆らえば、殺される。いや、殺されるだけならいいほうだ。ありとあらゆる苦く痛つう、辱はずかしめを受けて、殺される。


　ここは、そういう国らしい。


　かつてのローランドと、同どう盟めいを結んでいた国……


　腐くさった国に、腐った貴族たち……


　この国は、神の力を借りて、魔法を使うという。


　神の、力を、借りるのだ。


　そしてその力で、この少女の父親を殺す。


　神の力を借りて、人の命を奪うばう。


　なんて、素す晴ばらしい神だろう？


「……吐はき気がするな」


　ライナは、誰だれにも聞こえないような声で、小さく呟つぶやいた。


　狂くるった貴族が治める、狂った国。


　少女が、続ける。


　涙を流し続けながら……


「でも、それでも、終わらないの。次は、私が捕つかまって……お母さんが泣き叫さけぶのが見えた。なのに、領主様は、笑ってた。私のお父さんが死んだのを見て、お母さんが泣き叫ぶのを見て……笑ってた。私には、なにが楽しいのか、わからなかった。笑って、笑って、見せしめに、そのガキも殺せって言って……私の前にも、魔法が……」


　話の結末が見えるようだった。


　が……


　少女が、思い出すように、そのときの光景を思い出すように、ゆっくりとした口調で、


「でもそこで……不思議なことが起こったの。アルアが……アルアが……魔法を使って……いままでアルア、魔法が使えるなんて言ってなかったのに……なのに、あのときのアルアは、まるで、アルアじゃないみたいで……みんなも、それに気付いたみたいだった。だって、アルアを見て、すっごいおびえて……アルア、目にね、変な模も様ようが……」


　瞬しゆん間かん。


　ガタンっと、ライナの前のテーブルが跳はねた。いや、ライナが、自分自身で、思わず跳ね上げてしまっていた。


　いま、この少女は、なんて言った？


　アルアの目に、模様が浮いてと……


　それに、ククがライナを見つめてきて……


「あ、あの、私、なにかまずいことを……」


「え？　あ、いや、そうじゃなくて……」


　とそこで、フェリスが横から、


「気にするなクク。こいつは、たまにこうやって意味不明な行動をとるのだ。話を続けてもらっていい」


　なんてことを言ってくれて……


　ライナも慌あわてて、


「そ、そうそう。そうなんだ。ちょっと、最近疲つかれてるのか、腕うでが痙けい攣れんしちゃって……勝手にテーブルぶつかっちゃっただけなんだ。それより、話を途と中ちゆうで止めてごめん。続けて……」


　そんなふうに言ってはみたものの、自分の顔が、引きつるのを、感じた。


　まさか……


　こんな場所で、こんな話に出くわすとは……


　ライナが話を続けるようにうながすと、ククはうなずいて、


「えっと……私の話は、ここまでなんです。そのあとは……領りよう主しゆ様さまは、アルアのこと、すっごく怖こわがって、そのときには、帰って……私は、アルアに助けられたの。なのに……お母さんは、アルアに話しかけちゃだめだって言うの。村の人たちもみんな、アルアのことを、人をたくさん殺す、悪魔だって呼よんで、邪じや険けんにし始めて……それから、しばらくしてからだった。領主様がまたきて、今度は、前よりももっとたくさんの兵隊と一緒にきて、アルアを連れていった。山で、悪魔を研究するんだって。ルーナの軍部で、悪魔を研究するための仕事を命じられて、出世したんだって、また、笑ってた。そのあと、村の税ぜいがまた上がって……この村は、ひどくなっちゃった……」


　言って、悲しげな表ひよう情じようになった。


「最初は、村を逃にげようとした人もいた。でも、殺された。領主様は、アルアを山で研究してることを秘ひ密みつにするために、村の人が村を出ることを許ゆるさなかった。それだけじゃない。村を訪おとずれた人に、そのことを漏もらしても、殺される。たくさん、たくさんの人が殺されて、税も上がって……みんな、おかしくなっちゃった。それが全部、私や、アルアのせいだって、みんなが言い出して……」


　それに、ライナは目を細めて、


「で、君は殴なぐられてたと、そういうことか？」


「…………うん。でも、私はいいの。だって、アルアに助けられなかったら、死んでたはずだから。だけど、アルアと……アルアのお父さんとお母さんは……私を救ったせいで……」


　その言葉に、ライナは部屋を見まわした。


　どうやら、アルアの両親も、連れていかれたらしい。


　その先で、どういう実験がなされるのか……ライナは知っている。


　少年の目に浮うかんだ奇き妙みような模様。


　突とつ然ぜん、使えるはずのない魔法を、使ったということ。


　その少年の身の上に起こったこと……


　そして、ライナがかつてのローランドにされた、実験の数々が蘇よみがえって……


　ライナはククに聞いた。


「聞きたいんだが、アルアが連れていかれたのは、どれくらい前の話だ？」


　それにククは、


「え？　えっと……八日くらい、前だけど……」


「で、アルアの両親が連れていかれたのは？」


「それは、五日くらい前」


「…………」


　ライナはそれに、顔をしかめた。


　遅おそい。あまりに、それでは遅い。


　もう、いっても……


　だがそこで、フェリスが立ち上がって、


「よし。では、いこうか」


　という言葉に、ライナは彼女のほうを見て、


「だが……」


　しかしそこで、フェリスがライナの顔をじっと見つめてきてから……


「時間が、ないんだろう？　違うのか？」


「え……あ、ああ。そうだ。急がないと、まずい」


「では、いこう。我われ々われは、その少年を保ほ護ごする必要がある。そういうわけで、クク。おまえは、ここで待っていろ。我々が、アルアとやらを、拉ら致ちしてきてやる」


　それにククは、ここまで説明しておいて、それでも信じられないとばかりの表情になって、


「ほ、ほんとに、助けてくれるの？　相手は、貴き族ぞくなのに？」


　が、フェリスはあっさり、


「ルーナの貴族など、我々にはなんの関係もないからな」


「でも、でも、ルーナの軍がついてるのに……」


「問題ない。いざとなれば、この間ま抜ぬけ面づらの男を囮おとりに逃げればいいしな」


　なんて言葉に、


「って、俺おれが囮かよ！」


　ライナは思わず、いつもの調子で怒ど鳴なっていた。するとフェリスはそれに、


「ん。その調子なら、大だい丈じよう夫ぶそうだな」


「へ？　って……」


「では、いくぞ」


　言って、フェリスは部屋を出ていき、それにライナが、


「はぁ？　ってか、おまえ、いこうったって、どこの山か、わかってんのかよ？」


　と、追いかけて出ていくと、フェリスは村から北の方角にそびえている山の中ちゆう腹ふくを指差して、


「この村にくるときに、山に火が灯ともっているのを見た。あそこじゃないのか？」


　そこには、夜の、それも山の中だというのに、煌こう々こうといくつもの篝かがり火びがたかれていて……


　ライナはそれを見て、


「ああ、間違いなく、あそこっぽいなぁ……」


　するとククも、


「そうです。あそこです。アルアは、あそこに……」


　なんて言って、ライナはげんなりと、


「ってか、篝火、意外と上のほうにねぇか？　この時間から山なんか登るの、めんどいなぁ」


　言いながらも、歩き出していて……


　続いてフェリスも、


「ん。夜の山道を、変へん態たいと並ならんで歩くなどと、自殺行こう為いだな」


「って、だから誰が変態なんだよ？」


「無む論ろん、おまえだ」


　言いながら、どんどん、山へと向かっていく。


　それにククが、


「あ、あの、私も……」


　が、ライナは振ふり返って、


「あーえっと、大丈夫。助けるのは、俺たちだけでできるから、ククは、そうだな。この家の掃そう除じでもしててくれよ。ほら、アルアが戻もどってきて、部屋が汚きたなかったら、嫌いやだろ？」


　するとそれに、ククは大きくうなずいて、


「そうだね！　じゃあ、私は、掃除しとく！　お兄ちゃんたちもがんばってね！」


「ほい」


　と、手を上げて、再ふたたび、山へと向かう。


　しかし。


　そのときのライナの表ひよう情じようは……


「…………」





　暗い闇やみの中に、いくつもの篝火が灯ともっていた。


　悪あく魔まと呼よばれた少年が捕とらえられている山。


　その山に向けて、ライナとフェリスは、登り始めたのだった。





　　　　◆





　場所は変わり、ローランド城じよう。


　深夜。


　その報しらせが届とどいたのは、シオンが三十時間ぶりにベッドに入り、やっとまどろみ始めたところに、突とつ然ぜんだった。


　慌あわてた様子でシオンの寝しん室しつの扉とびらがたたかれ、


「陛へい下か。陛下！　大変です！」


　それにシオンは薄うすく目を開け、扉に向かって、


「どうした？　なにか、問題があったのか？」


　少し、疲つかれた声で言った。まだ、眠ねむりに入ろうとしたばかりのところで起こされたので、頭ず痛つうがする。


　とそこでまた、


「起きてください陛下！　緊きん急きゆう事じ態たいです」


　そう、声を上げているのは、どうやらエスリナのようだった。かなり切せつ迫ぱくした声こわ音ねで、エスリナは叫さけんでおり……


　それに、シオンの目が、完全に覚める。エスリナは、カルネの命令でどうも、シオンが働き過すぎないように監かん視ししているらしいのだ。今日もカルネとの食事から帰ったあとは、シオンが寝ていないのを見つけては、怒おこり、なだめ、すかして、やっとベッドに入ったところだった。


　そのエスリナが、ほとんど寝ていないうちに、起こしにくるということは……


　それに、シオンは体を起こして、少し緩ゆるめたシャツの胸むねの部分を締しめながら、


「待ってろ。いまいく。ところで、いったい、なにがあった？」


「それが……」


　とそこで、今度は外から、カルネの声が響ひびいた。


「クラウ先せん輩ぱい!?　だめですって！　医者！　医者が先です!?」


「うるせぇなてめえは。まずはシオンに会ってからだよ。こんな傷きず、たいしたこたぁ……」


「ありますよ！　僕ぼくだったら気き絶ぜつもんですよ、それ？」


「おまえは俺じゃねぇだろうが！」


「一いつ般ぱん常じよう識しきを話してるんです！　ああもう、エスリナも、ノアさんも、言ってやってください……」


　なんて会話がされていて……


　とそこで、部屋の扉が、ノックもなく、ばんっと開けられて……


　そこには、胸と、腕うでから血をぽたぽたと垂たれ流しているクラウがいて……


　さらにその後ろに、返り血のようなもので髪かみの毛が汚よごれてしまっている、ノアの姿すがたがあって……


　シオンは目を細めた。


　そして、


「カルネ、エスリナ。医者をここへ。クラウは言っても聞かないだろうから、ここで治ち療りようさせろ」


　という命令に、カルネとエスリナは、


『はい』


　一声上げると、慌てて駆かけ出していき、それを確かく認にんしてから、再ふたたび、シオンはクラウを見た。


　そして……


「よく、エン嬢じようを守ってくれた。王として、礼を言うぞ、クラウ」


　その言葉に、クラウが、鋭するどくシオンをにらみつけてきて、


「なんで、ノアが襲おそわれたってわかった？　まさかおまえ、こうなることを知ってたんじゃ……」


　が、それに首を振って、


「エン嬢が、血に汚れている。そして、おまえは傷だらけで、俺の部屋まで、なにやらえらく怒った表情で乗り込こんできた……そしたら、答えは一つだけだろう？　それとも、なんだ？　おまえは、自分がやった喧けん嘩かで、怪け我がしたからって、俺のところにくるか？」


「ああ？　くるわけねぇだろう」


「ということは、エン嬢が、襲われた……そうだな？」


　するとそれに、ノアが、


「さすが、陛下のご慧けい眼がん……恐おそれ入ります」


　しかし、それにもシオンは首を振り、それから顔を少ししかめて、


「……慧眼などと……あなたにそんなことを言われては……私の立つ瀬せがありません。今回のことは、予よ測そくができたことなのに……本当に、申し訳わけありませんでした。私の不注意です」


　言ってから、クラウのほうを向いて、


「おまえにも、悪かったな。助けられたよ」


　するとさらにクラウは怒った表情で、


「ああ？　予測ができてただ？　どういうことだよそれは。じゃあおまえは、誰だれが送り込んできた暗殺者か、もう、わかってんのか？」


　という質しつ問もんに、シオンが答える前に、ノアが……


「私を殺して得をするのは、いまはもう、彼らしかいません、クロム少しよう将しよう」


　それにクラウは振り向いて、


「彼ら？　彼らってのは…………貴き族ぞく、か？」


　するとノアは、真しん剣けんな表情でうなずいて、


「私を殺せば、せっかくいま、一つになりかけているエスタブールと、ローランドとの間に、また、確かく執しつが生まれます」


　そこで、シオンが、


「いや、いまや、エン嬢のエスタブールの国民からの信しん頼らいは、かなり高まっている。ローランドの民たみですら、あなたの信しん奉ぽう者しやは多い。両国間の確執程てい度どの、生なま易やさしいものでは、終わらなかったでしょう。もし、いまあなたが死ねば、再びエスタブールの反はん乱らんが起きることを避さけられなかった。そして、無む駄だな争いは国を疲ひ弊へいさせ、その不満は、あなたを庇ひ護ごしていた私へと向く。彼ららしいやり方だ。国の利り益えきのことなど、何一つ考えない。私を追い落とし、自分たちが、権けん力りよくをほしいままにするためには、どんなことでもする」


　するとそれにクラウが、もう、これでもかとイライラとした表情で、


「じゃあ、なにか？　たったそれだけのために、ノアをこんな目に……」


　そこで、シオンは二人に頭を下げて、


「だが、今回のことは私が悪い。これは、予測できたことだった。ただ、こんなにも早く、貴族たちが手をうってくるとは……私の判はん断だんミスだ。すまなかった」


　という言葉に、しかし、クラウは、


「ンなことは、どうでもいい。誰もおまえを責せめちゃいねぇよシオン。おまえはいつだって、人の何人分も考えて、でき過すぎるぐらい、よくやってる。悪いのは、貴族どもだ。ノアは、今回は無事だった。だが、これからは、どうする？　ここまでされて、まさか、黙だまってるつもりじゃ……」


　が、そこでノアが、


「いいえ、私は、ここで陛へい下かが、貴族を相手どり、問題を起こすべきではないと思います」


「って、ノア、おまえなに言ってんだよ。あんだけされて……」


　しかし、ノアはきっぱりと首を振り、


「私のことなど、どうでもよいのです。私は平気です。それよりもいまは、国内の安定に力を注ぐとき。国益を考えない、低てい俗ぞくな輩やからの誘さそいに乗って、私の命ごときを守ってもらうために問題を起こすわけには、いきません」


「いや、だが……」


　と、そこで、クラウが食い下がる言葉を遮さえぎって、ノアがやんわりとした、微ほほ笑えみを浮うかべて、


「それに……いざというときは、今回のようにクロム少将が守ってくださいますから。あの、紅こう指しのクラウ・クロムに守られているだなんて、どれほど心強いことでしょう？　それともクロム少将は私を賊ぞくから守る自信が、ないと申されますか？」


　なんて言葉に、


「あ、いや、うう……」


　クラウは顔をしかめ、それから憮ぶ然ぜんとした表情で、シオンのほうを向いて、


「ああもう、シオンからもなんとか言ってやってくれよ」


　という言葉に、シオンは肩かたをすくめてから、ノアの方を向き、


「ご配はい慮りよ、感かん謝しやいたします。ただ、今回のことについては、すぐに決めるということは、できません。もちろん、あなたに失望されないよう、最良の手を考えるように、努力しますが……さあ、今日はもう遅おそいですし、この城じよう内ないに部屋を用意させましょう。湯船の用意もさせます。そちらで、休んでください」


　それにノアは丁てい寧ねいに頭を下げ、


「ご厚こう意いに感かん謝しやいたします」


　続いて、シオンはクラウを見て、


「ってなわけで、おまえも、下がれ。エン嬢じようを守ってもらうために、彼女の部屋の隣となりに、おまえの部屋も用意させるが……だが、その前におまえは、傷きずの手当てをしろ」


　するとクラウはまた、顔をしかめて、


「だから、こんな傷は傷のうちに……」


「クラウ！」


「ああもう、うっせぇなぁ。手当てすりゃいいんだろ、すりゃあ。ったく……だから、んな怒おこるなよ」


　が、シオンは首を振って、


「怒ってない。ただ、おまえにも、わかってもらいたいんだ。彼女は、いま、この国にとって、最も死なれては困こまる人間の一人だ」


「……ンなことは、俺おれだってわかって……」


　というクラウの言葉をシオンは遮って、


「だが、おまえも、この国にとって重要な人間だということを、忘わすれてもらっては困る。おまえがいなくなれば、俺の覇は道どうは大おお幅はばに遅れる。いや、それだけじゃない……おまえが死んだら……」


　そこで、一度言葉を止めて、シオンは笑った。少しだけ、照れたような、それでいて、自信にあふれた笑み。


　その微笑みは、誰もが目を奪うばわれるような、人を惹ひきつける、笑みだった。


　そして、シオンはクラウを見つめて、


「おまえが死んだら、きっと俺は、泣くぞ？　俺を泣かすな」


「な……」


　そんな言葉に、クラウは、驚おどろきの表情で……


　とそこで、


「あ、シオンさん！　医者、連れてきました。もう、夜中だからって、全然みんな起きてくれなくて……でも、わざわざ起きてもらったんだから、絶ぜつ対たいに治ち療りよう受けてもらいますよー！　クラウ先せん輩ぱい!!」


　なんて言葉に、シオンが、さあいけとばかりに、手で払はらうと……


　クラウはまたも、憮ぶ然ぜんとした表情のまま踵きびすを返して、


「ああ、仕方ねぇな。一人じゃ寂さびしくて寝ねれないなんてわがままな奴やつがいるから、治療を受けてやるか」


　それに、シオンも笑って、


「馬ば鹿か言え。さあ、俺はひさしぶりの睡すい眠みんを邪じや魔まされて、眠ねむたいんだ。さっさとでてけって」


　そんなふうに言い合う。


　それをなぜか、ノアが、ひどくうれしそうな表情で眺ながめていて……


　そうして、全員が部屋を出ていき……


　静かになったところで……


　シオンはゆっくりと、ベッドに腰こしを下ろした。


　そして、これからのことを考えようとして、頭がさらに痛いたくなるのを感じた。


　ノアの暗殺……


　またも、さきに手をうってきたのは、貴き族ぞくたちだった。


　最初はフィオルだった。


　フィオルが、シオンへの見せしめに殺されて……


　そして今度は、ノア。


　しかし危き険けん度は、フィオルのときとは、比くらべ物にならない。一歩間ま違ちがえば、再ふたたび反はん乱らんが起きるのだ。だが、それでも貴族たちは、ノアを殺そうとした。


　もう、なりふり構かまわなくなり始めている。


「…………くそ」


　シオンは、うめくように呟つぶやいた。


　今回は、クラウに救われた。もしも、クラウがノアを守ることができていなければ……すぐにではないにしろ、すべては、終わっていたかもしれない。少なくとも、国内を統一するのが大幅に遅れ……他国からの侵しん攻こうに備そなえることはできないだろう。


　クラウに、今回は、救われたのだ。


　だが、次は？


　次はどうなる？


　いつまでも、こんな綱つな渡わたりのような状じよう態たいで……国民を危き険けんにさらすわけにはいかなかった。


　なにか、なにか手を打たなければならないのだが……


　その、方法は……


　とそこで……


　シオンは、顔を上げた。そして彼は、自じ嘲ちよう気味な笑みを浮うかべて……


「…………おまえは、本当にいつもいつも、タイミングよく、現あらわれるな……」


　すると、シオンの前に、ゆっくりと黒い影かげが現れ……


　フロワードだった。


　フロワードは、そんなシオンの言葉に、


「陛へい下かのご期待に添そうことができたのならば、これ以上の幸せはございません」


　言って、頭を下げてくる。


　それにシオンは、


「挨あい拶さつはいい……それに、おまえの考えていることは、わかるよ」


　するとフロワードは薄うす笑えみを浮かべて、


「すべては、始まりました、陛下。我われ々われが石を投げ入れずとも、向こうから、投げてきてくれました。さて、陛下は今後、どのような選せん択たくを、お望みでしょうか？」


「…………おまえの示しめす、道は？」


「それは、先に申し上げましたとおりです。貴族への、迎げい合ごう。いま、我々の生命線とも言えるノア・エン嬢じようの命を狙ねらわれて……それでも、陛下は貴族たちに不平を漏もらさず、追及しない。あくまで貴族たちを迎むかえ入れる意い志しを示し、貴族たちとともに一度、この国を統一するのです。そして、甘あまい汁しるだけを吸すい、肥こえさらばえ、油ゆ断だんし尽つくした貴族たちの首を狩かるのは、たやすいことでしょう」


　それに、シオンは虚うつろな表情で、


「皆みな殺ごろしに、するのか？」


「必要とあらば」


「前も言ったが、国民も……」


「…………」


　しかし、フロワードは、その言葉には答えずに、


「あなたのご命令次第で、すべてはもう、用意されています」


　なんてことを言ってきて……それにシオンは目を細め、


「まさか……エン嬢を襲おそわせたのも……」


　が、それにはフロワードも首を振ふって、


「それは、残念ながら、私ではありません。貴族をそそのかし、エン嬢を襲わせて……いまの状況を作る。なかなか、心躍おどる計けい略りやくですね。エン嬢の命も、自分の放った暗殺者なら、安心ですし……しかし、今回については、私は手を下していません」


「…………そうか。もう、下がっていいぞ」


「は。それでは私はこれで。今後は、さらに忙いそがしくなりましょう。せめて今こ宵よいは、ごゆるりと、お休みくださいませ」


　言って、フロワードは部屋をあとにした。


　しかし、その後もシオンは無言でベッドに座り続け、ついにその夜は、眠ることはなかった。





　　　　◆





　そうして迎えた翌よく朝あさ。


　ローランドは、未み曾ぞ有うの大混こん乱らんに陥おちいっていた。


　王が、国内全土に向けて、勅ちよく令れいを発したのだ。


　その勅令はいまの状況では、信じられないようなもので……


　シオンの息のかかった配下たちや、シオンを信望している貴き族ぞくたちの身分が、大おお幅はばに引き上げられるというものだった。


　その、一番筆頭に上げられるのが……


　少しよう将しようから、一気に元げん帥すい……つまり、軍のトップへと引き上げられた、クラウ・クロムで……


　他にも、国王派はという名目を掲かかげていた者たち、ほとんどが、既き存そんの貴族たちを押おしのける形で、重要な役やく職しよくへと就つくことになり……


　それを喜ぶ者、妬ねたむ者、それに、嫌いやがらせや、突とつ然ぜんの環かん境きようの変化への戸と惑まどい。


　そして、大おお幅はばな人事の改変に、仕事の引ひき継つぎなども含めて、ローランドは、混乱を極きわめた。


　そして……





　　　　◆





　王の間。


　そこに、大おお勢ぜいの人間が集まってきていた。


　当然クラウも、広間に顔を見せるなり……


「……どういうことだシオン！　俺は、こんなのは、納なつ得とくいかないぞ？　こんな、おまえからの施ほどこしで出世しなくても、そのうち実力で将軍まで、上り詰つめるつもりでいた。なのに……」


　怒ど鳴なりつけてきて……


　続いてカルネが、


「そうですよシオンさん！　いきなりこういうことをされたら、驚おどろくじゃないですか。なにか考えがあるにしても、前もって言ってくれないと……」


　さらにノアまでが、


「いまのこの国の状況で、このような措そ置ちをとるのは、いささか、思し慮りよにかけると思うのですが？　失礼を承しよう知ちで申し上げますが……これでは、貴族たちからだけではなく、民みん衆しゆうからも、あなたがついに、暴ぼう君くんの顔を現あらわしたと、噂うわさされかねません。まわりを、陛へい下かの信しん頼らいのおけるものたちに任まかせたいというお気持ちはわかりますが……いま、この国はまだ、貴族たちの力がかなり大きいはずです。それを無む視ししてこのようなことをすれば……問題になるのは確かく実じつでしょう。もし、なにかの間違いなら、早さつ急きゆうに撤てつ回かいするべきだと思うのですが？」


　彼女の表ひよう情じようは、真しん剣けんだった。昨日、暗殺されかけたことを、公表せずに、穏おん便びんにすませようと言ったはずなのに、今朝のこれは、なんだと言わんばかりの顔だった。


　他にも、エスリナ、フロワード、そして、早くからシオンの側についてくれたヌーブル卿きようや、その他の貴族などなど、数多くの国王派の人間たちが、集まってきていて……


　それにシオンは肩かたをすくめて、


「まいったな。みんな、出世したのに、文もん句く言ってくるだなんて、欲よくがないんだなぁ」


　という言葉に、今度は、いつもは温おん厚こうな老紳しん士しという形けい容ようがぴったりな、ヌーブル卿が、顔をこわばらせて、


「なんということを言われますか。わたしくどもが、立身出世のために、あなたの側についていると、本当に思っておられるのですかな？　あなたについてきている者は……いや、少なくとも、ここに集まってきている者たちは、立身出世になど、興きよう味みはないはずです。国を思い、この国が、もう、かつてのような、暗くら闇やみに包まれないようにと願う者たちばかりのはずです。なのに、今回の勅令は……それを裏うら切ぎる行こう為いだとしか、思えませぬ。あれでは、再び、争えと……言っているようなものだ。すぐにでも撤てつ回かいを……」


　が、そこでフロワードが、


「いや、もう遅おそいでしょう。反国王派の貴族の中には、今回のこの、陛下の動きに乗じて、人を集め、反はん乱らんを起こそうとする者が、きっと現れ始めます。そして、一度動き出したその動きは、もう、勅令を撤回しても、とどまることはない……」


　その言葉に、広間の人間たちが、一いつ斉せいに静まり返ってしまった。


　そう。


　もう、始まってしまったのだ。


　この国の覇は権けんを争う戦いが……


　それは、あまりに早はや過すぎるように思えた。


　エスタブールの反乱が終わったのが、ついこの間なのだ。もし、それが仮かり初そめの平和だったとしても、もう少し長く、続いてもいいはずじゃないか？


　みんな、そう思っただろう。


　王は、どうかしてしまったんじゃないか？　そういう表情。


　だが……


　シオンは大きく息を吸すってから、ゆっくりと部屋の中を見まわした。かなりの人数がいる。これがすべて、シオンの……いや、この国を思って……本当にこの国のことを思って、損そん得とく抜ぬきで動いてくれるのならば……


　この戦いは、勝てるはずだった。


　シオンは、もう一度、息を吸った。


　そして、


「みなの言いたいことは、わかる。だが、少し、私の話を聞いてくれないだろうか？」


　一斉にシオンに視線が集まる。それをもう一度確かく認にんしてから、


「今回、私が発した勅令に、驚いた者もいるだろう。確たしかに驚いて当然だと思う。あまりに唐とう突とつな人事の改変だと……あまりに時期が悪いと……あまりに、旧きゆう体制の貴き族ぞくたちの反感を生む改変だと、感じた者も多いだろう……


　だが、それを不満に思う前に、聞いて欲しいことがある。みなは、ガスタークという国を、知っているだろうか？」


　という言葉に、広間の中の、ほとんどが、首をかしげた。


　しかし、シオンはそのまま続ける。


「では、ストオルという国は、知っているな？　この、メノリス大陸でも、有数の大国だ。この国の、約五倍の国力と、軍事力を持っている。ここで、みなに聞きたい。この、ストオルが、ローランドに攻せめてきたら、どうなるだろう？」


　が、それにヌーブル卿きようが、


「……ふむ。当然、勝てないでしょうな。滅ほろぼされます。しかし、それにしてもストオルとは……ローランドとは、いささか地理的にも、離はなれ過ぎておりましょう？　ストオルがここまで攻めてくることは……」


　すると、シオンもそれにはうなずいて、


「ないと、私も思っていた。そして、そうだな。やはり、ストオルはここまでは、攻めてはこないだろう。だから、心配する必要は、ない」


　言うと、ヌーブル卿は眉まゆをひそめて、


「申しわけありません、陛下。わたくしのようなものでは、陛下が、なにをおっしゃりたいのか、いまいち理り解かいができないのですが……ストオルは、攻めてこない。だから、心配する必要はない。それは、わかりました。しかしそれが、今回の勅令と、なにか関係があるのですか？」


　それに、シオンは、


「ああ。あるさ。ストオルは、攻めてこない。だが……今朝、私のところに入ってきた情じよう報ほうによると……ストオルの領りよう土どの、すでに三分の二が、さっき言った、ガスタークという国に、占せん領りようされてしまったらしいことが、わかった」


「な!?」


　そこで、広間の雰ふん囲い気きが、一変するのがわかった。


　しかし、シオンは言葉を止めない。


「それだけじゃない。ガスタークは、さっき、みなが知らなかったように、名も知られていない、極北の、ほんの小さな国だった。しかし、ここにきて大幅に力をつけ始めている。ストオルだけじゃない。小国だけなら、もう、いくつ呑のみ込こまれたか……はっきり言って……見当もつかない。ま、なにせ、遠いからな……」


　するとそれに、ヌーブルが、まるで、自分を落ちつけるかのように、


「し、しかし、それでもやはり、遥はるか遠くの国。ここ、ローランドとの間には、ルーナや、ネルファ、その他多くの国々があります。それに、ストオルに勝まさるとも劣おとらない大国も、四つ。とても……ここまでは……」


　が、シオンは首を振って、


「たしかに、ガスタークはこないかもしれない。しかし、そのガスタークに対たい抗こうするために、領土を、国力を、軍事力を高めようと、他の国々も、侵しん略りやくを始めるだろう。違ちがうか？」


「そ、それは……」


「現げんにその証しよう拠こに、ネルファ皇こう国こく領内に、ネルファ以外の国の者が、暗あん躍やくしていたという情報もある。そして……同どう盟めい国こくである、ルーナでもだ……」


「…………」


　もう、誰だれも、口を開かなかった。


　世界が、変わろうとしている。


　誰もがそれを感じていた。いまだかつてない、大きな戦乱の予感……


　ローランドと、エスタブールが、長年小こ競ぜり合いをしてきたなどという、生なま易やさしいレベルじゃない。


　滅ぶか、滅ぼすか……


　その意味が、広間の人間、すべてに理解できるのを待ってから、シオンは続けた。


「…………時間が、ない。国内で醜みにくい争いを続けている時間は、もう、ないのだ。そこで、フロワードから提てい案あんがあった。反はん抗こうする貴族たちを罠わなにかけ、一ところに集めて、すべて粛しゆく清せいしてしまおうという、提案だ」


　するとそれに、視し線せんが一いつ斉せいにフロワードへと集まり……


　クラウがまた、フロワードをにらむように言った。


「粛清だと？　大人も、子こ供どもも、すべてか？　てめぇ、それじゃあ、前のあの、クソみてぇな王と、まったくかわんないじゃ……」


　が、その言葉をシオンは遮さえぎって、


「いや、クラウ。フロワードの提案は、間違ってはいない。それも、一つの方法ではあると、私も考える。


　しかし、だ。


　私は、この国の、王だ。この国に生きる者たち、すべての者の、王だ。たとえ私を殺したいと考えている貴族たちであろうとも、彼らとて、ローランドの民たみだ。ならば、私が守るべき者だと思う。私は、少しでもその命を救いたい。この国を、誰も殺さずに、統とう一いつしたい。


　だからこそ、今回のような、強ごう引いんな策さくにうって出た。


　ここで、一気にローランドの政せい権けんを握にぎると。


　もしも、これで貴族たちが、私の軍門に下るのなら、それは受け入れよう。


　しかし、あくまで反発するのなら、粛清する。もしかすれば、もう一度、戦争になるかもしれない。


　だが、時間がないのだ。


　この国の、最も多くの民を救うために、私は、やはり多くの人間の命を、呑みこまなければならないかもしれない。


　しかし、それでもみなに、手助けをして欲しい。国を思う、君たちに、手助けをして欲しい。私は、君たちがいなければ、やっていけない。


　この国を、滅ぼさせるわけにはいかないのだ。


　私とともに、この国を、救ってはくれないだろうか？」


　そう、言った。


　それで、すべてだった。


　早さつ急きゆうにこの国をまとめるには、仲間はいくらいても、余あまるということはない。


　もう、時間がないのだ。最も近しい彼らの手さえ、借りることができなければ……


　すべては終わる……


　とそこで、クラウが、胸むねに手をあてて、頭を下げた。そして、


「すべては、我わが王の、命のままに」


　続いて、ヌーブルが、貴き族ぞくたちが……みなが頭を下げてきて……


『すべては、我が王の、命のままに』


　それに、シオンは目を細めた。





　戦いが、始まるのだ。


　それは、ここ、ローランドの中だけの話ではない。


　世界との戦いの、第一歩が、ここに、踏み出されたのだ……





　　　　◆





　徐じよ々じよに、広間の士気は、高まっていた。すべての者が、この王の魅み力りよくに、心しん酔すいしていく。


　その、広間を一人、あとにしながら、フロワードは、小さく呟つぶやいた。


「さすが……我が王。王としての振るまいが、よくわかっている。少しでも多くの国民を助けたい……か。やはり、王はこうでなくては……」


　そして、薄うすく笑えみを浮うかべる。


　そう。


　それがたとえ、貴族を罠にかけて粛清するという、私の方法よりも、多くの命が失われる手法だとしても……


　王は、王らしい覇は道どうを進む。


　たとえ、どれほどの屍しかばねの上に、その道が進んでいようとも……


　王は、王らしい覇道を進む。


　だからこそ、私はあなたについていくのだ。


　完かん璧ぺきな王として、心を痛いためながら、それでも、多くの人の命を奪うばう運命にある、あなたに……


　すでにそれを、陛へい下かは気付かれているのでしょう？


　いや、気付かれていて、なお、それに気付かない。


　それが、王の格かくというものなのでしょうか……？


　そして、あなたは、思い悩なやむ。


　ならば、その悩みを、私が少しでも軽くしてさしあげなければ……


　それが私のつとめ。


　最小の犠ぎ牲せいで、最大の効こう果かを……


　血で汚よごれる役は、すべて私がやればいい……





　そのまま、フロワードは広間の入り口までくると、一度、振り返った。


　輝かがやけるものが、そこにはある。


　それをフロワードは、まぶしげに眺ながめ……


　それから、そっと胸に手をあてて、頭を下げると、


「すべては、我が陛下の、命のままに」


　呟つぶやいて、フロワードは広間から、姿を消したのだった。





　　　　◆





　そして闇やみが動き出す。


　フロワードは、二つの計けい略りやくを施ほどこした。


　まず一つは、有力な貴族たち。それも、いまだ国王派か、反国王派か、はっきりさせていない者のもとへ、暗殺者を差し向ける。


　もし、反国王派の意い志しがなければ、より強い反国王派として、反抗してくるだろう。そうなれば、殺せばいい。


　仮かりに国王派や、中間色ならば、なにもできない。それは、放置していれば、やがて王の大きな勢せい力りよくに飲み込こまれるだろう。


　それによって、殺すべき貴族と、生かしておく貴族の区別がつくようになる。





　そして、二つ目は……


















　　第三章　同じ英雄王










　そこは、黒い壁かべを張はり巡めぐらせた、他を威い嚇かくするような建物だった。


　ローランド帝てい国こく軍本部・『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊の官かん舎しや。


　その、なんの飾かざり気もない、一室で、ラッヘル・ミラーは、部下が持ってきた書類に目を落としながら、


「…………ふむ」


　眉み間けんに皺しわを寄よせていた。


　彫ほりの深い、精せい悍かんな顔つきに、きびきびとした身のこなし。


　いつもかわらない、苦みばしった表ひよう情じようからは、まだ、三十を過すぎたばかりの年ねん齢れいとは思えないほどの貫かん禄ろくを感じさせる。


　いや、見た目だけじゃない。ミラーには、それだけの業ぎよう績せきと、能のう力りよくが伴ともなっていた。


　どこまでも堅けん実じつに任にん務むを運び、それでいて、場合によっては、柔じゆう軟なんに状じよう況きように対たい応おうする。


　それらすべての能力の高さが、なんの後ろ盾だてもない孤こ児じの出身にして……


　それも、この若わかさで彼を、少佐の地位にまで押おし上げた。


　通つう常じようなら、そんな異い例れいの人事はありえない。いや、貴き族ぞくの子こ供どもを除のぞいては、ほとんど将しよう校こうになることすら、難むずかしかったはずなのだ。


　だが、ミラーが少佐になることについて、誰も文もん句くを言うことはなかった。


　あの、前王の時代……


　あの狂くるった、貴族たちがすべての実じつ権けんを握にぎっていた時代ですら、ミラーが少佐になることに、口出しする者はいなかった。


　それは、彼の人ひと柄がらや、能力の高さによるものだったかもしれない。いや、現げんに軍に入りたての、まだ若い、貴族の子供たちの中には、彼を評ひよう価かし、尊そん敬けいしている者までいたのだ。


　しかし、やはりそれが大きな理由ではない。


　本当の理由は……


　ミラーが望んでついた、その役やく職しよくにあった。


『忌破り』追撃隊という、役職。


　自国の魔ま法ほうの秘ひ密みつが他国に漏もれないよう、ローランドの魔法を習得した者が国外へ逃とう亡ぼう、もしくは出しゆつ奔ぽんした場合、それを追い、捕ほ縛ばく、または抹まつ殺さつするための組そ織しき。


　ローランド軍の中でも、非ひ常じように重要な部ぶ署しよの一つのはずだった。


　なぜなら、ローランドの魔法の仕組みが他国に漏れるということは、ローランド帝国の弱点を他国に漏らすということ。それは、他国につけいられる隙すきを与あたえるということ。


　隙を与えれば……戦争が起こる可か能のう性せいが作られるということになる。


　だから、この部署は、言ってみればローランドの命運を左右しかねない位置にある、非常に重要な部署のはずなのだ。


　しかし、貴族たちからは、嫌きらわれていた。


　理由は簡かん単たん。


　この部署は、戦争がなくとも、実戦をともなう危き険けんを伴う仕事だから。それも、ローランドから遠く離はなれ、なんの援えん助じよもない他国での任務という、非常に危険な仕事だから。


　だから貴族たちは、この役職を嫌った。


　だから貴族たちは、この役職を、生きようが死のうが気にならない、孤児や、平民を集めて、押しつけた。


　そして、人き間ぞくではない、下げ賤せんな犬たちが集まる部署だと、嘲あざ笑わらった。


　そんな中で、孤児のミラーがこの組織の最高責せき任にん者しやになろうと、貴族たちは少しも気にならないようだった。


　もちろん、なんの肩かた書がきもなく、最高責任者になるわけにはいかないので、ミラーには少佐の地位が与えられた。


　いや、それだけの働きを、彼はすでに、『忌破り』追撃隊の中で残していた。


　まるでお遊び気分の抜けない……平民がいくら死のうがまるで気にしない、貴族たちなどより、何倍も、何倍も……


　そうしてミラーは、『忌破り』追撃隊の全権を担になうことになる。


　だが、貴族たちは気付かなかった。


　なぜ、ミラーが『忌破り』追撃隊という部署を選んだのかを……


　ミラーという人間を、その能力を、本当に理解していれば、少佐などという地位につけるべきではなかったのだ。


　だが、貴族たちは、気付かなかった。


　ミラーが貴族たちの目を盗ぬすみ、多くの有能な人材を見出し、育て、自分の周りに集め、保ほ護ごしていたことを。


　クラウ・クロム。カルネ・カイウェル。ルーク・スタッカート。


　その他、数え切れないほどの人材が集まり……


　そして、時がきた。


　大きな光が生まれたのだ。


　シオン・アスタールという、大きな光が。


　すべてが変わるほどの、大きな光が。


　しかしそれは偶ぐう然ぜんではない。


　必然。


　貴族たちは、殺し過ぎたのだ。


　貴族たちは、欲よく望ぼうのままに、ふざけすぎたのだ。


　その、貴族たちの歪ゆがみが大きければ大きいほど、ミラーの元に、優ゆう秀しゆうな人材が次々と集まっていった。


　そう、すべては必然だった。


　彼にはすでに見えていた。この国が、貴族たちの手から離れ、根底から覆くつがえる様を……


　そして、その先までも。


　ただ、貴族たちが気付かなかっただけ……


　ミラーという人間を少佐の地位につけた段だん階かいで、すでに、自分たちの命運が尽つきていたことを、気付かなかっただけ……


　そして、革かく命めいが起こるのだが……


　それは、また、別の話。





　とにかくいま、ミラーは部下が持ってきた書類に目を通していた。


　目の前では、少女がこちらの表情をちらちらとうかがっている。


　いや、少女というべきではないかもしれない。彼女は弱じやつ冠かん十六歳さいにして、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たい、隊長の地位にあるエリートだし、そして、中ちゆう尉いでもあるのだ。


　しかし……


　それでもやはり、少女という言葉が似に合あう、かわいらしい女の子だった。


　ミルク・カラード中尉。


　亜あ麻ま色いろのポニーテールに愛らしい童顔。くりくりお目目に直立不動の小こ柄がらな体。


　お世辞にも……自立した、一人前の女じよ性せいには見えなかった……


　もちろん、十六歳で隊長を任されているからには、彼女の能力は抜ばつ群ぐんに高いのだが……


　魔法構こう築ちくの技ぎ術じゆつから理り論ろん、格かく闘とう技術から多面的戦闘技術まで、すべてが常じよう人じんをはるかに上回る能力を有し、その中でもとりわけ高い能力が……


　戦術、戦せん略りやくでの飛びぬけた才能。


　そして、部下の心を一いつ瞬しゆんにして掌は握あくする技術が、優すぐれている……


　いや、それは、天性の才というべきだろうか？


　と、ミラーは渋しぶい顔で、ちらりとミルクと、そして、その後ろについている、彼女の部下たちを見る。


　ルーク・スタッカート。


　リーレ・リンクル。


　ラッハ・ベラリオール。


　ムー・ベラリオール。


　すべて、かつてはミラーの部下だった者たちなのだが、いまは、完全にミルクに心しん酔すいし……というよりは、どこか保ほ護ご者しや的な気分で、彼女に忠ちゆう誠せいを誓ちかっている。


　それどころか……


　この、若わかい部隊の中では、二十五歳という一番の年長で、ミルクの補ほ佐さ役やくでもあるルークが、小声で言う。


（ま～た今日も、少佐は渋しぶい顔してますねぇ～ミルク隊長）


　瞬しゆん間かん、よっぽど、『聞こえてるぞルーク？』と言ってやろうかと思ったが、やめた。


　続いてそれにミルクが、


（う～、やっぱ任にん務む失敗したことを怒おこってるのかな……？）


　言って、ミラーの顔をこっそり見つめてきて、それに、ミラーはあわてて書類に目を戻もどす。


　するとまた、さらに小声でルークが、


（あれですよ隊長。今回の任務の失敗は、私たちのせいじゃないんですから、小言言われても気にしなくていいんですからね？）


　なんてことを言っていて……


　ミラーはそれに、内心苦く笑しようするのだ。


　そう。ミルクの能力のすごさは、これだった。


　かつての革命で……いや、革命以前ですら、ルークはこれほど、甘あまい男ではなかったはずなのだ。


　一見、ひょろ高い長身と、いつもにこにこと笑っている優やさしげに見える風ふう貌ぼう……そして、あたりの柔やわらかい口調に騙だまされそうになるが……


　このルーク・スタッカートという男は、信じられないほど有能な男だった。


　その、いつも笑顔の甘い表情からは想そう像ぞうもつかないほど、冷静に、そして、冷れい徹てつに、任務を遂すい行こうする。


　初めてその才能を見つけたとき、ミラーは心の中で歓かん喜きの声すら上げたものだ。


　その能力は、同時期に見つけたあの、紅こう指しのクラウ・クロムすら凌しのぐかもしれない。


　もちろん、戦闘能力では、圧あつ倒とう的に劣おとるだろうが……


　だが、あのすべての状じよう況きようにおいて冷静さを保たもつ能力……


　敵てきの力を計り、あらゆる状況で勝利する術すべを見つける能力。


　それは、信じられないほどのものだった。


　その意味では、いくらこの、ミルク・カラードが優ゆう秀しゆうだと言っても、その比ひではない。


　ルークは、一種の天才だった。


　にもかかわらず……


　彼は、ミルクに組手で負ける。


　彼は、ミルクのことになると、簡かん単たんに冷静さを失う。


　そして、ひどく甘くなる。


　いまも、ルークの顔を見ると、まるで愛いとしい我わが子を眺ながめているような、完全に骨ほね抜ぬきになっている表情で……


（相手が強つよ過すぎたんです。あの強さはほんとむちゃくちゃですって。まあ、報ほう告こく書しよを読めば、この任務から外されるでしょうが……）


　いま読んでいる、ミルクが提てい出しゆつした報告書とは別に、ルークが提出してきた報告書には、いま、彼らが追いかけている、ライナ・リュートという男がなにやら、


『お年頃であるミルク・カラード隊長にとって、非ひ常じように危き険けんである。保護者としては、心配で、夜も眠ねむれない』


　などという、わけのわからないことが書かれていて……


　いったい、あのルークになにが起こったのか……？


　理り解かい不能な事じ態たいに、ますます顔が渋くなるミラーだった。


　いや、しかし、ラッハ、リーレ、ムーの、三人も、彼女に心酔しているわけだから……


　もしかすると、それがこの、ミルク・カラードという少女の、能力なのかもしれない。


　少々特異な能力だが……


　とそこで、ミルクがやはり小声で、


（そ、それはだめよ。私がライナを捕つかまえなきゃいけないんだから。だ、だってだって、私、昔ライナと約束したんだもん。なのにライナったらあの美人と駆かけ落ちだなんて……だからあの浮うわ気き男は私が捕まえるの）


　果たして本気で、その声の大きさで、こちらに聞こえてないと、思っているのだろうか？
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　とそこで、


（…………いや、そうは言ってもですね隊長。実じつ際さい問題、私たちの手には到とう底てい負え……）


　ルークがそこまで言った瞬しゆん間かん、


「やーだ～!!　絶ぜつ対たい私が捕まえるの!?」


（って、しー！　しー！　そんな大きい声だしちゃだめでしょ隊長！　ここがどこだか分かってるんですか!?　少佐の部屋ですよ！）


（あう！　そうだった！　ごめんルーク。き、聞こえてないかな……？）


　なんて会話……


　それにミラーはもう、声の大きさに関して、文もん句くを言うのはあきらめた……


　彼は思わず苦笑いを浮うかべて、


「ふぅ……あいかわらず君は元気がいいね……カラード中ちゆう尉い」


「は、はい。おかげさまで！　ミラー少佐こそあいかわらず顔が渋……」


　とそこで、どんっと後ろからルークに叩たたかれて、ミルクは口ごもる。そして、


「えっと、じゃなくて、んと、ミラー少佐も……その、お元気そうで」


　なんてことをやりながら、ルークはにやにやと笑っている。


　いつものにヽこヽにヽこヽではなく、にヽやヽにヽやヽだ。


　彼は、ミラーのほうを見て、こちらの反はん応のうを楽しんでいるのだ。ルークはきっと、自分たちの小声の会話が聞こえてるのも、知っているだろう。


　ちょっと見ない間に、嫌いやな奴やつになったものだと、ミラーは内心苦く笑しようした。


　だからこそ、ミラーは報告書に目を戻もどして、


「挨あい拶さつは抜ぬきだ。で、実際問題、この『忌いみ破やぶり』は君たちの手には負えないわけだな？」


　そう、言いながらも、当然、負えるわけがないことを、ミラーはよく知っていた。


　王がミルクをミラーの元へつれてきて、そして、


『このライナって奴を、ミルクに追わせてくれ。きっとおもしろいことになるから』


　などと言われたものの、ミラーが調べた限かぎり、このライナ・リュートという男、そして、それに同行しているフェリス・エリスという女剣けん士しの経けい歴れきは、とんでもないものだった。


　ライナ・リュートは、最強の戦せん闘とう機械を作ろうとした、かの、ローランド三○七号特とく殊しゆ施し設せつの生き残りという経歴だけではなく、その施設では、伝説と言われるまでの成せい績せきを残している男だった。


　おまけに、すべての魔ま法ほうを操あやつる者にして……


　大虐ぎやく殺さつ者しや……


『複アルフア写・ステイ眼グマ』保ほ持じ者しやときている……


　さらにそれに同行しているのが、あのエリス家の娘むすめとなれば……


　いくらルークがついてるとはいえ、あまりに荷が重過ぎる。


　なにせ、この二人組の『忌破り』たちは、ネルファ皇こう国こくの魔ま法ほう騎き士し団だんすらたった二人で、退しりぞけてしまっているのだ。


　魔法騎士団といえば、表向きには、その国の最強の部隊ということになっているというのに……


　これほどの、言ってみれば、戦せん闘とうの化物を追いかけるというのは、無む謀ぼうにすぎる。


　通常ではありえないことだ。


　そう。通常では、ありえないこと。


　だが……


「どうなんだね？　君たちの手に負えるのか、負えないのか？」


　するとミルクは当然のようにうなずいて、こう言った。


「もちろん！　こんな任にん務む楽勝です！　前回はたまたま、ネルファの魔法騎士団に邪じや魔まされましたが……」


　その言葉に、ルークたちがあわてた。


「ちょ、ちょっと隊長？　なにを言いだすんですか!?」


　続いてムーが、


「む、無理ですよ。あんな化物みたいに強い『忌破り』を相手に……ここは任務から外してもらったほうが……」


　しかしそこで、


「ああもう！　黙だまりなさい！」


　びしっと指を部下たちに突つきさし、ミルクが言う。


「今度は絶対大だい丈じよう夫ぶなの！」


「って……それはどういう根こん拠きよで……？」


　すると、ミルクは一つうなずき、真しん剣けんな顔で、


「だってまえのときは私本気出してなかったんだもん……私だって……私だって本気だせばライナの一つや二つイチコロなんだから！　あんな、ちょっと美人なだけの女にとられたりしないの！　そうでしょ？　ルーク？」


「え？　いやそれはその……そうですが……」


　それに、ミラーは苦笑した。ルークは、ライナという男に、ミルクを会わせるのを、ひどく嫌いやがっているのだ。


　だからこそ……


　ミラーは、少しだけにやりと笑って一つうなずき、


「なるほど。ルークまでがそう言うなら、きっと大丈夫なんだろうな」


「え、あ、いやあの……」


　そのときの、こちらを見るルークの間ま抜ぬけな表情。


　それもまた、ミラーが初めて見るような表ひよう情じようだった。そのまま、ミラーは、


「よし。なら今後もこの任務はミルク・カラード『忌破り』追つい撃げき部隊に任まかす」


「あう……」


　そこでルークは、ミラーが小さく笑えみを浮うかべているのに、気付いたようだった。


　それにミラーは、私をからかうなど百年早いぞと、さらにもう少し、笑みを強くする。


　しかし、おそらくは、付き合いの一番長いルーク以外、いまのミラーの表情の変化になど、気付かなかっただろうが……


　普ふ通つうの人間が見れば、しかめられた表情がいつもより少し緩ゆるんだかな？　というくらいにしか、見えなかった……


　とにかくまあ、それにルークはがっくりとうなだれていて……


　続いて、ミルクを見ると、彼女はなにやら闘とう志しに燃もえた瞳ひとみで、


「よーしライナ！　待ってなさいよ！　そうと決まったらルーナ帝てい国こくへさっそくしゅっぱぁつ!?　ルーナは同どう盟めい国だから入国も簡かん単たんだしね！　じゃあいこ！」


　そして勢い込こんで部屋を飛び出していく。その背せ中なかを見送ってから、ルークは部下にミルクを追いかけろと合図をする。


　すると三人はうなずいて、


「待ってください隊長ぉおお！」


「ちょ、せっかくローランドに戻ってきたんだから、どっかに遊びにいきましょうよ隊長！」


「あ、私が新しくできた料理の店の情じよう報ほうを仕入れてありますから、とりあえずそこに、いってみませんか？」


　なんて言いながら、騒そう々ぞうしく出ていく。


　そんな部下たちを見送ってから、ルークが一つ、また、ミラーが見たこともないような表情でため息をつくので……


　ミラーは笑った。


　するとルークが、ちょっと憮ぶ然ぜんとした表情で、


「しかしミラー先せん輩ぱい。さっき、楽しんでたでしょう？　私が書いた報告書を見なかったんですか？　あきらかに、あのライナ・リュートという男は、ミルク隊長には不適てき切せつな相手ですよ？　もっとこう、ミルク隊長には、優やさしくて、働き者で、まじめで……」


　またもそんなことを言い出して、ミラーは肩をすくめた。


「だが、それは俺おれが決めることじゃない。カラード中ちゆう尉いが決めるか……もしくは……」


　それにルークは顔をしかめて、


「シオンさんですか。あの人も、見た目いい人そうだけど、悪戯いたずらが好きだからなぁ……今度、ちょっとそのことについて報ほう告こく書しよを出しますから、ミラー少佐、ちゃんとシオンさんに渡わたしてくださいよ。ミルク隊長には、まだ、恋れん愛あいは早いですよ」


　言って、何度も一人で納なつ得とくするようにうなずく。


　そんな親ばかぶり炸さく裂れつのルークに、ミラーはもう、言葉もなかった。


　とそこで、ルークが、


「……それで、いま、シオンさんのほうは、どうなってますか？」


　今度は、さっきのような、おちゃらけた声こわ音ねじゃない、まじめな口調。


　それにミラーは、


「……いろいろと、厳きびしいようだな。昨夜、また、俺に昇しよう進しんしてくれないかという打だ診しんをしにきたよ」


「へぇ。今度は、どの役ポス職トに？」


　その言葉に、ミラーは顔をしかめて、


「それが、ローランド軍、すべてを、統すべて欲ほしいときた」


「うわ、今度は元げん帥すいですか？　いいじゃないですか。ミラー先輩が治めるローランド軍……いま、貴き族ぞくを除のぞいた誰だれもが望む形ですよ。あなたなら、みんなが納なつ得とくするでしょう？」


　という言葉に、ミラーはますます顔をしかめる。そして、


「おまえ、俺がそれを断ことわったと知ってて言ってるだろ？」


　それにルークはにんまりと笑い、


「そうですね。あなたは、出世を望むような人じゃないから。いや、ここには、先輩が必要ですからね。ヘタに他の者に変わって、『忌いみ破やぶり』を見み逃のがせば……また、戦争に発はつ展てんしかねな……」


　が、そこでミラーはルークの言葉を遮さえぎって、


「俺がここに留とどまるのは、そういう理由だけじゃない。ここを任まかせられる人材は、他にもいくらでもいる。おまえや、リーレ……王もそう言ってきた。リーレにこの、『忌破り』追撃隊の責せき任にん者しやを任せ、俺を元帥に、クラウと、おまえを中ちゆう将じように、だそうだ」


　それに、ルークの表情が急にこわばり、


「うあ……お、俺もですか？」


「…………冗じよう談だんでは、すまない話だぞ。それだけ、人材が足りていないということだ。だが、俺はここを離はなれるわけにはいかない。おまえや、リーレたちもだ。目立つ役職につけば、できないことも、それだけ増ふえる。だが、下には下の視し点てんがあるはずだ。俺たちは、下でローランドを支ささえなければならない……ま、そのために、クラウには苦労してもらうことになるけどな」


　それに、ルークが笑って、


「あ、じゃあ元帥は、クラウがやるんですか？　あいつ、ごねてるでしょう？」


　するとミラーも笑って、


「どうかな？　発表されたのは、今朝だからな。まあ、あいつの性せい格かくからして、シオンのところに怒ど鳴なりこんだだろう」


　それにルークも楽しげに笑って、


「それで、シオンさんに反はん論ろんできない理由をつけられて、あっさりまるめこまれると……いつものパターンですね。ですが、あいつならまあ、あなたほどじゃないにしても、ローランド軍も、いい方に向かうんじゃないですか？」


　それにミラーはうなずいた。


「だが、問題は……」


「……貴族たち……ですか。ついに、シオンさんは、始めるみたいですね。ま、俺としては、少し遅おそいくらいのような気がしますが？　腐くさった貴族たちを、さっさと追いださなけりゃ、もう、この国は保たもてないでしょう。粛しゆく清せいでもなんでも、すればいいんです」


　なんてことを言うルークの顔を、ミラーは見つめて、


「……おまえ、昔よりさらに、貴族が嫌きらいになったか？」


　それにルークは、


「ミラー先輩も、嫌いでしょう？　あいつらは、考えなしに、すべてを奪うばっていく。この『忌破り』の中で、貴族が嫌いじゃない者なんて、いないでしょう。おまけに……」


　とそこで、今度こそルークは、怒おこったような表情になって……


「ミルク隊長が、いっぱいあいつらにいじめられてるんです！　あんな明るい子が……俺たちと仲良く朝食を摂とるだけで、『こんなみんなで食事中に話したことなかったから』なんて言い出して泣くなんて……いったい、あいつら、ミルク隊長になにをやったのか……もう、そのことを考えるだけで悔くやしくて、たまに夜も眠ねむれなくなるくらいで……なのに、ミルク隊長は自分の……いや、自分を買った、家族のことを、恨うらんでないときてるから……ああもう！」


　なんてことを言って……


　またそれか……と、ミラーは呆あきれたように首を振った。もう、最近のルークは、二言目には、ミルクのことばかりなのだ……


　だが……


「ふむ。士官学校を優ゆう秀しゆうな成せい績せきで卒業したエリート。ミルク・カラード中ちゆう尉いか……貴族の娘むすめのわりには、気安いな。おもしろいじゃないか」


　するとルークはその言葉に、当然とばかりにうなずいて、


「……彼女は俺たちと同じで、元孤こ児じですからね……そして、養子に入った。貴族どものほんとの子こ供どもの身代わりに、軍部で功こう績せきをあげる人形として……でも、そのわりには、信じられないほど、いい子だ」


「ああ……しっかりお守りしてやれよルーク。ああいう若わかい世代がローランドの未来をしょって立つんだからな」


「え？　いや、俺もまだ若いつもりなんですがねぇ……ミラー先せん輩ぱい」


「十六にくらべれば十分おっさんだろう」


「じゃあ三十越こえてる先輩は年とし寄よりですね」


「む……」


　と憮ぶ然ぜんとした表情でミラーは顔をしかめた。それを見てルークは舌したを出して、


「おっと。んじゃ怒られる前に退たい散さんするかなっと」


「ああもうはやくいけいけ。俺だって仕事が山積みなんだからな。あ、それと、おまえらミルク・カラード部隊は、しばらく休きゆう暇かだ。せっかくひさしぶりにローランドに戻もどったんだ。しばらく、羽を伸のばせ。だが、くれぐれも王にだけは気をつけろよ？　顔を会わせると、出世させられるぞ？」


　という言葉に、ルークは肩をすくめて、


「わかりました。シオンさんには、気をつけます。さてと、じゃあうちのお姫ひめ様さまを追おうかね」


　と、部屋を出ていきながら、腕うで組ぐみをして……


「しかし、休暇か……休みだからといって、あまり乱みだれた生活をするのは、子供にはあまりよくないというしな……むむ。これは難むずかしいぞ。リーレたちとも相談して、この休暇がミルク隊長にとって、楽しく、ためになるものになるようなスケジュールを立てなければ……となるとやはり、キャンプとか……」


　なんて、一人ブツブツ言いながら姿すがたを消したりして……


　それにミラーは……


「……………………まったく」


　また、ため息をついたのだった。





　　　　◆





　その後ミルクは、ルークが考えてくれた『楽しい夏休み計画』のもと、毎日をハイキングやらカレーパーティーやらと楽しい休暇を過すごした。


　しかし、そんな間にも世界は動いていく。


　それはまず、ローランド内でも大きな力を持っている貴き族ぞくの元から始まった。


　その貴族の邸てい宅たくを、暗殺者が襲おそったのだ。


　幸い、その貴族は暗殺者を撃げき退たいし、問題には発はつ展てんしなかったが……


　その後もあらゆる貴族たちのもとへ、暗殺者が現あらわれ……


　やがて、その暗殺者はミルクの実家……


　いや、ミルクを買った貴族、カラード家にまで現れて……


　ローランド内に、どんどん不ふ穏おんな空気が広がっていく……


　しかし、その暗殺者たちが、誰一人として貴族を殺さなかったことに気付いた者が、どれくらいいただろうか？


　多くの貴族たちが暗殺者に襲われながらも、誰も、死なない……


　まるで、死なない。


　その出来事の奇き異いに、違い和わ感に、気付くことができた者は、どれだけいただろうか？


　そう。


　誰一人として、死ななかった。


　犠ぎ牲せい者は出なかった。


　だが……





　その情じよう報ほうを見て、ミラーは目を細めた。


　そして、


「…………ついに始まったな。粛清が……」


　そのまま書類を机つくえの上におくと、ため息をついてから部下を呼よび寄せ……


「ルークたち……いや、ミルク・カラード追つい撃げき隊は、いまどうしてる？」


　それに、部下が、


「ルーク先輩たちはいま、城じよう下か町まちのどこかでバザーがやっているとかで、出かけていますが……」


　すると、ミラーはうなずいて、


「すぐに呼び戻せ。仕事にいかせる」


「え、でも、ルーク先輩たちの休暇はまだ残って……」


　が、ミラーはそのまま首を振って、


「もう一度言うぞ。呼び戻せ。ごねるようなら、ルークにこう言ってやれ。『いま、ミルク・カラードはこの国にいてはいけない。さもなければ、騒そう動どうに巻まき込こまれるかもしれないぞ』ってな」


　それに、部下は不思議そうな表情で、


「は？　騒動？　いったい、なんの話……」


　が、そこでミラーが眉み間けんにしわを寄せると……


「で、では、いますぐルーク先せん輩ぱいに伝えてきますです。はい」


　言って、部屋を飛び出していった。


　それを確かく認にんしてから、ミラーは再ふたたび机においた書類を手に取り、眺ながめて……


　小さく、ため息をついたのだった。





　　　　◆





　ここで、時間は少し、戻る。


　それはまだシオンが、ノアが襲われたという報告を聞いたばかりのころ……


　ローランドからは、はるかに離れた場所の、それも山の中を、すごい勢いきおいでライナたちは走っていて……


　その速さときたら、とんでもなかった。


　通つう常じようの人間が、まったく障しよう害がい物ぶつのない、平地で走るのよりも、さらに速く、山の、それも、木々が乱らん立りつし、枝えだが飛び出し、足場も悪いうえに……視し界かいの悪い夜にもかかわらず、彼らは走りまくりながら……


　ライナが、言う。


　もう、ちょっと腹はら立だたしげな声こわ音ねで、


「しっかし、どう思うこれ？　こんな夜中にさ、山なんか登っちゃって……ああもう、絶ぜつ対たい俺ってば、最近働き過ぎだって。はぁ……きっと、王シオンの野や郎ろうは、王様の特とつ権けん使いまくって、超ちよう高級ベッドで、寝ねまくってんだろうなぁ……」


　と言われたときのシオンは、三十時間ぶりの睡すい眠みんすら、邪じや魔まされたところだったりするのだが……


　そんなことは当然、ライナは知らない。というより、知っててもなにかにつけて、文もん句くを言うだろうが……


　それにフェリスもうなずいて、


「……最高のベッドに、最高のだんご……うむ。さっきは、神になるのもいいと言ったが、王も悪くないな。退たい屈くつしたら、おまえのような変へん態たいを呼び出して、世界中をまわってこいと、いじめることもできるしな」


「って俺、いじめられてんのこれ？　そうなの？」


「ん？　違ちがうのか？」


　と、もう一度問われて……それに、ライナは器用に走りながら腕組みをして……


「ああ、いじめられてんのかも……なんか、足とかすっげぇ疲つかれてきてるしな……ってか……」


　とそこで、やっと、足を止める。そして、木こ蔭かげに隠かくれて……


「はぁ……やっと、ついたな。ったく、遠いったらねぇ。なにもこんなところで、悪あく魔まの研究なんて、やらなくてもいいのにさ。んで……」


　と、ライナは木蔭から、顔をだして、前方を、のぞきこむ。


　するとそこでは、たくさんの篝かがり火びがたかれていた。


　山の中に作られた、広場。


　そこは、けっこうな広さだった。はっきり言って、こんな広場を山の中に作るだけでも、かなりの金と労力が必要だっただろう。


　大量の木の伐ばつ採さいに、整地……


　しかし……


　フェリスがそれに、


「だが……もしも、本当に例のあヽれヽならば、たしかに、周りに破は壊かいされて困こまるものがなにもない、こういう場所でやる必要があるだろう」


　それに、ライナはうなずいて……


「…………そうだな。そういう意味じゃ、山が、一番適てき当とうかもな……んで、そのアルアとかってガキは……」


　と、再び、広場を見る。


　そこには、かなりの数の、兵の姿すがたがあった。


　人数にして、三十はくだらないだろう。


　それも、その三十人は、ただの雑ぞう兵ひよう三十人ではない。その身のこなしが、熟じゆく練れんの兵たちだということをうかがわせる。


　いや、それどころか、その中の数人は……


　通常の鎧よろいとは違う……触ふれれば切れそうなほど鋭するどい、円月のような形の輪がいくつも組み合わされた鎧を着こんだ数人は……


　その目立つ鎧と、そして、他の者とはあきらかに、出している雰ふん囲い気きが違っていて……一見して分かる。


　ライナは顔をしかめて言った。


「あ～……ありゃ、魔法騎き士し団だんだろ……」


　魔法騎士団……


　それは、その集団が現あらわれるだけで、戦せん況きようが一変してしまうと言われているほどの強さを誇ほこり……


　その国の強さをあらわすバロメーターとして用いられるほどの……表向きには、その国最強の部隊だ。


　そんなものまで、そこにはいて……


「こりゃ、しんどそうだなぁ……」


　ライナはうめくように言った。


　はっきり言って……ライナと、フェリス、二人だけでは、かなり厳きびしい相手だった。それも今回は、少年を救い、さらにはその少年を守りながら戦うことになる……


　さらにはただでさえ、ルーナは長年同どう盟めい国だっただけに、戦争もしておらず、魔法がどんなものなのかがわからないし……


　おまけに、信しん仰こう心しんがなければ、その魔法が使えないとなると、ライナの『複アルフア写・ステイ眼グマ』で、魔法を奪うばい取ることもできない……


　そこに、魔法騎士団までいるとなると……などなど、悪い要素を並ならべれば、それこそいくつでも並べられて……


　ライナは、急にあきらめたような表情になって、


「ああ、無む理り無理。もう、帰ろーぜ。こんなん絶対……」


　が、そこでフェリスが、ライナの口に手を当て、


「少し、黙だまれ。きたぞ。あれだろう？」


　なんてことを言ったので、再びライナも、その方向を見る。


　そして……


「…………」


　言葉は、出なかった。


　目の前の光景。


　それが、あまりにもひどくて……


　現れたのは、ライナと同じような黒くろ髪かみの、まだあどけない、少年だった。


　その少年が、切り取られた大きな木に、鎖くさりで縛しばり付けられていた。そして、そのまま、木ごと転がされている。


　ぐるぐると、少年の重さの、三倍はありそうな木に、何度も、何度も踏ふみ潰つぶされて……そのたびに、少年は悲鳴を上げるが……


　しかし、木の回転は止まらない。


　一人の、この場所では、唯ゆい一いつ鎧を着こんでいない男が、笑いながら、今度は少年の頭を蹴けりつけてから、靴くつを、口の中へとねじ込み、


「ほら、早く暴ぼう走そうして見せろよ、この悪あく魔まめ。まったく、おまえのことを報告して、昇しよう進しんしたはいいが……毎日毎日、こんなクソみたいな山やま奥おくにこもらされて研究なんて……ついてないよ。それもこれも……全部おまえのせいだ！」


　言って、また、頭を蹴りつける。


　血が、舞まう。口を切ったのだろう。口から、血ち飛しぶ沫きが飛び出して……しかし、それを楽しむかのように、何度も、何度も、何度も、貴き族ぞくは少年の頭を蹴りつけ……


　少年の意い識しきは、もう、朦もう朧ろうとしていて……痛いたみを感じてないようだった。


　すると男は、バケツに水を持ってこさせて、少年の髪かみの毛をつかんで、顔を無理矢理それにつけさせると……


「あう……あ、うあぁ……」


　少年は気がついたのか、もがきはじめ……しかし、男は顔をまだ、水に押おしつけ続けていて……


　もがく。


　もがく。


　しかし、まだ、押しつけたまま……男は、笑っていた。


　笑って、


「おお、悪魔がもがいてるぞ。苦しいか？　苦しいのか？　じゃあ、俺にお願いしてみろ。おまえのような呪のろわれた悪魔を退たい治じする、聖せい人じんチェゾ・カルティ様、お救いくださいってな！　言わなきゃ、死ぬぞー？」


　言って、また笑う。


　しかし、少年が、水に顔がつかったまま、そんな言葉を言えるはずもなく……


　だんだん、動きが弱々しくなってきたところで、バケツごと、カルティは頭を蹴り上げて、


「は！　つまらん！　さっさと暴走しろよ！」


　そんなふうに、怒ど鳴なりつける。


　滅め茶ちや苦く茶ちやだった。


　少年が連れ去られて……もう、八日たっていると、村で出会った少女、ククは言っていた。


　八日。


　もう。八日も、こんなことが、続いているのだ……


　それに、ライナは……


「…………」


　怒いかりは、感じなかった。


　ただ、体が、震ふるえる。


　突とつ然ぜんのことだった。


　ただ、体が、震える。


　その感覚を、知っていた。


　この光景を、見たことがあった。


　男が……


　男が……


　自分を殴なぐりつける。


　蹴りつける。


　食事は与あたえられない。


　化物に、食事など、必要ないだろうと、笑われる。


　糞ふん尿にようをかけられる。


　死ぬ寸すん前ぜんまで、首を絞しめられる。


　目の前で起こっている出来事。


　それは、すべて、知っている出来事で……あまりに、あまりに……


　そして、その後、どうなるかも、ライナは知っている。だから、震えた。


　横から、


「おい、ライナ。落ちつけ。いま、飛び出していっても、あいつは助けられない。作戦を練るんだ。まず、私が……」


　が、そこから先は、聞こえなかった。


　だって、これから起きることを、知っているんだから。


　嫌いやだ……


　そう思った。


　もう、見たくない。


　嫌だ。


　助けてくれ……


　目の前の少年に向かって、男が言う。


「くそ。自分が傷きずつけられるだけじゃ、やはり、暴走しないか。だが……これは、どうだ？」


　そして、その顔に浮うかぶ、嫌らしい笑み。


　それも知っている。


　まず初めに、少年の前に、全ぜん裸らの、傷きずだらけの女の死体が、ごろりと出されて……


　それを見た途と端たん、いままで、苦く痛つうの声しか上げなかった少年が、


「か、母……うわあああああああああああああああああっ!?」


　それは、悲鳴じゃなかった。信じられないほど大きな、絶ぜつ望ぼうの声。


　しかし、男は笑っている。


　笑っている。


　笑って……


　それを見ると、再ふたたび、思い出す。


　ライナは、ただ、震えていた。


　あいつらの、笑み。


　嫌らしい、笑み。


　すべてが同じだった。


　そして、思うのだ。


　殺したいと。


　こいつを、こいつらを、この国のすべてのやつらを殺したいと……


　だが、それは……


　とそこで、男はさらに笑い、


「ほら、おまえのせいで、死んだ。おまえの母親は、おまえが悪魔だから、死んだんだ。ってことは、悪魔を生んじまった罪つみ深ぶかいおまえの父親も、死ぬ必要があるよなぁ？」


　言うと、今度は、父親が兵に連れられて、出てきて……


　こちらは、まだ、生きていた。やはり、体中傷だらけで、かなり憔しよう悴すいしてはいるが……


　少年の姿すがたを見るなり、


「あ、アルア!?」


「父さん！」


　二人は、叫さけんだ。


　少年が、


「か、母さんが……母さんが僕ぼくのせいで……」


　しかし、少年の父親は大きく首を振って、


「おまえのせいじゃない！　おまえのせいじゃ……こいつらだ。こいつらが、狂くるってるんだ。絶対に、おまえのせいじゃない。だから、こいつらの思いどおりになんか、なったらだめだ、アルア。おれが殺されても、気にするな。おまえは生きるんだ。暴走して、人間じゃなくなっちゃ……」


　そんな会話。


　そんな光景。


　すべてを、見たくなかった。


　もう、何度も見たよ。


　だから、これ以上……俺おれを苦しませないで……


　と、その瞬しゆん間かん、


「ライナ！」


　頭に、強い衝しよう撃げきが走って、


「あ痛!?　って、へ？　えっと……」


　ライナは呆ぼう然ぜんとした。


　するとなぜか、いつの間にやら剣けんを抜ぬいていたフェリスが、再びそれを振ふりかぶって、


「よし。まだ、ぼけぼけと寝ねぼけているようだな。なら、今度は刃の部分で頭をスパっと殴なぐりつけて……」


　が、そこでライナはあわてて、


「って、スパってのは、殴るときの音じゃないだろ！　死ぬからやめろって！」


　なるべく小さく声をひそめながら怒鳴ってから……


　再びまわりを見まわして……


「ってか……俺……いまなにを……」


　するとフェリスは、ライナの顔を見つめて、それからしばらく無言になってから、一つうなずくと、


「ん。問題ない。変へん態たい特有の、いつもの白はく昼ちゆう夢むだ。おまえのことだ、また、いかがわしい妄もう想そうでもしていたんだろう」


　それに、


「ンな!?　だから、なんでおまえはいつも、そういう……」


　が、フェリスはそれを遮さえぎって、


「黙れ。それより、時間がない。あの少年の父親が、おまえと同類の変態マスターに、殺されようとしている。もう、作戦を練っている暇ひまは、ないな。強行突とつ破ぱする」


　なんて言って、走り出して、それにライナは呆ぼう然ぜんと、


「って、へ？　あ、おい……ああもう、強行突破ったって……こんな大おお勢ぜいの敵てきがいたんじゃ……」


　と、フェリスを追いかけていくと……


　フェリスはもう、ほとんど中央……少年たちがいるあたりまで、敵をなぎ倒たおしながら一直線に駆かけていっており……


「お、俺をおいてくなって……」


　ライナも、大急ぎでその後を追いながら、高速で光の文も子じを描えがき、魔法を生み出して、フェリスの援えん護ごをする。


　これは、ライナが所しよ属ぞくする、ローランド帝国の魔法ではなく、いまはもうない、エスタブール王国の兵と戦ったときに複ふく写しやした、魔法だった。


　これで、もしも、その魔法がどこの国のものかバレても、少なくともローランドとルーナの関係が、悪化することはないだろう。


　あと問題なのは、ライナとフェリスが、ローランドの紋もん章しようがばっちり入った鎧よろいや、武ぶ器きを使っていることだが……それも、虚きよをついたこの攻こう撃げきで、それも、これだけの速さで動いているのだ。


　バレることは、ないだろう。


　とにかく、ライナは、物もの凄すごい勢いで魔法を唱え……


　それに驚おどろいたのは、ルーナの兵たちだ。


　まさか、襲おそわれるとは思ってなかったのだろう。三十人からいた兵たちは、体勢を崩くずし、敵がどこにいて、どんな攻撃をしてきているかも、把は握あくできてないような状じよう況きようで……


「これは、いけるかも……」


　そう、呟つぶやきかけたところで、しかし、ライナは顔をしかめた。


　目の前……


　他の兵たちとは違ちがい、しっかりと、ライナたちの姿をとらえていた魔ま法ほう騎き士し団だんが、こちらの向かっている方向から、狙ねらいは少年だということに気付いたのか……一いつ斉せいに少年へと集まろうとしていて……


　おまけに、


「あ、あいつらだ！　この国の魔法じゃないぞ！」


　などと言って、背はい後ごで、一いつ般ぱん兵へいたちも態たい勢せいを立て直し始めていて……


　ライナは、舌した打うちする。


「くそ、やっぱ強行突破じゃ、そううまくはいかねぇか。これじゃ、親おや父じも、ガキも、どっちも助けられないかも……」


　そこで、ライナは、


「おい、そこのガキの親父！　俺らだけじゃ、おまえら助けられそうにねぇ！　手伝え！　まずその馬ば鹿か貴き族ぞくを殴なぐり倒たおして、ガキの鎖くさり外せ！」


　怒ど鳴なりつけると、それに呆然と倒れていた少年の父親が……


「た、助けて、くれるのか？　……違う、国の…………あ、アルア、いま、助ける!!」


　傷きずだらけの体を、やっと起こして、ふらふらと少年のほうへと向かう。


　幸運なことに、そのときにはもう、貴族は、逃にげてしまっていなかった。


　とにかく、父親は必死に少年のほうへと向かい……


　それに、アルアは、信じられないとばかりの歓かん喜きの表ひよう情じようで……


「父さん！　父さん！」


　父親を呼んで……


　これで、いけるかもしれないと、ライナは思った。父親に鎖をはずさせ、アルアを連れて逃げさせて……その間だけ、なんとか敵を押おさえる……


　できないことは、ないと思う。


　一人じゃ無理だが……


　目の前を、常じよう軌きを逸いつした強さで、まるで嵐あらしのように駆かけていくフェリスを見て……


　ライナは思った。


　フェリスと一いつ緒しよなら、いける。


　そうだ。


　こいつと一緒なら、きっと……


　少年の父親が、叫ぶ。


「い、いま、鎖を外しにいく。絶対に俺が、おまえを助けて……」


　が……


　そこで……


　ごろりと、落ちた。


　父親の首が、ごろりと地面に落ちて……


　ルーナの兵が、血のついた剣けんを手に、立っていて……


　アルアは、それを見てしまった。


　一いつ瞬しゆん、目が、大きく開き……


　そこには、朱しゆの五方星があった。


　ライナと同じ、朱の、五方星。


『複アルフア写・ステイ眼グマ』。


　誰だれもに忌いみ嫌きらわれ……化物とののしられ、悪魔とそしられて……


　そして、そのすべてがどうでもよくなり……暴ぼう走そうすると……


　大虐ぎやく殺さつを生み出す。


　すべてを消そうとする。そんなこと、望んでないのに、すべてを消そうとする。


　そしてそのたびに、深く、深く、胸むねが……


　少年の口が開く。


　そして、


「あ、あ、あああ、ああああ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああははは……」


　が、そこでライナは、


「だ、だめだ。させない。そんなことには、させない。それ以上は、それ以上は絶対、いかせねぇっ!!」


　それにフェリスが、


「いけ、ライナ！」


　目の前の兵たちを、なぎ払はらってくれる。


　前方ではすでに、魔法騎士たちが、ライナへ向けて、なにかしらの魔法を唱え始めているが、それも、ライナは気にしない。


　一直線に、少年へと向かって走り、途と中ちゆう襲いかかってきた、アルアの父親を殺した兵士の顔面に拳けん打だをたたきこんで殴り倒し……


　そして……


　まるで、悲鳴でも上げるかのように、笑い続ける少年の目を……目で増ぞう殖しよくを始めようとしている五方星を消すように、まぶたを閉じさせ……


　そして、腹はらに拳こぶしをたたきこむと……


　少年の笑い声は、止まった。


　少年が動かなくなった。


　それに、ライナは振ふり返り、


「やった。フェリス、やった。止めたぞ、俺。こいつの暴走を……」


　が、フェリスはそれに、一気にこちらへと駆け寄ってきて、剣を一いつ閃せんする。すると、少年にからまっていた鎖があっさりと切せつ断だんされて……


「ライナ。子こ供どもを抱かかえろ。逃げるぞ。いまのこの状じよう況きようでは……」


　それにライナはうなずいて、


「わかってるよ。勝てないよな……」


　それに、数人の魔法騎士たちが、


「貴き様さまら……その悪あく魔まを、おいていけ。それは、我われ々われの研究材料だ。おいていかねば、悪魔の仲間とみなされ、神の罰ばつが貴様らに下るぞ……」


　なんて言ってきて……


　それに、


「ああ？　……神の……罰……だと？」


　ライナは一瞬、そちらへと向いた。


　彼の目には、やはり……少年と同じ、朱の五方星が浮ういていて……


　魔法騎士たちは、驚おどろきの表情で、


「な、お、おまえも……悪魔の仲間か……」


　が、それにライナは、相手をにらみつけて、


「……てめぇら……いま、神の…………罰って言ったか？　こんな目だから、俺おれたちには、神の罰が、下るって……？　おまえらは、どんだけひどいことやっても、一向に罰があたらないのに、俺たちは、こんな目のせいで、神罰が下るってのか？」
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　とそれに、横からフェリスが、


「……おい、ライナ。話している暇ひまは、ないぞ。いまは、引く。こないなら、おいていくぞ」


　再ふたたび、走り始める。


　もう、一いつ般ぱん兵では、彼女に近づく者がいないほどの、圧あつ倒とう的な強さを見せており……


　ライナは……


「くそ」


　そのあとをついて、走り始める。


　そのまま、走りながら……


　少年を右手で抱え、左手で、片かた目めを、押さえつけながら、何度も……


「くそ、くそ、くそ、くそ……」


　うめいた。


「いったい、なんなんだ。いったい、なんなんだよてめぇらは…………俺たちに、神罰を下すだと？　それなら、なぜ、こんな俺を作った？　神がいるなら、答えてみろ。


　なぜ、こんな俺を作った？　わざわざ生みだして……もてあそんだあげく、神罰を下すためか？　……


　ふざけるなよ！


　俺は、おまえらのおもちゃじゃない。


　俺たちだって……生きてるんだ。


　俺たちだってこんな……悪魔に……化物に生まれたかったわけじゃないんだ……


　俺たちだって……俺たちだって好きで、こんな目をしてるわけじゃないんだ……」


　そこで、目を押さえつけた手に、ぐぐっと力が入る。


　また、思い出す。


　化物と呼ばれた。


　化物と呼ばれて、忌いみ嫌きらわれ……


　嫌だった。


　化物と呼ばれるのはもう、嫌だった。


　なのに。好きだと思った人を、優やさしくしてくれた、すべての人を、傷きずつけてしまう。


　そんなこと、したくないのに。


　そんなこと、したくないのに。


　もう、誰も傷つけたくないのに。


　なのに……


　自分は、化物だから……


　手が、震ふるえる。


　目を押さえた手が、震えて……


　それから、自分の忌まわしい瞳ひとみから、涙なみだがこぼれていることを知って……


　その瞳で、腕うでに抱えた少年を見つめた。


　そのときの彼の表情は、ひどく弱った、悲しげな表情で……


「……それとも、俺たちが、悪いのかな？　…………………この国に、神様ってのが本当にいるなら、頼たのむから、教えてくれよ……」


　彼はそう、小さく呟つぶやいたのだった。


















　　第四章　なのに、増え続ける痛み










　再び場所は、ローランド帝てい国こく。


　シオンが、ほとんどの重要な役やく職しよくを自分の子こ飼がいの部下たちに任にん命めいするという……大おお幅はばな人事改かい革かくを行ってから、数日……


　何事もなく、平へい穏おんな時間が過すぎていた。


　本当に、なにごともなく……


　危き惧ぐされていた、強ごう引いんな人事異い動どうに対しての、貴き族ぞくたちの反はん乱らんなどもなく……


　それどころか、貴族たちは、抗こう議ぎにすらこなくて……


　怖こわいほどの平和。


　そんな中、シオンはここのところ、部屋に閉とじこもったまま、日々上がってくる書類の山と格かく闘とうし続けている。


　定期的に仕事の邪じや魔まをしにきていたクラウやカルネ、ノアやエスリナたちも、突とつ然ぜんの昇しよう進しんや部ぶ署しよの移い動どう、仕事の引ひき継つぎに忙いそがしく……ここのところは、まるでシオンのところにやってこなかった。


　特にクラウなどは、ローランド軍、すべてを取り仕切る役目を背せ負おわされて、今回の大人事異動にともない発生した、大量の書類仕事に忙ぼう殺さつされる、なんていう、慣なれないことをやらさせられているらしく……


　とそこで、シオンはまた一枚まい、書類を読み終わり、それについての指示と、サインを終えると、次の書類へととりかかる。


　するとそれは、ローランド帝国元げん帥すいから提てい出しゆつされてきた書類で……


　そこにはこうあった。


『俺にこんなつまんねぇ役目背負わせやがって。てめぇ、シオン、ぜってぇ殺すからな！　今回の引継ぎの仕事が終わったら、ぜったい殺しにいく』


　などと、まるで脅きよう迫はく状じようまがいのことが書かれており……


　見る者によっては、青ざめるような内ない容ようだったが……


　それにシオンは笑って、


「あ～、クラウも、ずいぶん苦労してるみたいだな。よし……」


　と、その書類に、


『おまえの仕事が終わって殺されるのは困こまるから、俺の書類仕事を少し、わけてあげよう。楽しみにしててくれ』


　そんなことを書いて、それから、クラウにあとでやってもらう予定だった、元帥のサインも必要な軍の今後についての計画書やらなにやらの書類の束たばを机つくえから取り出すと……


　それをどさっと、クラウ宛あての書類を載のせた棚たなへと移うつして……


　シオンはにやりと笑った。


「さて、これでまた、怒ど鳴なりこんでくるかな？」


　なんてことを言いながら……


　少し、書類の手を止めた。


　それから、窓まどの外を見る。


　この執しつ務む室しつからは、ローランドの帝都、レイルードが、見み渡わたせる。


　その都を、ちらりと眺ながめて……


　平和だった。


　ここ数日は、予想していた事じ件けんがまるで起きることなく、平和そのものだった。


　そして……


　静かに、静かに……


　しかし、物もの凄すごい速さで、この国は変わろうとしていた。


　窓の外に広がる街まち並なみはまだ、いつもと同じ景色だが……


　しかし、この国は、たしかに変わろうとしていた。


　今回の人事異動で、ローランドを動かす、ほぼすべての重要な役職に、シオンの子飼いの部下がついた……


　その、ほとんどが、貴族出身のものではないという、異例の人事。


　しかし、まったく貴族がいないわけではない。横暴に、反はん抗こうする貴族たちを排はい斥せきし、自分の思うままに人事を行ったわけではない。


　ただ、持っている実力によって選んでいった結果、こんな結果になっただけだ。


　シオンは、実力さえあれば、誰でも登用した。


　貴族たちが蔑さげすむ、平民たちからも、平然と登用し、重要な役職へとつけた。


　それは、当然のことだと思ったし、それが、この国が、最も早く成長し、諸しよ外国に対抗する力をつける手しゆ段だんだと、思った。


　しかし……


　その人事は……発令からたった数日で、シオンの予想を遥かに超える効果をもたらしていた……


　この国は、一気に覚かく醒せいしたのだ。


　自分たちのことしか考えない、貴き族ぞくたちの手を離はなれて……


　この国は、覚醒したのだ。


　いままで、どこに隠かくれていたのかと思うほど、有望な人材が、続々と集まってくる。


　貴族は、たしかにいる。


　そして、いまだに大きな力を持っている。


　広大な領りよう土ど。莫ばく大だいな財ざい力りよく。私し設せつの軍隊。


　しかしそれでも、いま、軍部のトップや、内ない政せい機関のトップに、平民がつくことができる、というのが、いまは大事だった。


　努力次し第だいでは、貴族になりかわり、自分たちが、このローランドを動かすことができる。


　よりよい国を。


　よりよい政治を。


　よりよい、生活を……


　まだ、役職の引継ぎが終わっていないのにもかかわらず、内政側からは、大量の書類が、シオンのもとへと届とどけられていた。


　それはすべて、今後のローランドをどうしていくかの、提案の書類で……


　すべて、いままででは考えられなかったような、貴族たちとはまるで違う視し点てんの意見で。


　国を想おもう声。


　いままで、貴族が行っていた、保ほ身しんと、欲よく望ぼうと、噓うそにまみれた言葉ではない、本当に国を想う声。


　こうすれば、もっと国が豊ゆたかになるのでは？


　こうすれば、流通の流れが滞とどこおりなく進み、商業が活発になるのでは？


　たった数日だった。


　たった数日……民たみに、この国の進むべき方向を考える機会を与あたえただけで……


　シオンは、目の前にうず高く積まれた、書類の山を見上げて……


「これほどの、提案が出されるとはな……」


　一瞬、嬉うれしげに笑って、しかし、それからすぐに、目を細めた。


「だが……」


　窓の外は、相変わらず、静かだった。


　そして、


「……静かすぎる」


　シオンは小さく、呟つぶやいた。


　あの貴族たちが、いまの状況で、なにも言ってこないのは、あきらかにおかしい。


　そんなはずないのだ。


　シオンは目を細めて、


「それほど……甘あまくはないだろう。それほど聞き分けがよく、未来を読むことができる者たちなら……俺はこれほど、奴やつらを屈くつ服ぷくさせるのに、苦労したりはしない……」


　とそこで、一度言葉を止めてから、少し、自じ嘲ちよう気味な笑みを浮うかべて……


「……いや、それほど貴族たちの能のう力りよくが高ければ……俺は、王などにならずに、貴族たちに、この国を任まかせてたさ」


　だが……


　現げん実じつは違う。


　貴族たちは、愚おろかで、弱くて、そして、私し利り私し欲よくのためには、この国すら売りかねない……


　奴らには、未来のことなど、まるで見えていないのだ。


　奴らは、いま、気持ちよければいい。いま、自分のプライドが満たされればいい。いま、自分が楽しければいい……


　いま、いま、いま、いま……


　この国の先のこと……


　この国の民のこと……


　そんなことは、考えたりはしない。自分のことしか考えない。


　もし、仮かりに、このままシオンに勝てないと悟さとったとしても……


　それならば、奴らは平然とこの国を、売るだろう。自分が甘い汁しるを吸すうために、この国を売るだろう。


　そして、シオンを倒たおそうとする。


　シオンは知っていた。


　かつて、母親を下げ賤せんな犬だと呼んだ、貴き族ぞくたちを。


　奴らには、欲望しかないのだ。


「…………そう。下賤な血だ……」


　シオンは自分の手を見つめて、呟いた。


「俺おれの中を流れる……汚よごれた血。欲望のままに生きる、貴族の……母親をボロクズのように捨すてた父親の……かつての、この国の王の血が、教えてくれる……」


　貴族たちが、なにを思い、なにをしようとするか……


　静か過ぎた。


　しかし、このままでは、終わらない。


　なら、貴族たちは、なにを考える？


　なぜ、動かない？


　なぜ……


　貴族たちは、俺を倒すために、なにをしてくる……？


　シオンはそのまま、窓の外をにらみつけた。


　とそのとき、シオンがいる、執務室の部屋の扉とびらがノックされて……


「……ご報ほう告こく申しあげます。アークメル地ち域いきにて……貴族たちによる不ふ穏おんな動きが……」


　が、シオンは最後まで、言葉を聞かなかった。


　きた。


　そう、思った。


　ついに、始まったのだ。仮かり初そめの平和が終わり、本当のローランドが、現れる……


　貴族たちは、決して、弱くはない。


　大きな争いになるだろう。それも、泥どろ沼ぬまのように、深く、醜みにくい争いに……


　その口火を最初に切ったのは……


　シオンは目を細め、


「そうか……やはり始まりは、アークメル…………か」


　それは、カーラル・フロワード侯こう爵しやくの、所領。


　そう。


　ミラン・フロワードの父親の、領地だった。


　シオンはそれに、


「…………クラウを……呼べ」


　扉の外に控ひかえている従じゆう者しやに、そう、命じた。





　　　　◆





　アークメル地方は、ローランドの帝てい都とから少し北東へいった、比ひ較かく的、他国に近い場所にあった。


　おもに、同どう盟めい国であるルーナに近いということもあり、ルーナとの流通を取り仕切るという役目を担になっている。


　広大な敷しき地ちには、肥ひ沃よくな大地が広がり……


　といっても、ローランドは、メノリス大陸の南なん端たんの国であるから、気候も温おん暖だんで一年中安定し、どこの土地も、それなりには豊ゆたかな大地が広がっているのだが……


　そんな、アークメル地方に、フロワードの屋敷はあった。


　いや、小さな城しろ……砦とりでと呼んだほうがいいかもしれない。


　石を積み上げて作られた、堅けん牢ろうな砦。


　いくら、隣りん国ごくであるルーナが同盟国であるとはいえ、いざ、戦争となれば、ここを拠きよ点てんに、ルーナの軍ぐん勢ぜいを防ふせぐことになる。


　よって、カーラル・フロワードが住むこの城は、かなり頑がん丈じように造つくられていた。


　といっても、だからと言って、内ない装そうは機き能のう重じゆう視しの質しつ素そなものではなく、侯爵という、公爵に続いて第二位の、かなり高い身分の貴族らしい、絢けん爛らんさと、それでいて、気品の保たもたれた内装だった。


　そこに……


　大おお勢ぜいの貴族たちが、集まり始めていた。


　広間ではいま、立食形式の宴うたげがもうけられ……


　楽隊が素す晴ばらしい演えん奏そうを奏かなでる中、貴族たちは、高こう価かな酒と、豪ごう勢せいな食事をとりながら、談だん笑しようを交かわしている。


　と、こうしている間にも、各地から続々集まってきた貴族たちが到とう着ちやくし、宴は、華はなやかなものになっていき……


　それを……


　ミラン・フロワードは、じっと見つめていた。


　温度のない、瞳ひとみだった。


　冷たい、どこまでも冷たい瞳。


　その、冷たい瞳で、広間に集まっている貴族を見つめて……


「さすがですね。あなたが一声かけるだけで、これほどの名士たちが、一堂に集まるとは……」


　丁てい寧ねいな口調で言った。


　すると、フロワードの横に立ち、満足げな笑みを浮うかべる男が……


「いや、おまえの力があればこそだ、ミランよ。おまえがあの、ステアリード公爵様と私を、引き合わせてくれたからこそ、これほどの名士たちを集めることができた」


　言って、フロワードのほうへと、顔を向けてくる。


　小太りの、背せの低い老人だった。顔は、それほど部屋は暑いというわけでもないのに、すでに脂あぶらぎっており……にやにやと浮かべている下品なその笑みは、気品というものがまるで感じられなかった。


　しかし、フロワードはその老人を見つめ、にこりと、微ほほ笑えんで、


「いいえ。私の力など、お父様には、遠く及およびません。今後とも、どうか私を、その力で、お守りください」


　そう、言った。


　お父様と……


　そう、この老人が、この領りよう地ちを治める者……フロワード家の当主、カーラル・フロワードだった。


　こうして並ならんでみると、男だというのに、線の細い、それでいて、鋭するどく、切れるような美しさを持ったフロワードとは、まるで似にても似つかなかったが……


　それも当然だろう。


　血は、つながっていないのだから……


　カーラルが、フロワードを見つめて、


「うむうむ。おまえは、私がずっと守ってやるから、安心しろ。おまえは私の、自じ慢まんの息むす子こだからな。愛いとしい、我わが子よ……やはり、私の目に、狂くるいはなかった……子こ供どものころ、おまえを見み初そめて以来……おまえは、すばらしく美しく成長した。その上、これほどの才覚を示しめす。他に、何人もの少年たちを愛したが……やはり、おまえが一番だ」


　そう言った。


　その、フロワードを見つめるときの、カーラルの瞳は、息子を見るそれではなく、愛しい恋こい人びとを見るような目で……


　それにフロワードも微笑んで、


「私も、お父様の息子になることができ、光栄でございます」


「……うむうむ。かわいい奴やつめ……」


　そう言って、カーラルはフロワードの背中を、優やさしく、触さわってくる。


　瞬しゆん間かん。


　フロワードは、少し、目を細めた。


　冷たい瞳。


　まるで、光を感じさせない、悪あく魔まのような瞳が、少し細まって……


　瞳だけが、カーラルのほうを見つめる。


　そのときの、彼の瞳は……


　とそこで、フロワードはやんわりとカーラルの腕うでを引き離はなし、


「お父様。まだ、夜は始まったばかり。お楽しみは、また、あとにしましょう。それよりも、せっかくの夜を台無しにしないために、無ぶ粋すいなお仕事の話をさきにすませてしまいましょう？　そろそろ、ご招しよう待たいしたお客様は、すべてご到着になられたようですから……」


　するとそれに、カーラルは大きくうなずいて、


「うむ。そうだな。ステアリード公爵も見ておられるのだ……あまり手て際ぎわの悪いところを、見せるわけにもいかぬし……」


　それにフロワードは首を振ふってから、


「お父様なら、大だい丈じよう夫ぶです。では……」


　軽く手を上げると、それを合図に、楽隊の手が止まり、広間で流れていた音楽が止まって……


　そして、


「みなさま、今日は、お集まりいただき、ありがとうございます」


　淡たん々たんとした、透すき通るような声だった。


　透き通るような、しかし、それでいて、すべての感かん情じようが死んでしまっているような、悪魔の声こわ音ね。


　それに、広間にいた貴族たちは、一いつ斉せいにフロワードのほうを向いて……


　フロワードは丁寧にお辞じ儀ぎをした。


　そして、


「今夜の宴うたげの主しゆ催さい者しやは……そちらにいらっしゃられる、スゥルド・ステアリード公爵様と、我が父、カーラル・フロワードでございます」


　それに、拍はく手しゆが巻まき起こり、カーラルは、嬉うれしそうにうんうんうなずいて、手を上げる。


　比くらべて、ステアリードは、ひどくやつれた表情で、その拍手に応えていたりして……


　フロワードはそれを見つめ、それから、広間の、五つある門が、一つ一つ、閉とじられていくのを、確かく認にんする。


　そんな間にも、カーラルが、


「みなさん、今日、私と、そして、ステアリード公爵の呼びかけに応え、集まってもらえたことを、感かん謝しやしております。そして、もう、ここに集まってくださった方々はご存ぞん知じでしょう。我々が、なぜここに、集まったかを」


　言うと、一斉に、


「あの、調子に乗った、シオン・アスタールとかいうガキを、こらしめるためだ！」


「我々貴き族ぞくをないがしろにし、下げ賤せんなクズどもに囲まれて悦えつに入いる、あの暴ぼう君くんに任まかせていたら、この国は、滅ほろんでしまう！」


「あの男を、引きずり下ろすんだ！」


　そんな声が上がって、それにカーラルはうなずいて、


「そうです。我々は、いまこそ、立たねばなりません。いくら王族の血を引いているとはいえ、所しよ詮せんはクズの腹はらから生まれた、汚けがれた子……あのような者がこの国の王となっては、近きん隣りん諸しよ国こくの、物笑いの種となってしまうでしょう。これ以上増ぞう長ちようする前に、たたくべきです。


　そして、たたくときは、いま！


　我わが、自じ慢まんの息むす子こであるミランが、妙みよう案あんを考えてくれました。もう、みなさんにはすでに伝わっているとは思いますが……


　前王と親交があった、ルーナ帝てい国こくの力を一時借りて、あのアスタールを、引きずり下ろす。その手伝いを、みなさんにしてもらいたい」


　それに、ほぼ満場一いつ致ちで、賛さん成せいの意見が広間を埋うめ尽つくして……


　計画は、すべて成功しそうだった。


　フロワードは、目を細める。


　とそこで、広間の、門が閉しまっていく。


　一つ、二つ……


　そこでカーラルが、


「計画の詳しよう細さいについては、私の息子のミランが話します。私の育て方がいたらなかったせいか……少し、無ぶ愛あい想そうですが……暖あたたかく見守ってやってください」


　なんていうと、広間からは笑い声が響ひびき渡わたり……


　そして、ひとしきり息子自慢をして、満足げな表情になったカーラルは、フロワードのほうを向いて……


「さあ、ミラン。あとは頼たのんだぞ」


　その間にも、門が閉まる。


　三つ……四つ……


　四つ……残り、あと一つになったところで、フロワードは、再ふたたび、広間の人間たちへと、視し線せんを戻もどした。


　そして……もう一度、頭を下げると……


　話し始めた。


「まず、初めにお聞きしたいのですが……みなさんは最近、何者かに、襲おそわれたりはしませんでしたでしょうか？　私が手に入れた情じよう報ほうによりますと、国王側が、暗殺者を雇やとい入れて、我々反国王派の貴族たちを、殺そうと画かく策さくしたとの……」


　とそこで、フロワードの言葉が終わる前に、貴族たちがざわざわと騒さわぎ始める。


「きた、たしかにきた」


「私のところにもきたぞ！　危あやうく殺されかけたが……追い返してやった」


　そんな声が上がり始めて……


　それに、フロワードはうなずいて……


「やはり、そうですか。だからここに、これほど多くの名士の方々が集まられた。国王は、失敗しましたね。我々の力を、あなどりすぎた。あの程てい度どの暗殺者で殺そうなどと……いや、あの程度の謀ぼう略りやくでは、かえって我等の愛国心を高めるばかり……暗殺者に襲われ、あらためてあの、アスタールという男が王であることに、危き機き感を持った方も、いらっしゃるでしょう。そして、あの男を王にするわけにはいかないと、ここに参加された方もいるでしょう……


　国王は、失敗した。効こう果かのない、あのような暗殺者をよこしたせいで、これほどの愛国心と、そして、力を併あわせ持つ貴族たちが、ここに、一堂に集まってしまったのです。これだけの方たちが集まれば……もう、私の計画は、成功したも同然です。まずは、集まっていただけたことに、感かん謝しやの念を表します」


　言って、頭を下げる。


　それに、貴族たちはまた、フロワードの言葉に拍はく手しゆを送ってきていて……


　その拍手を受けながら……


　再び、顔を上げると、フロワードは、薄うす笑えみを浮うかべて……


　広間に集まった、貴族たちを見つめた。


　貴族たちは、お互たがいに気持ちを確かく認にんしあい、そして、絶ぜつ対たいの勝利を信じて疑うたがっていない。


　この国を、我々の手で救うのだ。


　そして、かつてのような、貴族たちの手によって支し配はいされる国に、戻すのだ。


　みな、希望に満ちていた。


　そんな、貴族たちの顔を一つ、一つと眺ながめていって……その度たびに、フロワードは、まるですべてを嘲あざ笑わらうかのような、薄い、冷たい笑みを浮かべていって……


　そこで、カーラルがフロワードに、


「さあ、ミランよ。もったいぶらずに、計画を話してくれ。私も、まだ、くわしくは知らないのだから……どのようにしてルーナと手を組み、そして、あのアスタールを、引きずり下ろすのだ？」


　それに、貴族たちの視線も再び、一斉にフロワードへと集まり……


　フロワードは、うなずいた。


「計画……そうですね。では、そろそろ、話しましょう。まず、みなさんになにをしていただきたいのか……」


　と、そこで、一度言葉を止め、まわりを見まわしてから……


　あっさり、


「…………死んでください」


　それだけを、言った。


　瞬しゆん間かん、広間が、しぃんと静まり返った。


　その、言葉の意味が伝わるのに、しばらく時間がかかり、


「な、なにを貴き様さまは、無礼なことを……」


「いったい、なにを言い出して……」


　が、フロワードはその言葉を遮さえぎって、


「ああ、やはり、愚おろかなあなたがたでは、いまのでは理り解かいできませんか？　いや……自分たちの欲よく望ぼうのためには、平然と国をお売りになろうとなさる……そんなあなたがたには、人間の言葉すら理解できないかもしれませんね。あなたがたは、私が撒まいたエサに、なにも考えずに食いついただけ。ただの……」


　とそこで、フロワードは、最後の門が、閉とじられるのを確かく認にんする。


　それを確認してから、首を振り、


「…………いえ、説明しても、無む駄だですね。どうせあなたたちはここで、死ぬのですから。すべての門は閉じ、そして……あなたたちは、ここから出ることはできない。さて……」


　言って、そっと指を掲かかげる。


　特とく殊しゆな、黒い指ゆび輪わのついた、指を……


　そこで、後ろからカーラルが、


「い、いったいこれは、どういうことだ、ミラン。おまえ、いきなりなにを言って……」


　が、フロワードは振り返らずに、


「闇やみよ……有れ……」


　小さく、呟つぶやいた瞬間。


　信じられないことが起こった。


　フロワードの足あし下もと、床ゆかを這はう影かげが突とつ如じよ膨ふくれ上がり、いくつもに分ぶん裂れつして……


　貴族たちに襲おそいかかる。


　そして……


　広間は一瞬にして地じ獄ごくと化した。


　首が、胴どうが、手が、足が、貴族たちの体から、次々と離はなれて宙ちゆうを舞まう。


　黒い影が交こう錯さくするたびに、血が、血が、血が……


　広間を埋うめ尽つくして……


「な、な、……」


　フロワードの後ろで、カーラルが、腰こしを抜ぬかして、座すわり込こんでしまっていた。


　それに、フロワードはそっと、振ふり返りながら……


　笑っていた。


　フロワードは、笑っていた。貴族たちの愚おろかさを見て……


　目の前で腰を抜かしている、父の無様さを見て、フロワードは笑っていた。


　それにカーラルは、


「ど、どういうことなんだ、ミラン……まさかおまえ、私まで……」


　それにフロワードはあっさりうなずいて、


「初めから、そのつもりですよ、お父様。この日がくるのを、ずっと、心待ちにしておりました」


「な……」


　それにカーラルは、信じられないとばかりの表情で、


「じょ、冗じよう談だんだろう……ミラン。噓うそだと、噓だと言ってくれ……私は、私はずっと、まだ幼おさないおまえに出会ったときからずっと、おまえを愛して……」


　それに、フロワードは、また笑う。


「………………だから？　愚かで、醜みにくいあなたを、愛せと言うのですか？　なんの未来も読めない、愚ぐ鈍どんなあなたを、愛せと？　お戯たわむれも、いい加か減げんにしてくださいませんか。最初からずっと、あなたは、私に利用されたコマに過すぎない。私には、向かうべき場所が決まっていた。そして、あなたはその、コマに過ぎない」


　それにカーラルが、


「う、噓をつくな！　私がおまえに出会ったのは、まだ、おまえがたった五歳さいのときだぞ!?　そんな……そんな最初から、私を騙だますつもりだったはずが……おまえとて、父として、私を愛したことも……」


　しかしそこで、フロワードは、また、笑みを浮うかべた。


　暗闇の中に、朱あけの唇くちびるが、すうっと開いていき……


「……当時、まだあなたは、いまほどの権けん力りよくを持っていなかった。あなたには兄がおり、フロワード家の当主は、あなたの兄だった。しかし、あなたのお兄様は、お亡なくなりになられましたね。それどころか、その後、あなたの親族は、次々と不ふ慮りよの事じ故こによって亡くなられ……そして最後には、あなただけが残った。広大な領りよう土ど、財ざい力りよく、権けん力りよくを手に入れて……すべてを整えてから、私はあなたの家へと入った……しかし、それは私が手に入れてあげたものです。そろそろ、返していただかないと……」


　そんな言葉に、カーラルの顔が、みるみる蒼あおくなっていき……


「そ、そんな、馬ば鹿かな……それじゃあ、まだ、たった五歳の子こ供どもが、フロワード一族を、すべて殺して……」


「まだです。フロワード家の人間は、まだ、あなたが残っている。それも今日、終わりますが……」


　そして、そっと、カーラルの頭へとフロワードは手を掲かかげていき……


　カーラルは、


「……た、頼たのむ、待ってくれ。それでも、それでも、私たちは、親子として、恋こい人びととして、十七年もの時間を過ごしたのだ。少しくらいは……」


　が、それにフロワードはにっこりと微ほほ笑えんで、


「…………いいかげん、あなたの声は耳みみ障ざわりだ。さようなら、お父様」


「や、やめ……」


　言葉は、そこまでだった。


　カーラルに覆おおい被かぶさるように、黒い影が膨れ上がったかと思うと……


　頭が、腕が、足が消え去り……そのあとには、まるで、獣けものかなにかに喰くい尽つくされたかのような、無残な胴どう体たいだけが残って……


　それに……


　背後から、今回のことのもう一人の首しゆ謀ぼう者しや……


　フロワードに脅おどされ、国王派はへと寝ね返がえったステアリードが、震ふるえるような声こわ音ねで、


「こ、こうもあっさり、親までも……平然と殺すとは……それに……」


　と、広間の中央を見る。


　そこは、もう、見るに耐たえないような、光景だった。貴族たちが、次々と黒い影たちに襲われ……殺されていく。


　それを見つめて、ステアリードは、続けた。


「……やはり、あなたの側についてくることを選んで、正せい解かいだったようですね、ミラン・フロワード大佐……いえ、この前の人事で、中ちゆう将じようになられたのでしたな。それとも、フロワード侯こう爵しやくとお呼びしたほうがよろしいかな？」


　なんてことを言ってきて……


　それに、フロワードは振り向いて、


「覚えておいてください。あなたも、裏うら切ぎれば殺しますよ」


　するとそれに、ステアリードはもう一度、広間の、地獄のような光景を見つめ……


　もう、ほとんどの貴族たちが、殺されていて……


　それに、ステアリードは自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべて、


「こんなものを見せられて、裏切る奴やつはいない。こんな……私たちはいったい、どうやってこんな…………こんな化物と戦うつもりだったのか。もう、私はあなたがたに逆さからったりは……」


　が、言葉はそこで、止まった。


　フロワードの目の前で、突とつ然ぜん、ステアリードが卑ひ屈くつな笑みを浮うかべたままの頭を残して、体だけ、消しよう滅めつしてしまい……


　それにフロワードは、


「…………ん？　いまのは……私の……指輪の力ではありませんね……」


　そして、広間の、中央を見つめる。


　中央では、いまではもう、ほとんどすべての貴族たちがフロワードの生み出した影かげに喰くらい殺されており……


　しかし、一番奥おく……


　最初に閉しまった門のすぐそばに、一人の男が立っていて……


　フロワードは、目を細めた……


「…………」


　奇き妙みような男だった。


　ざんばらの、若じやつ干かん桃もも色いろがかったような珍めずらしい色合いの髪かみ。背せは、フロワードほどはないが、それでも、高いほうだろう。バランスのとれた体たい軀くは……鍛きたえ込まれていることがわかる。


　切れ長の瞳ひとみに、こんな状じよう況きようにもかかわらず、自信溢あふれる笑みを浮かべ、こちらを見つめてきており……


　フロワードはそれに、


「……私の影を、退しりぞけたあなたは、いったい、何者でしょう？」


　その言葉に、男は肩かたをすくめて、


「ここにいるってことは、ローランドの貴族に決まって……」


　が、すぐにフロワードは首を振り、


「お戯たわむれを。あなたは、異い国こくの方でしょう？　その、桃色がかった髪……ローランドには、ほとんどそのような髪の色の者は、おりません」


　その言葉に、男はにやりと笑って、


「……へぇ。なんでも、お見通しってわけかい？　あんた、やっぱり見てくれどおり、切れる男みたいだな。その、凍こおりつくような目、見てるだけで怖こわくなるよ」


「お褒ほめにあずかり、光栄です……と、言いたいところですが、余よ裕ゆうの笑みを浮かべながら言われても、褒め言葉には聞こえませんね。それで、このローランドに……どのようなご用でしょうか？」


「ん？　聞かれてほいほい応こたえるような男に、見えるかな？」


　するとそれに、フロワードは手を、ゆっくりと掲かかげて見せて、


「では、無理矢理にでも、答えてもらうことになりますが……」


　が、男はそれに、口笛をひゅうっと吹ふいて、


「その、指についてる黒い指輪が、あれか？　さっきの影を呼び出した武ぶ器きかい？　あれは、けっこうやばいなぁ。多数の影を、姿すがたも見ずに動かす、なんてのは……道具をかなり高いレベルで使いこなしてる……そこまでいくのは、相当苦労したろう？　やっぱり、あんたは相当の切れ者だよ。まともにやりあいたいとは思わないなぁ。おまけに、これからもう一仕事残ってるんでね。なるべく、こんなところで力を使いたくないんだが……」


　しかし、


「闇やみよ……」


　それに、男は顔をしかめて、


「そうも、言ってられねぇか……」


　言って、こちらも、指にはめていた、金色の指輪を掲げてきて、


「來らいのかたの獣けものよ……」


『有れ』


　同時に、言い放った。


　途と端たん、フロワードの足あし下もとから、闇が膨ふくれ上がり……


　それとは対照的に、男の周囲の空間から、光が……いや、光と言うよりも、雷いかずちの塊かたまりと言ったほうがいいかもしれない……


　その、塊が、いくつも現あらわれて……


　それが、徐じよ々じよに獣の形になっていく……


　それを見て、フロワードは目を細め……


「……やはり、そうですか。ステアリード公爵の体を消しよう滅めつさせた能のう力りよくは、あきらかに魔法によるものではありませんでしたからね。やはり、私と同じような武器を、持っておられるのですね……」


　淡たん々たんと言う。


　それに、男は肩をすくめて、


「ああ、やっぱ、あんたとは、戦いたくねぇや。この來らい獣じゆうを見て、その程てい度どの反はん応のうしかしない奴やつは……初めて見たよ。それもあんたの、予想の範はん囲い内？」


　それに、フロワードは首を振って、


「とんでもありません。これでも、十分驚おどろいているのですよ。あなたがここにいること自体が、予想外だ。もちろん、貴族の中には、私の計けい略りやくに気付いて、私を殺そうとする者も中には出てくるだろうと思ってはいましたが……普ふ通つうの相手なら、この影で、すべて始末できます。


　しかし……あなたのような者がいるとなると……


　それも、あなたはステアリード公爵を、殺した……


　そう。あなたは私と内通していた、ステアリード公爵を、殺しにきたのです。そしてついでに、ステアリード公爵の下についていた貴族たちも、一いつ掃そうしにきた……


　となれば、おのずとあなたの正体が、見えてきます。


　さて、ステアリード公爵を、殺さなければならない者とは、誰だれでしょう？　誰が、あなたに、ステアリード公爵を殺してくれと、依い頼らいしました……？


　どの、貴族でしょうか？　それがおそらく、ステアリード公爵をも上回る、まるで表にでてこない、黒くろ幕まく……


　そして、その黒幕は、どの国に、このローランドを売り渡わたしたのか……？


　あなたがたは、どこの国の人間でしょうか？　まあ、二つ三つ、心当たりはありますが……」


　その言葉に、男はもう、勘かん弁べんしてくれとばかりに顔をしかめて、


「…………やっばいなぁ……あんたと話してると、なんか俺おれが気がつかないことから、なんでもかんでもバレて……雇やとい主やら、主あるじやらに怒おこられちゃいそうだよ。だからもう、こっから俺は、なんにもしゃべらないよ」


　それにフロワードは、


「ええ。かまいませんよ。まずはあなたがはめている指輪を、指ごと千切り取り、それから捕とらえて、ゆっくりと、あなたが死ぬまで、聞くとしましょう」


　すると男もにやりと笑って、


「怖ええな……んじゃあ、俺は意地でも捕つかまるわけにはいかない……ってことは、おまえを殺して……」


　そして、手をフロワードのほうへと振ると、


「その指輪を、いただく！」


　瞬しゆん間かん、稲いな妻ずまの獣が、とんでもない勢いきおいでフロワードへと迫せまり……


　しかしそれを、やはり、常じよう軌きを逸いつした速さの、影の獣がいくつも生み出されて、迎むかえ撃うつ……


　そのままフロワードは一気に走り出した。


　男へと向かい、指輪をはめていない指で、空間に光の魔ま方ほう陣じんを描えがきながら、


「求めるは焼原〉〉……」


　それに、男は顔をしかめて、


「げ……もう、魔法使ってく……ってやべぇ！」


　叫さけんで、一直線にフロワードのほうへと走り、指輪を振るって、


「來獣！」


　フロワードが魔方陣を描いていた空間に、稲妻の獣を生み出し、魔方陣を打ち消す。


　それにフロワードも一歩後ろへと下がり、


「有れ」


　新しく現れた來獣に対して、影を一匹ぴき放ち……


　再ふたたび、距きよ離りをとって、にらみ合う。


　彼らのまわりには、六匹の、影と光の獣が喰くらいあっていて……
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　互ご角かくだった。


　ほぼ、互角。


　それに男は困こまったような表情になって、


「ああ、やっぱ、強ええわあんた。いまのだけでも、すぐにわかったよ。まいったなこりゃ……なかなか、決着つきそうにないし……」


　が、フロワードはそれに薄うす笑えみを浮うかべ、


「それは、違ちがう。もう、気付いているでしょう？　あなたは、魔法を使えない。いや、おそらくは、使うことを、自ら禁きんじている。それは、おそらく、自分がどこの国から派は遣けんされたのかを、隠かくすためでしょう？　あなたは私に、自国の魔法を使って見せることができない……だから、魔法を使うことができない。これは大きな差だ……指輪の力が互角なら、魔法が使える分、私が大きく有利になる。


　これが、私が有利な理由の、一つ目です」


　それに、男は顔をしかめて、


「うわ、一つ目って、じゃあ、まだあんのかよ……」


「ええ、そうですね。もう一つ、あなたには不利な状じよう況きようがある。魔法が使えない分、私に戦せん闘とう能力で劣おとるあなたは、余よ裕ゆうそうなフリをしながらも、抜ぬけ目なく、この場から逃にげ出す方法を探さぐっている。しかし、この広間の扉とびらは、私の合図があるまで、絶ぜつ対たいに開くなと命じてある。となれば、あなたはその、來獣とやらで、門を壊こわして、外にでなければならなくなるが……私は、その隙すきを与あたえない。もしも、あなたが一匹、門を壊すほうへと獣けものを回せば、その隙に私の影かげが、あなたの喉のどに喰らいつくでしょう……」


　その言葉に、今度こそ男は降こう参さんとばかりに肩かたをすくめて、


「……とんでもねぇな、おい。おまえ、あんなちょっと戦っただけで、そんなことまで推すい理りしちゃってるわけ？　疲つかれないか？　そうじゃなくても、嫌いやな奴やつだなって言われたことない？　友達少ないだろう？」


　それにフロワードは苦く笑しようして、


「疲れたりはしませんが、後者はよく言われますよ。さあ、雑ざつ談だんは終わりです。選んでください。降参するか、それとも、殺されるのを承しよう知ちで、逃げてみるか……」


　それに男はあっさり、


「もしくは、自害って選せん択たく肢しもあるだろう。このまま万が一捕まって、拷ごう問もんを受けて国うちのことを吐はくわけにもいかないしな」


　それに、フロワードは目を細めて、


「そう、するのですか？」


　が、男は首を振って、笑った。


「いや、しねぇよ。それよりも、もっといい方法があるからな」


　そして、懐ふところに手を入れて……


「四つ目の、選択肢だ」


　取り出したのは、蒼あおく光る宝ほう石せきで……


「『殲眼イーノ・ドウーエ』の結けつ晶しよう……これで、俺の、勝ちだよ」


　言って、それを放ほうり投げた瞬しゆん間かん、その、宝石が空中で静せい止しし……


　震ふるえ出す。


　まるで、なにかと共鳴するような、キィイインという耳みみ障ざわりな音とともに、宝石が空中でぶるぶると震え出して……


　男はすぐに、稲いな妻ずまの獣を操あやつり、門を破は壊かいしようとする。


　それにフロワードは、影の獣を出し、それを追おうとするが……


　そこで手を止め……


　宝石を見つめた。


　男は、この宝石を出すやいなや、ためらうことなく、獣で門を壊そうとしている。当然、フロワードが背はい後ごから襲おそってくるのはわかっているはずなのに……


　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、門を……


　そこで、


「……くそ」


　フロワードはうめくように言って、そして、影を操り、一番近い場所にあった門を破壊する。


　それに男が、


「さすが、好判はん断だんだ。だが……もう遅い」


　言って、門から飛び出していく。


　続いてフロワードも、破壊した門から出ようとして……


　しかし、宝石が突とつ如じよ、破は裂れつした。


　途と端たん、中から、蒼い炎ほのおが噴ふき出し、天てん井じようを、床ゆかを、消しよう滅めつ……そう、燃もやすのではなく、消滅させていく。


　一瞬にして部屋の温度が何百度も上がり……そのあまりの温度差に、まだ、炎が届とどいていない場所の壁かべや装そう飾しよく品ひんまでも、崩くずれ始めて……


　そして炎も、どんどんとその範はん囲いを広げていく。


　その炎は、すぐ背後にまで、迫せまっていた。


　とっさに影で、背中を守るが……


　その影すら、奇き妙みような蒼い炎に燃やし尽くされ……出しても出しても、すべて消滅させられてしまう。


　と――


　そこでやっと、広間を出る、門にたどりついた瞬間……


「く……」


　フロワードは、顔をしかめた。


　門が、壁とともに崩れてしまい、出口を塞ふさいで……


　終わった。


　そう、思った。


　もう、他の出口に向かっている暇ひまはない。そうじゃなくても、すでに、影の力では防ふせぎ切れないほど、炎は迫ってきてしまっている。


　いま、影を目の前の門と壁を破壊するために使えば、背後の守りが消えて、フロワードは、燃え尽きてしまうだろう……


「…………」


　負けだ。


　そう思った。


　完全に、負けた。


　相手を、あなどった自分が……


　フロワードは、呆ぼう然ぜんと足を止め、目を閉とじ……


　が、そこで。


　目の前の扉が、いくつもに切り裂さかれて、破壊され……


「おい！　なにやってんだよ！　さっさと逃げるぞ!?」


　腕うでを、誰かにつかまれ、ぐいっと引き寄せられる。


　力強い手だった。


　それにフロワードは顔を上げると、そこにはなぜか、クラウがいて……


「…………なぜ、あなたが……く」


　しかし、言葉はそれ以上続かない。


　すべてを消し去るほどの炎が、彼らを囲もうとする。


　それにフロワードは振り返り、蒼い炎をにらみすえて、指輪を振るった。


　瞬間、爆ばく発はつ的な量の影が生み出され……


　彼の、生み出せる、許きよ容よう量をはるかに超えた量の、影が生み出されて……


　目が眩くらむ。


　腕が、吹き飛ばされそうになる。それでも、その腕を必死に押おさえ込こんで……


「く、クロム元げん帥すい閣かつ下か。は、八秒。私が炎を抑えられるのは、持ってあと、八秒ほど……です……」


　それが、限げん界かいだった。


　いくら影を生み出しても、片かたっ端ぱしから、消滅していく……


　しかし、それにクラウはにやりと笑って、


「てんめぇ、やるじゃねぇかフロワード！　十分だ。しっかり抑えてろよ!!」


　叫さけんで、右腕を掲かかげる。すると、腕に彫ほりこまれていた刺青いれずみが輝かがやき……


　クラウはその腕で、軽く、とんっと目の前の壁に触ふれると……一瞬のうちにその壁が、細切れに切り裂かれて……


「いくぞ！」


　そのまま、クラウに襟えり首くびを摑つかまれ、フロワードは引きずられる。


　そして、一気に砦とりでの外へと飛び出すと……


　直後。


　砦がすべて、炎に取り囲まれた。


　それでも、広がり続ける。


　炎は、まるでこの世のすべてを燃やし尽くさんばかりの勢いで広がり続け……


「だあああああくそ、どこまできやがる!!」


　クラウはずりずりとフロワードを引きずったまま、とんでもない速さで走っていて……


　景色が歪ゆがんでいく。


　景色が歪んでいく。


　それを、フロワードは引きずられながら、眺ながめていた。


　あまりの高温に大気が熱せられ、景色が歪んで……


　が、ある、一定の範囲まで広がったところで、突とつ然ぜん、炎ほのおは消えてしまい……


　そして……


　世界は元に戻もどった。


　砦は、完全に消しよう滅めつしてしまっている。


　信じられない威い力りよくだった。


　あのまま、もう少し炎が広がり続けていれば、逃げ切れなかっただろう。


　フロワードはそれに、目を細める。


　いや、あのとき、あのタイミングでクラウがきてなければ、あの広間を出ることもままならずに、死んでいただろう……


　あの一いつ瞬しゆん、たしかに、死を覚かく悟ごしたのだ。


　なのに、この男が……


　と、相変わらず、後ろを振ふり返らずに、フロワードの襟首をつかんで、走り続けているクラウを見上げ……


　そのまま、フロワードは、クラウを、しばらく見つめ続けていた……


　その、必死でフロワードを引っ張ぱって、走り続けるクラウを見て……


　そのまま、なにか、考えこむ。


「…………」


　そして、


「…………あの、一つ、言っておきたいことが、あるのですが……クロム元帥閣下」


　するとそれにクラウは、


「ああ？　いま、それどころじゃねぇだろうが！　あとにしろあとに！」


　なんて言ってくるが、それにフロワードは、


「いえ、あとにしてもいいのですが……是ぜ非ひともお耳に入れておきたい情じよう報ほうがありまして。少し、時間をいただけないでしょうか？」


「ああもう、うるせぇな！　だからなんだよ！」


　それに、フロワードはやはりいつもの、淡たん々たんとした口調で、


「いま、クロム元帥閣下は、必死に逃げておられますが……実は炎はもう、消えているのです。ということは、いったい、あなたは、なにからお逃げなのでしょうか？」


　という言葉に、


「へ？」


　そんな、間ま抜ぬけな声を出して、クラウが振り向く。


　そして、やはり間抜けな表ひよう情じようで、炎もなにも迫せまってきていない、景色を呆ぼう然ぜんと眺ながめてから……フロワードの襟えりを離はなし……


「って、そのことをなんでもっと早く言わねぇんだよ！」


　怒ど鳴なりつけてきて……


　それにフロワードは、泥どろに汚よごれた服をはたきながら、立ち上がり、肩かたをすくめて、


「いえ、あなたが、炎が消えたのにもかかわらず必死で私を引っ張り続けるという、滑こつ稽けいな状じよう況きようが、少々おもしろくてですね……つい、声をかけるのが遅おくれました」


　それにクラウは、


「って、てめぇ……あいかわらず、むかつく野や郎ろうだな……」


「これは、失礼しました。お気に障さわられましたでしょうか？」


　すると、クラウはフロワードをにらみつけて、


「ああ？　いつだっててめぇは、お気に障ってんだよ。今回だって、てめぇ、シオンがせっかくああやって、少しでも犠ぎ牲せいを出さないで、穏おん便びんに国を統とう一いつしようとしてんのに、勝手に先走りやがって……」


　それにフロワードはうなずいて、


「さきほど、おもしろいと言ったのは、そのことなのです。あなたが私のことをお嫌きらいなのは、よく存ぞんじ上げております。しかし、なのに私を助けた。これは、どういうことでしょうか？」


　その問いかけに、クラウは顔をしかめ、


「ンなもん……シオンが助けにいけって言うんだから、仕方ねぇだろうが。俺おれは全然きたくなかったのによ……」


　が、それにフロワードは首をかしげて、


「陛へい下かが？　しかし、それはおかしいですね。私を助けるのに、元げん帥すいである、あなただけを、ここへ向かわせたのですか？」


「ちげーよ。もちろん、兵を連れていけって言われたさ。シオンいわく、フロワードが貴き族ぞくたちをはめて、粛しゆく清せいしようとしてるが、今後は、それなりの反はん撃げきも、あるだろうってよ。だから、おまえ一人じゃ危あぶないから助けにいけって言われて、帝てい都とをけっこうな数の兵を連れて出たんだが……だが、なんかもう、勝手に一人で先走ってるおまえに俺は妙みように腹はらが立ってきてな……んで、一発ぶん殴なぐってやろうと、俺だけ馬飛ばして、こうして先にやってきたってわけだ」


　なんてことを言ってきていて……


　それに、フロワードはさらに首をかしげて、


「では、他の兵をおいて、あなただけ先にきたわけですか？」


「ああ。そうだよ」


「しかしあなたはさっき、きたくないのに、陛下の命令で、仕方なくきたと、言いましたよね。なのに、連れていた兵をおいてまで、真っ先にここにきたんですか……？　いまいち、理り解かいできませんね……」


　すると、クラウはうんざりしたような表情で、


「ああもう、うるせぇな、だから、一発ぶん殴ってやりたくて、急いできたんだよ！」


「そして、殴りたくてやってきたくせに、くるなり私を助けたと……やはり、あなたは、おかしな人ですね」


「てめぇに言われたくねぇよ！」


　それにフロワードは小さく笑ってから、


「しかし、礼を言います。あのままでは、私は死んでいたでしょう。助かりました」


　という言葉に、クラウが今度は、真しん剣けんな表情になって、


「…………心にもねぇ礼なんかを言う前に、さっきの蒼あおい炎ほのおが、いったいなんなのか教えろよ。なんなんだ？　なにが起こってる？　俺は、あんな魔ま法ほう、見たことねぇぞ」


　その言葉に、フロワードも、一度振ふり返り、まったくなにもなくなってしまった、砦とりでの跡あとを見つめ……


「さぁ……私も、あんなのは初めて見ましたよ。ですが、一つだけわかっていることが、あります……」


　その言葉に、クラウがフロワードを見つめて、


「なんだよ？」


　しかしフロワードは、その視し線せんを受け流し、一度目を閉とじてから、再ふたたび、消しよう滅めつした砦を見つめ……さらにその先に広がっている空を見上げる。


　空は、晴れ渡わたっていた。


　雲一つない、青い空。


　まるで、悩なやみなどなにもないかのように、澄すみ渡っていて……


　なのに……


　それがいまは、すべて偽いつわりにしか見えない。


　すべてが偽りの平へい穏おん。


　すべてが偽りの安あん穏のん。


　フロワードはそのまま、その空をにらみつけて、


「…………どうやら、我われ々われの戦争は…………もう、すでに始まっているようだ」


　いつもの冷静な、淡たん々たんとした声こわ音ねで、そう呟つぶやいたのだった。





　　　　◆





　場所は、再びローランド城じようへ戻り……


　そこは、荘そう厳ごんにして、静せい寂じやく。


　ローランド帝てい国こく王が座すわる、玉ぎよく座ざ。


　シオンはそこに腰こし掛かけて……


　目の前の、奇き妙みような光景を見つめていた。


　視界のいたるところに、どこから現あらわれたのか、稲いな妻ずまで構こう成せいされている獣けものが現れ……


　シオンを襲おそおうと、狙ねらいをすましている。


　が……


「…………」


　シオンは、動こうとしない。いや、それどころか、まったく緊きん張ちよう感のない表情で、その獣たちを見つめていて……


「無む駄だだよ」


　その言葉と同時……


　獣たちが、一いつ斉せいにシオンへと襲いかかり……


　しかし、それは、一いつ瞬しゆんの出来事だった。


　雷いかずちよりも、閃せん光こうよりも速く、それは視界を横切り……


　稲妻の獣たちが、消滅してしまう。


　話にならなかった。


　稲妻の獣たちは、まるで、最初からそこにいなかったかのように、かき消されてしまい……


　そして、獣たちに代わって、目の前に現れたのは……


　金色の髪かみに、人間とは思えないほど整った容よう姿し。閉じられたままの目。


　それは、ひどく美しい男だった。


　そして、両の手には、別に、武ぶ器きが握にぎられているわけでもないのに……


　しかし、そっと彼が玉座の間の、入り口のほうへと目を向けると……


　透すき通った声で、


「…………へぇ。おもしろい攻こう撃げきをするね。稲妻の獣か……でも、おもしろいだけだ。私の前では、なんの役にもたたない。もし、もう一度君が、この国の王へとちょっかいを出してこようと思っているなら……」


　瞬間だった。


　男の全身から、信じられないほどの殺気が噴ふき出して……


　シオンは、小さくうめきそうになった。


　目の前の男……


　代々、この国の王の護ご衛えい役を引き受けてきた、剣つるぎの一族、エリス家の現在の当主、ルシル・エリスが放つ、殺気に……


　自分を守る者のはずの、この男の殺気に、シオンは、いまだに震ふるえる。


　何度見ても、この男は、化物だった。


　とそこで、ルシルはそっと、王の間の入り口にいる、何者かに対して、笑いかけて、


「君は、消えることになる。痛いたみは感じない。ただ、消えることになる。君のお仲間にも伝えるといい。ローランドに手を出せば……どうなるかを」


　しかし、言葉は最後まで必要なかった。


　ルシルは、別べつ格かくなのだ。


　この国にいる限かぎり……シオンに手を出せる者はいない。


　相手も、それに気がついたようだった。すぐに、気配が消えた。


　逃げたのだろう。


　それを確かく認にんすると、シオンは、


「捕とらえたほうが、よかったかな？」


　が、それにルシルは振り返り、優やさしげな微び笑しようを浮うかべて、


「それは、君が決めることだ。それとも、私に頼たのむかい？　それなら、いまからでも、いって捕つかまえてきてあげるよ。奇妙な、稲妻の獣も、おもしろかったしね。どうする？　いってこようか？」


　そう、問いかけて、楽しげにシオンを見つめてくる。


　しかし、シオンは首を振って、


「いいや、おまえには、なにも頼まないよ。ヘタになにかを頼んで、おまえの機き嫌げんを損そこねれば、殺されかねないからな。それに、おまえの圧あつ倒とう的な恐きよう怖ふを植え付けて逃げ帰らせ、奴やつの後ろについている奴に報ほう告こくさせるには、やはり、いまのやり方が一番効こう果か的だろう」


　なんてことを言うのを、ルシルは、ずっと微ほほ笑えんで、まるで、値ね踏ぶみするかのようにシオンを見つめながら、聞いている。


　いや、実じつ際さいに値踏みしているのだ。


　シオンが、この国の王という歯車として、ちゃんと機き能のうしているか。もし、していれば、守ろう。しかし、していなければ……


　この男は、平然とシオンを殺すだろう。


　そういう男だった。


　そしてそれに、誰だれも逆さからえない。


　ルシルは、しばらくシオンを見つめてから、


「ん。まだ、大だい丈じよう夫ぶ。君は、壊こわれていない。この国は、いい王に恵めぐまれた。これから、動どう乱らんの時代がくるんだろう？　だがきっと、君が王なら、生き残れると信じてるよ」


　そう言って、再ふたたび、現れたときと同様、霞かすみのようにその姿すがたが薄うすくなっていく。


　やはり、化物だった。


　ルシルにとっては、ただ、気配を消しただけ。しかし、それで、姿すら見えなくなってしまう。


　気配が、シオンの意い識しきの外へと、出ていってしまうのだ。


　だが、それにいまさらもう、シオンも驚おどろいたりはしないが……


　すでに姿が見えなくなってしまったルシルに、シオンは、


「もし、俺がこの国を守りきれなかったら、おまえはどうする？」


　すると、それにあっさり、


「そのときは、君を殺して、新しい、もっと有能な王を立てるよ。だから、君は気にせず、好きにやればいい。時がきて、君に能力がなくなれば、私が殺してあげるから」


　なんてことを言ってきて……


　それにシオンは苦く笑しようした。


「そりゃ、心強いな」


　小さく、呟つぶやく。


　そしてそのまま腕うで組ぐみして、


「…………好きに、ね」


　そう言ってから、黙だまりこんでしまった。


　そして独り、考えこむ。


　いまの、稲妻の化物……


　あれは、普ふ通つうの魔ま法ほうじゃない。


　あれは……


　いったい、いま、なにが起こっている？


　いまのが、もし、貴き族ぞくたちからの刺し客かくだとすると……


　クラウと、フロワードは、まだ戻もどってきていない。


　無事かどうかも、まだわかっていない。


　情じよう報ほうが足りなかった。


　まるで、情報が足りなかった。


　いったい、この国でなにが始まったのか……


　シオンはそのままじっと、しばらく動かなかった。





　　　　◆





　場所は、さらに移うつって……


　ローランド内の、とある場所。


　年老いた一人の男が……


「やはり……剣つるぎの一族がいては、暗殺は、無理か。


　だが……まぁいい。裏うら切ぎり者のステアリードは、殺した。これで、アスタールの奴も、しばらくはこちらの尻しつ尾ぽを捕まえることはできないだろう。さてと……」


　そこで、横にいた、桃もも色いろがかった珍めずらしい色をした、ざんばら髪がみの男に向かって、


「この先……この国には、どれほどの未来があるのかな……かの国を相手にして……どれほどの未来があるのだろうな」


　そんなことを言って、にやりと笑ったのだった。





　　　　◆





　そして……


　さらに場所は移る。


　そこはルーナ帝てい国こく領りよう内ない。


　ローランド側よりの領地にある、とある城しろに……


　珍しい、桃色がかった髪色をした、二人の男女がいた。


　一人は、かわいらしい少女だった。背せの低い、十二、三歳さいほどに見える少女。


　眉まゆのところで切りそろえられた長ちよう髪はつ。真っ黒いドレスのような、スーツのような服を着こんでおり……整った顔立ちに、切れ長の瞳ひとみ。まだ、幼おさなくはあるが、楚々とした、美少女だった。


　しかし、その口調は、


「ってもう！　王様の前なのにそんなにへらへら、へらへらしちゃって、恥はずかしいじゃないの、スイ兄ちゃん！」


　せわしなく、まくしたてるように言う。


　それに、その横にいた、スイと呼ばれた男。いまいち気の弱そうな、妙ににこにことしている男が……


「ええ？　クゥ、僕ぼく、へらへらなんて、してるつもりなかったんだけど……」


　クゥと呼よばれた少女と、同じ髪色。そして、顔立ちも似にていて……


　おそらく、兄きよう妹だいなのだろう。


　ただ、性せい格かくは……


　クゥが、


「してました！　してましたぁ!!　まったくもう！　こんな大おお勢ぜいがいる前で、恥ずかしいったらないんだからね。もっとこう、ぴしっとしてよ。私たちってば、ガスタークからの親しん善ぜん大使なんだから！　それを、スイ兄ちゃんがぴしっとしてなかったら、ルーナの人たちに笑われちゃうじゃないの！」


「そ、そうだね。ごめんよクゥ。じゃ、じゃあ、これでどうかな？」


　なんて言って、口を、きりりと引き締しめるが……それで、万年笑っているような目と、穏おだやかな顔立ちが引き締まるわけもなく……


「もう！　全然だめぇ！」


　なんて、ますますクゥが怒おこったりして……


　ここの場所は、ルーナの、帝都にある城ではないが……


　しかし、いま、目の前にはルーナ帝国王が、座っていて……


　へらへらしているとか、そういうこと以前に、不必要な雑ざつ談だんをし続ける二人は、親善大使としては、あきらかにまずいような気もするのだが……


　だが……


「………………お、おまえたちは、一体……」


　ルーナ帝国王の声は、震えていた。


「……一体……何者なんだ……」


　それに、スイとクゥが王のほうを向いて……


　クゥが、


「だから、ガスタークからの親善大使だって、言ってるじゃない！　うちの王様がさぁ、ルーナと手を結んでこいって言ってたから、結びにきたの。当然、嫌いやとは言わないわよね？」


　するとそれに、王は……


「だ、だが……すでに我われらルーナ帝国は、ローランドと同どう盟めい関係に……」


　が、それにスイは首を振って、


「綺き麗れいごとは、なしにしましょう。あなたがたが、ローランドの貴き族ぞくたちと手を結んで、現げん在ざいのローランド王を失しつ脚きやくさせようなどという、密みつ約やくを交かわしたのは、もう、わかってるんです。たしか、ステアリード公こう爵しやくとかいう貴族が中心になって、計画が進んでたんでしたっけ？」


　それに、ルーナ王は表ひよう情じようをこわばらせ、


「き、貴様ら、そんなことまで……」


　が、スイはあくまでにこやかな表情のまま、


「でも、ステアリード公爵は、死にましたよ。私たちの仲間が、殺しました。そして我々は、ローランドの中でも、最有力の貴族と、親交を結ぶことに成功しました。ローランドを乗っ取るのも、時間の問題でしょう。さて、では、もう一度、お聞きしますが……陛へい下か。あなたは、どちらを選びますか？


　私たちガスタークの側につくか……


　それとも……」


　とそこで、彼は一度、振り返った。


　するとそこには、無数の死体が転がっていた。


　十や二十じゃきかない。


　百、二百……おびただしい数のルーナの兵たちが、そこには倒たおれていて……


　信じられない光景だった。


　この、兄妹、たった二人に、ルーナの兵たちが……それも、国王付きの、精せい鋭えいたちが、あっさりと壊かい滅めつさせられてしまったのだ。


　王は、震えていた。


　目の前にいる、化物二人に……


　その、王の震えを見て、スイは穏やかな表情で、


「まあ、そう、おびえないでください。言うとおりにしてもらえれば、悪くはしませんから。僕たちについたほうが、得だと思いますよー？　といっても、すぐには決められませんよね。まあ、考える時間を、少しだけあげましょう。僕らには、このルーナでやらなきゃいけないことが、もう一つありますから。その仕事が終わり次し第だい、戻もどってまいりますので……そのときには、色よい返事を、期待していますよ。もしも、ご自分の命が……いや、それとも、あなたの最愛の娘むすめ……エナ公主の命が大切ならば……と言ったほうが効こう果か的でしょうか？」


　瞬しゆん間かんだった。


　王の顔が、今度こそ蒼そう白はくに染そまり……


　スイはそれに笑って、


「あはは、他の民の命は平然と切り捨すてるというのに、娘の命は、大切ですか。あはは……おもしろいですね。では、よい返事を期待してますよ。さて、クゥ、次は、どこでしたっけ？」


　するとそれに、またクゥは頰ほおをふくらませて、


「もう忘わすれたの!?　ああもう、だから私ってば、スイ兄ちゃんから離はなれられないんだからね！　いい加か減げん、一人立ちしてよ！　はい、自分で思い出す。五秒以内でいきまーす。はい、五……四……」


　なんて数え始めて、スイはそれに、困こまったような表情になって、


「そ、そう言わずに……教えてよ。ほんとに忘れちゃったんだから……たしか、なんとかっていう村のそばの山だったよね？」


　それに、クゥはあきれたような顔になって、


「もお、仕方ないなぁ。レジット村でしょう。その近くの村で、ルーナの軍が、『複アルフア写・ステイ眼グマ』の子こ供どもを、研究してるとか……」


　それにスイはうなずいて、


「じゃあ、とりあえずは、そのレジット村という場所へ、いってみましょうか。そして、『複アルフア写・ステイ眼グマ』を奪うばわないと……」


「とにかく、急がないと。暴ぼう走そうして、消滅でもされたら、結けつ晶しよう、手に入らなくなっちゃうし……」


「では、さっそくいきましょうか」


「おー！」


　なんて、軽い口調で言いながら、二人は広間を出ていく。


　平然と、死体を踏ふみ潰つぶしながら……


　その姿すがたに……


　八万の兵を有し、ルーナ帝てい国こくの、すべてを支し配はいしているはずの、王が……


　恐きよう怖ふに体がすくんで、まるで動けなかった……
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　　ＰＲＯＬＯＧＵＥII　――それでもいつか、忘れられるように










　気付かないうちに……


　この世界は、闇やみに包まれているということに、気付くことがある……


　それに……


　気付きたいとは、思わなかった。


　一度気付けば、もう、引き返せないことは知っていたから。


　あまりの闇の深さに、安あん堵どの吐と息いきすら、つくことができないことを知っていたから。


　このまま先へと進めば、大きな悲しみが待っていることに、気付く。


　大きな、そして、多くの悲しみに、再ふたたび世界は、溢あふれるだろう。


　いまだかつてないほどの、悲しみ。


　いまだかつてないほどの、痛いたみ。


　そんなものは、望んでいない。


　誰だれも、望んでいないのに……


　それでも、選せん択たくしろと、その悲しみを選択しろと迫ってくる。


　苦く痛つうだった。


　嫌いやだった……


　逃にげ出したいと思った。


　そう。


　いっそ逃げてしまえば、楽になれるだろうか？


　すべてを投げ出して、逃げてしまえば、楽だろうか？


　しかし……





　　　　◆





　シオンは、玉ぎよく座ざに座すわったまま、クラウとフロワードからの報ほう告こくを聞いていた。


　フロワードを見つめ、


「……それで、ステアリード公こう爵しやくの下にいた貴き族ぞくたちは、おまえの張はった罠わなにかかって……」


　それにフロワードはうなずき、


「ほぼ、有力な者たちは……殺しました」


　あっさり、そう言った。


　それに、シオンは少しだけ、顔を歪ゆがめた。


　ステアリードの下にいた、反国王派はの貴族たち……


　その数は、決して少なくない。


　しかし、その、ほとんどすべてを殺したと、この男は言う。非ひ武ぶ装そうの人間を、罠にはめて殺したのだ。


　話し合いの場すら持たずに、すべてを粛しゆく清せいしたのだ……


　中にはまだ、明めい確かくに反国王派の意志をもっていなかった貴族たちも、いたかもしれないのに……


　それでも、フロワードは、殺した。


　皆みな殺ごろしにした。


　そしてそれに、シオンは顔を歪める。まるで、痛みでも感じているかのように、顔を歪める。


　するとフロワードは、


「あなたはここまできて、まだ、貴族たちの命を、憐あわれまれるのですか？」


　すると横からクラウが、


「ああ？　気分悪くなるに、決まってんだろうが。勝手に暴ぼう走そうして、勝手に殺しまわって……てめぇはなにも感じねぇのかよ？　人間を殺して、なにも感じないのか？」


　その言葉に、フロワードはあっさりと、


「必要とあれば、殺す。それに罪ざい悪あくを感じていては、なにもできません。そしてそれは、陛へい下かも同じだと思いますが」


「な……ふざけんな。シオンをおまえと一いつ緒しよに……」


　が、そこでシオンは軽く手を上げて、


「いいんだクラウ。いまは、そんなことを言い合っているときじゃない。俺おれが顔をしかめたのは……いまの、この状じよう況きようにだからな。反国王派の筆頭だった、ステアリード公爵が死んだ……それも、俺たちじゃない、誰かに、殺された……


　いや、こうなることは、薄うす々うす、気がついてはいた。ステアリードの後ろにはまだ、まるで表舞ぶ台たいには現れないが、大きな権けん力りよくを持った貴族が控ひかえていることは、知っていた。


　しかし……」


　そこで、シオンは目を細め、言葉を止めた……


　すると、フロワードがうなずき、


「そうです。ステアリード公爵を殺したのは、この国の者ではありませんでした。となればあきらかに、その貴族は、他国の者と結んでいます」


　それにまた、クラウが、


「他国って、どこだよ。おまえ、そいつを目の前にして、それを聞き出せなかったのか？」


「ええ。これでも、私もそれなりに頑がん張ばったのですが……しかし、なかなかに手て強ごわい相手で……」


「で、結局取り逃にがしてちゃ、意味ねぇだろうが」


　と、クラウが嫌いや味みを言うと、それにフロワードはあっさり、


「まったくです。あそこで彼を取り逃がすのは、痛いたかった。せめて、あなたがもう少し早くきてくれれば、どうにかなったかもしれませんが」


「え？　あ、って、俺のせいにすんなよ！」


　それにフロワードは薄うす笑えみを浮うかべて、


「……冗じよう談だんです」


　なんてことを言ってきて……


　クラウは驚おどろいたような、あきれたような表情になって、


「お、おまえの冗談は……わかりにくいなぁ……微び妙みように嫌味だし……って、そんなことより、んで？　その、他国の人間ってのは、どこの奴やつだと思う？」


　それにフロワードが、


「……難むずかしいところですね。ルーナのさらに北……カッスラーや……他にも、他国への侵しん攻こうを考えている国は、かなりあるでしょう。しかし、中でも一番有力なのはやはり……あの大国、ストオルを攻せめ滅ほろぼそうとしている、急速に大きくなり始めている国の……」


　そこで、シオンは言葉を遮さえぎって……


「ガスターク……か。一度、誰かに様子を見に行かせる必要が、あるな」


　するとクラウが、


「あ、じゃあ俺が……」


　なんてことを言い出して、それをシオンはあきれた表情で、


「おまえがいけるわけがないだろう？　おまえ、少なくともこの国の元げん帥すいなんだぞ？　そんな奴が他国偵てい察さつになんて、いくつもりなのか？」


「まずいのか？　ああ、じゃあ、もう元帥なんてめんどくせぇもんは、ミラー先せん輩ぱいかなんかにまかせてさ、俺をいかせてくれって。だいたい、ミラー先輩を差し置いて、俺が元帥なんておかしな話なんだよ。じゃ、さっそく手続きを……」


　が、それもまた、シオンは遮って、


「ミラーには、もう、元帥になってくれって頼たのんで、断ことわられたんだよ」


「え？　そうなのか？　って、だから俺が元帥？」


「そう。ミラーに断られたら、もう、おまえくらいしか、残ってないだろう？」


「ちょ、ちょっと待てって……じゃ、じゃあ、もし俺が断れば、俺も元帥を……」


「やめれないよ。もう、遅おそい」


「そ、そんなのずるいぞシオン！　なんでミラー先輩は断れて、俺はだめなんて！」


　そんなことを言いだして、シオンは苦く笑しようして、


「いや、まあ、そう怒おこるなって。いまだって、あれだぞ？　ミラーが元帥になってくれれば……中ちゆう将じようくらいになら、格かく下さげしてやっても……」


　瞬しゆん間かんだった。


　クラウはすぐに踵きびすを返し、走り出していて……


「おいシオン！　その言葉、忘れんなよ！　ちょっといまからミラー先輩のところいって、説得してくるから！　そしたら、ガスタークへいくのは、俺だからな！」


　言いながら、王の間を、飛び出していく……


　それをシオンは呆ぼう然ぜんと見送ってから、ため息をついて……


「あいつ……よっぽど元帥になってからの、書類仕事が嫌だったんだな……」


　するとフロワードも、


「たしかに、クロム元帥閣かつ下かには、事じ務む仕事よりも、現げん地ちで采さい配はいを振ふるってもらったほうが、似に合あうとは思いますが……しかし、あの、ミラー少佐を元帥に据すえるというのは……あまりいいお考えとは思いませんね。ミラー少佐は、少々、まじめ過すぎます」


　それにシオンは、目を細めてフロワードを見つめると、


「ほお。じゃあ、おまえはクラウに、このまま元帥を続けて欲ほしいと願ってるのか？　それとも……他に誰か……そう。たとえば、おまえが元帥になりたいと、思っているとか？」


　するとフロワードは首を振り、


「いえ、私には、元帥は務つとまりませんよ。私の考えは、前者です」


「……じゃあ、クラウに元帥を？」


「はい。その理由は、陛下ももう、おわかりでしょう？　これからのローランドにとって、軍のトップを、クラウ・クロム……彼のような魅み力りよくのある人物がやる必要がある。彼の下もとには、不思議と人が集まりますからね。あなたには及およびませんが……あの方の危あやうさと優やさしさが同どう居きよした、不安定さは、人の……民たみの心を、つかみやすい。それは今後のローランドにとって……」


　とそこで、フロワードはシオンの顔を見て、言葉を止めた。


　そして、


「……いえ、最後まで、言う必要はありませんね。陛下は少々お疲つかれのご様子。少し、お休みになられたら、どうでしょうか？　この国は、元帥がクラウ・クロムになろうと、ラッヘル・ミラーになろうと、あなたなしには、動かないのですから……どうか、ご自愛ください。それでは私もこれで、そろそろ失礼いたします……」


　言って、部屋を出ていく。


　しかし、シオンはその後ろ姿すがたに、声をかけない。


　ただ、いま、フロワードが言った言葉。


　それだけが、頭の中をまわって……


『あの方の、危うさと、優しさが同居した不安定さは、人の……民の心を、つかみやすい。それは今後のローランドにとって……』


　そこまでだった。


　しかしそれで、フロワードがなにを言いたいのか、すべてわかってしまった。


　そのあとには、こう続くのだ。


『それは、今後のローランドにとって……


　再ふたたび、戦せん乱らんに巻まきこまれる……それも、いまだかつてないほどの戦乱に巻きこまれるローランドにとっては、必要なことだから』


　シオンは、顔をしかめた。


　もしも戦争が起きるのなら、軍のトップに、組そ織しきをうまく統とう制せいすることができるミラーのような男よりも、クラウのような、魅カリ力スマでぐいぐい引っ張っていくようなタイプのほうが、はるかに好都合だ。


　クラウについていけば、どんな劣れつ勢せいな状じよう況きようでも、勝利できるかもしれないと、兵たちに錯さつ覚かくさせるために。


　クラウについていけば安心だと、兵たちに錯覚させるために。


　そうして、一いつ般ぱんの兵たちは、クラウのために、そして、国のために、命をかけて戦う。


　その、命をかけさせるために、クラウの魅カリ力スマは、必要だった。


　うまくすれば、兵が自らの命を、まるでかえりみない、強力な軍隊を作れるだろう……


　そしてもしも、他国と争そい、生き残ろうと思うのなら……


　それは当然、必要なことだった。


　ローランドは、この大陸では、決して大きな国ではないのだ。


　もっと強い、もっと豊ゆたかな、もっと大きな国が、いくらでもある。


　それを相手取って戦うとなると……


　あらゆる汚きたない手でも、使わなければならなくなる。


　いたるところに罠わなを張はり、同どう盟めいを結び、そしてそれを裏うら切ぎり……


　それでも足りずに……自国の兵を洗せん脳のうし、勝てると思いこませて……捨すて身になって戦わせる……


「…………まいったな……」


　シオンは、うめくように言った。


　時間が、足りなかった。


　もう少し、もう少しだけ時間があれば……国の基き盤ばんを整え、そして、他国に対たい抗こうすることができるだけの、国力を整えることが、できたかもしれないのに……


　現実は、残ざん酷こくなまでに、進んでいく。


　まだ、国内の問題……貴族たちの問題すら、解かい決けつできていないというのに……


　現実は、残酷なまでに進んでいく。


　そして、すべてが……


　目に見えている平和、すべてが、偽いつわりだと気付く。


　この世界は、闇やみに包まれているということに、気付く……


　それに……


　気付きたいとは、思わなかった。


　一度気付けば、もう、引き返せないことは知っていたから。


　あまりの闇の深さに、安あん堵どの吐と息いきすら、つくことができないことを知っていたから。


　このまま先へと進めば、大きな悲しみが待っていることに、気付く。


　大きな、そして、多くの悲しみに、再び世界は、溢あふれるだろう。


　いまだかつてないほどの、悲しみ。


　いまだかつてないほどの、痛み。


　そんなものは、望んでいない。


　誰だれも、望んでいないのに……


　それでも、選せん択たくしろと、その悲しみを選択しろと迫せまってくる。


　死にたくなければ、人を殺せ。


　死にたくなければ、国を滅ほろぼせ。


　奪うばわれたくなければ、すべてを奪え……


　奪え。


　奪え。


　苦痛だった。


　嫌だった……


　逃げ出したいと思った。


　そう。


　いっそ逃げてしまえば、楽になれるだろうか？


　すべてを投げ出して、逃げてしまえば、楽だろうか？


　だが、どこへ逃げ出す？


　どこへ逃げ出そう？


　とそこで、一いつ瞬しゆん、遠い……まだ、いまほどの悩なやみを抱かかえていなかった頃ころのことが、頭にめぐる。


　まだ、王になる前……


　ライナがいて、キファがいて、タイルや、トニー、ファルがいて……


　悩みがなかったわけじゃない。


　でも、あのときは、こうも思ったのだ。


　仲間たちと喧けん嘩かして、笑って、また、仲直りして……


　それ以上に、なにを望む？


　仮かり初そめでも、いまが平和なら……


　兄たちに復ふく讐しゆうする必要も、王になる必要も、ないんじゃないか？


　ライナたちといると……


　一瞬だが、そう、思えたのだ。


　記き憶おくの中の、ライナたちと一いつ緒しよにいるときのシオンは、ひどく、楽しそうに笑っていて……


　ひどく、楽しそうに……


　それに、シオンは……


「……だけど……逃げ場なんてもう……この世界には、ないのかもしれないよ……ライナ」


　少し、寂さびしげな表情になって、呟つぶやいたのだった……





　　　　◆





　夕方。


　赤い空だった。


　あの日と同じような、赤い空。


　まるで、血に染そまってしまったような……


　真っ赤な空。


　場所は、ルーナ帝てい国こくの、大貴き族ぞくが住まう、とある屋や敷しき……


　その、馬車小屋……


　と呼よぶには、少し豪ごう華か過すぎる建物を前にして……


　フェリスが言った。


「ん……それで、おまえがかつて襲おそった行きずりの女が身ごもり、そして、その女が死んだために、たった一人の父であるおまえを頼たよってやってきた、その子こ供どもの責せき任にんを、どうとるつもりだ？」


　なんてことを、ちらりと視し線せんを、ライナの背せ中なかですやすや眠ねむっている黒くろ髪かみの少年へと向けてから言ってきて……


　それにライナは半はん眼がんで……


「…………いや、いつの間に俺おれの人生ってば、そんなドラマが生まれちゃってたの？」


「うむ。おまえは吐はく息だけで、女を妊にん娠しんさせてしまうという、危き険けんな男だからな」


「うあ……そりゃ大変だな……それじゃ、俺が街を歩くだけで、ドラマだらけじゃん」


「ん。それも、災さい害がいパニックドラマだな」


「……すげぇ。俺ってばもう、災害レベルなのね……」


　なんていつものくだらない会話に華はなが咲さき始めたところで、ライナは首を振ふって、


「って、ンな話はおいといてさ……とりあえず、どうしたもんかな、このガキ……」


　と、ライナもちらりと背中を見る。


　黒髪の、まだ幼おさない少年だった。


　ライナと同じ、『複アルフア写・ステイ眼グマ』を持った少年。


　ライナと同じ、誰もに忌いみ嫌きらわれ、誰もに恐おそれられる刻こく印いんを瞳ひとみに持った少年……


　とそこで、そんな少年をしばらく無言でフェリスは見つめて、


「…………ところでライナ。おまえはいま、いくつだった？」


　なんて問いに、ライナは首をかしげ、


「あ？　って、なんでいま、そんな話になってんだ？　俺はこれからどうしたもんかと……」


　が、フェリスは、


「いいから答えろ。いま、おまえいくつになる？」


　それにライナは一瞬考え込こんでから、


「一いち応おう、十九ってことにしてるが……実は俺、いまいち年ねん齢れいってわかんねぇんだよな。親もいなかったし、子供のころの記憶がなんでかなくてさぁ。でもまあ、記き憶おくがあるころの、自分の体の大きさなんかから考えても、たぶん、十九前後だと思うけど……で、なんでンなこと聞く？」


　すると、フェリスは真しん剣けんな表ひよう情じようでうなずき、ライナを見つめてから、


「……………………その子供は見た目からすると、およそ六歳さいくらいだな。となると、おまえは少なくとも十二歳のときにその子供を……やはり、おまえは子供のころから変へん態たいの限かぎりを尽つくして……」


「だぁからなんで、こいつが俺のガキなんだよ！」


「ん？　違ちがうのか？　しかしおまえが父親じゃなければ、いったい、誰が父親だと言うのだ？　その黒髪に、珍めずらしい星模も様ようの瞳。あきらかにおまえの子供だろう。言い逃のがれはできないぞ。いくらおまえが、この間読んだ小説に出てくる主人公と、その彼女の会話のように、『それは俺の子じゃねぇ！　俺は認みとめないぞ！　おまえがどっか他の男と作ってきたガキなんてよ！


　そ、そんな、この子はあなたの子よ！　私はあなただけしか、あなただけを愛して……


　うるせぇ！　俺の子じゃねぇったら、俺の子じゃねぇんだよ！　そうだ！　そんなに俺の子だって言い張るなら証しよう明めいしてみろよ！　証明をよ！


　そ、それは……


　ほらな！　できねぇじゃねぇか。さあ、さっさと出てけ！　俺は忙いそがしいんだ！　てめぇみたいな女の相手をしてる暇ひまはねぇんだよ！　ドカ！　バコ！


　いやぁああああ!!　こ、子こ供どもだけには、子供だけには手をださないで！　わ、わかった、出ていくから!!』


　などという、展てん開かいを望んでいたとしても、私は決して許ゆるさないぞ」


　なんて長ゼリフに、ライナはもう、呆ぼう然ぜんとフェリスを見つめて……


「はぁ……ってか、またもこんなに突つっ込む場所がありすぎて、突っ込む前から、疲つかれるなぁ……だいたい、『ドカ！　バコ！』ってなんだよ……いまどきンな月つき並なみな効こう果か音おん真顔で言ってて、恥はずかしくないのか？　いや、それよりもなによりも、さらに気になるのは……いまの男が主人公って……そんな奴やつが主人公で、ほんとに物語が成立してんのか？　全体がどんな話なのか、ざっと聞かせてみ」


　するとフェリスはうなずいて、


「ん。母子家庭の少年が、貧まずしいながらも必死に努力をして成長していき、途と中ちゆう、主人公に復ふく讐しゆうしてから、さらには成り上がっていって成功するという、感動のサクセスストー……」


　とそこで、ライナは思わず言葉を遮さえぎって、


「って、あきらかにその息むす子こが主人公だろうが！」


「ん？　そうなのか？　私はてっきりあの小説は、おまえがモデルの極ごく悪あく非ひ道どうな女の敵てきが主人公なのかと……」


「だからなんでそこで俺が出てくん………………ああもう！　おまえと話してたら、話がまったく進まねぇ！　だーかーらー、いま、俺らはンなこと話してる暇はねぇだろうが！　もう、だいぶ引き離はなしたけど、例の山からはきっと、追手がかかってるだろうし。おまけに、あの山の様子じゃ、追ってくるのは魔ま法ほう騎き士し団だんレベルの奴らだろうし、さらにこのガキは気を失いっぱなしで、全然起きねぇからおぶって走るのはめんどくさいし……ってなわけで、いまのこの状じよう況きようで、どうすんだよ！　ってことを、聞いてるわけだ。俺の言いたいことが、伝わったか？」


　するとフェリスはうなずいて、


「その子供が怠たい惰だに眠ねむりっぱなしで全然仕事をしようとしないことも、おまえが父親だという事実を裏うら……」


「づけねぇよ！」


　と叫さけぶライナを無む視しして、


「と、そんなくだらない冗じよう談だんをあまり言っている時間はないぞ、ライナ」


「こ、こいつぶっ殺おおおおおおおおおおおおおおおおおす!?」


　もう、ライナもいい加か減げん限げん界かいだった……


　しかし、そんなふうに叫ぶライナも、いつものごとく無視されるが……


　そのまま、フェリスの姿が消える。


　いや、さらにいつものごとく、消えたと思えるほどのとんでもない速さで動いただけなのだが……


　そして、なぜか、目の前の豪ごう華かな馬車小屋の中から、


「な、何者……ぎゃ!?」


「うあ!?」


「お助け!?」


「うああああ!?」


　なんて悲鳴が、上がっては、消え、上がっては消えたあげくに……


　中から、やはり建物と同じ、とんでもないほど豪華で、装そう飾しよく過か多たな馬車に乗ったフェリスが出てきて……


「ライナ。いま、偶ぐう然ぜん道みち端ばたで馬車を拾ったのだが、乗りたいか？」
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　それにライナは……


「………………おまえなぁ……偶然・道端・拾った……全部噓うそじゃねぇかよ……必然・馬車小屋・奪うばった、だろ」


　半眼で言うと、フェリスは、


「ん。では、おまえは乗らないのだな。まあ、魔法騎士団に追われながら、その子供を背せ負おったまま延えん々えんと走り続けるがいい。私はこの馬車で、まずはレジット村の少女にその子供を助けてやった礼をしてもらい、そして、帝てい都とのだんご屋に急ぐからな。おまえなどに構かまってはいられないのだ。ではいくぞ」


　と、馬に鞭むちを入れようとして、それにライナはあわてて、


「って、ああ、ああ、うそうそ、うそです。なんでもいいから、乗せてください」


　それにフェリスはうなずいて、


「ん。では、その子供を、馬車に乗せろ。ずっとおまえにおぶさったままで、おまえの変態が感かん染せんすると困るからな」


　なんて言葉に、ライナは少年を馬車へとそっと乗せながら、


「だからおまえ失礼だな……いや、まあ、そうだな。ずっとおぶったまま逃げてたんじゃ、ガキも体がきついだろうしな。だから馬車奪ったんだろ？　おまえ、意外と考えてんだな」


　するとフェリスはうなずいて、なぜか手に持った鞭を馬へと振るって、


「さ、いまだシルバー！　全速力でこの迷めい惑わく変態男から逃げるんだ!!」


　瞬間、シルバーだかなんだかという名前をいつのまにやらつけられた馬が、ひひーんと一度いなないてから、馬車が走り始め……


　ライナは、


「え？　あ、ちょっと……」


　馬車に乗りこもうにも、まだ、ちゃんと少年を馬車に乗せてないので、それが邪じや魔まで乗りこめずに……


　しかし、馬車はどんどんとその速さを増ましていき……


　ライナは必死に少年だけは馬車の中へと押おし込む。


　が、そこまでだった。


　ライナが少年を押しこんだ瞬間、再びフェリスが馬へと鞭を振るって、


「ゆけ！　シルバー！」


「だからシルバーって誰だれなんだよ!!」


　と、叫んだときにはもう、馬車はライナから離れ始めていて……


「って、まさかマジで俺をおいてく気か!?」


　ライナは軽く走って追いかけ始めるが、馬車はもう、本ほん格かく的に走り始めていて……


　フェリスがそこで、


「ふふ。さあ、おいていかれたくなかったら、走れ走れ」


　なんて言葉に、ライナは今度こそ怒いかりに震ふるえながら……


「こ、この……ざっけんなフェリス！　おまえ、まじでぶっ殺して……」


　が、そのときにはもう、そんな言葉はもう、伝わらないほど、馬車は遠く離はなれていて……


「ああ、くそ！　あいつ、まじであとでぶっ殺してやる！」


　言いながら、ライナは走り出す。


　空が、赤かった。


　あの日と同じような、赤い空。


　まるで、血に染そまってしまったような……


　真っ赤な空。


　かつて見た……


　あの、死体の山と、そして、そこから流れ出した血を、そのまま映うつし出したような、そんな真っ赤な夕焼けの空……


　その空が……


　ライナは嫌きらいだった。


　それを眺ながめると、いつも、気分が悪くなった。


　たくさんの記き憶おくが蘇よみがえってきて……


　たくさんの思い出したくない、嫌な記憶が蘇ってきて……


　だから、ライナはそんな空が……


　夕焼けが嫌いだった。


　なのにいま……


　彼はそんな、大嫌いだった赤い空の下を必死に走りながら……


　目の前で、ライナが離れると止まり、そして追いつきそうになると、まるで彼を嘲あざ笑わらうかのように走りだす馬車に向かって、


「うああああああっ!!　くそ!!　あんのやろう、マジむかつく！　ったく、てめえフェリス、ちょっと待ちやがれ！」


　叫んでいる彼の表情は……


　しかし。


　なぜか、心なしか微ほほ笑えんでいるようで……





　　　　◆





　ちなみに。


　その後、約半日、馬車を追いかけまわらさせられ、ライナのセリフが、


「てめぇまじで殺すぞ！」


　から、


「……お、おねがいしますフェリス様！　どうか憐あわれな俺おれを馬車にお乗せくださいぃ！」


　なんていう悲鳴になって、ルーナ帝てい国こくの荒こう野やに響ひびき渡わたったという……





　　　　◆





　さらにちなみに。


　その頃ころ。


　メノリス大陸北部にある、ガスターク帝国へと入る国こつ境きように、一人の女がいた。


　肩かたで綺き麗れいに切りそろえられた赤毛の髪かみ。意い志しの強そうな、しかしそれでいて、吸すいこまれるような魅み力りよくをたたえる、赤い瞳ひとみ。


　その赤い瞳で、彼女はじっと、国境の向こう側に広がっている、ガスタークを見つめて……


　とそこで、


「あなたも、ガスターク帝国へ入国される方ですね？」


　国境管理官に問われて、彼女は……


「ガスタークではいま、多くの人材を募つのっていると聞いたので……私もお役に立てればと……」


「ではまず、姓せい名めいを教えてもらえますか？」


　その問いに……


　彼女は一つ、うなずき。


　そして……





「私は、キファ・ノールズです」





　彼女はそう、名乗ったのだった。















あとがき







　そんなわけで、伝勇伝四巻です！


　みなさんおひさしぶりー。


　エル・ウィンを読んでくれてる方は、先月ぶりー！


　いやぁ……


　先月ぶりってことは、また、二か月連続刊行ですね。


　うん。


　なんというか……


　連続刊行はやっぱり、スケジュール辛つら過すぎだね!!（泣）





　と、そんなわけで、がんばった伝勇伝四巻、いかがでしたでしょうかー！


　楽しんでもらえると、嬉しいです。


　今回の作品は、ほんとに、いろいろ新しい体験をさせてもらった作品でした。


　たとえば、〆切りを初めてあんなに大幅に破りました。


　にもかかわらずちゃんと刊行できたというのは、ひとえに、励はげましてくれた読者のみなさんの応援と、そして、土ど俵ひよう際ぎわで限界まで踏ふん張ってくれた、敏びん腕わん凄すご腕うで担当Ｍさんのおかげです（涙）


　うう……


　ありがとう！


　やっぱりこの作品は、みんなの力に支えられて作られてるなぁと、実感した一冊でした。


　あとは他にも初体験なのは、作品の内容的なことだったり、いろいろあるんですが、まあ、それは読んでもらってからのお楽しみ～ということで……





　あ、そういえば、もう、だいぶ時間はたっちゃったけど、この間のサイン会に集まってくれた方、ありがとう！


　もう、ほんとにたくさんの人が集まってくれて、すごい嬉しかったです！


　ほんとにたくさんの人がきてくれて、当初の予定よりも大幅に延長してサインをさせてもらえて……


　おまけに開かい催さいしてくれた紀伊國屋書店さんからも、


「多いですよ！　大成功ですよ！」


　なんて、みんなのおかげで言ってもらえて……


　感動でした。


　ほんとにみんなありがとう！


　もうね、僕なんかのサイン会には、誰だれも集まってくれないんじゃないかとか、本気で心配してたんだけど……


　いざ、サイン会になってみると、たくさんの人が集まってくれて、で、初めてのサイン会に緊張して、最初のうちは手とか震ふるえちゃってた僕に、優やさしい声をかけてくれて……


　ドラマＣＤでフェリスの声をやってくれた、久ひさ川かわ綾あやさんが、応援の花とメッセージを届とどけてくれたり……


　おまけに一人で何冊も買ってくれる人とかもいて……


　感動……


　みんな優しすぎ!!


　ちょっと、泣きそうでした！


　ほんとに！


　何度もいうけど、ありがとう!!


　これからも、なるべく早くみんなの元へ本を届けられるよう頑がん張ばるから、応援よろしくねー!!





　で、ここでちょっと裏話。


　サイン会の最中のこと。


　ある人物が、列に並ならんでました。


　もう、ほんと素知らぬ顔で、花はな束たばを抱かかえて、並んでいるその女性。


　僕の目の前では、


「鏡先生！　ほんとのところ、イラストのとよたさんとは、どうなってるんですか！　やっぱり二人は出来てるんですか！」


　などと、敏腕担当Ｍさんの策さく略りやくによって流されたあらぬ噂うわさの真相をたしかめようと、みんなが次々と質問をしてくれている中……


　僕はその女性の姿に動どう揺ようして、担当Ｍさんのほうを向いて、


「あれ！　あれ、どうしましょう？」


「黙って。あれはお忍びだから、無視して、無視」


　と言われても、それを黙ってるのはなんか、みんなを騙だましてるみたいで、動揺しながらも……


　その女性は僕の目の前にきて、花束を渡してきて、


「いつも読んでます！　ファンなんです！」


　なんてことを、にやにやしながら言ってきます。


　その瞬間、僕は心に誓ちかいました。


　伝勇伝のイラストを書いてくれている、とよた瑣織先生のサイン会には、ぜひとも花束を持って嫌いやがらせにいかなければ！　と（笑）


　あ、そうそう。


　だんごツアーに集まってくれたみんなも、ほんとにありがとう！　前にあとがきで、『褒ほめて』と言っていた僕を、褒めてあげると言って、一人ずつ僕の頭をなでてくれて、なんかちょっと気恥ずかしかったけど、励まされました。


　またなでてもらうために、がんばって書きますね！


　今後もきっと、そういったみんなに会えるイベントや企画が、ドラゴンマガジン上で告知されると思うので、そのときは、またよろしくね!!





　と、言っとかなきゃいけないことは、こんなところかな。


　あ！　あとあれだ！


　ドラマＣＤ！


　また、〆切りギリギリです！（笑）


　いま、書店で売っているドラゴンマガジンに、伝勇伝のドラマＣＤ三枚目の、応おう募ぼ用よう紙しがついてます。


　〆切りは目前で、急がないと手に入らないし、この三枚目が最後だし、おまけにここ以外ではもう、手に入らないので、ぜひ手に入れてくださいね！


　三枚目は、特に僕もおすすめの作品になってるよー！





　ってなわけで……


　あとは～、なんか今回は、あとがきのスペース多いらしいんだよねぇ。


　なに書こうかな。


　あ、先月、エル・ウィンのあとがきで書いた、神しん速そくのエンターティナーを支える、執しつ筆ぴつ法ほう…………というより、どんな音楽が執筆スピードを上げるか、という研究が、さらに進んだので、ここに報告。


　答えは、クラシック！


　それも、モーツアルト限定！


　いや、前回は洋楽ロックがいい！　と言ったのに、一か月でもう変わるのかよ！　と言われそうですが……


　今回の作品は、モーツアルトなしには完成しなかったと言っても過か言ごんではないので、書かないわけにはいきません。


　モーツアルトがいいと気付いたのは、もう、このままじゃ〆切りに間に合わないよ！　と泣きそうになっていた僕が、気分転てん換かんに近くの書店へと向かったときのことでした。


　そこでなにやら、モーツアルトを聞くだけで、ダイエットができるとか、そんな本を見つけて……


　モーツアルトの曲、それもピアノやヴァイオリンがメインの曲は、高音が多くて、それが人間の集中力を上げるとか、食欲を抑よく制せいするとか、よくは覚えてないけど、なんかそんな感じとかで……


　で、僕は藁わらにもすがる思いでそれを購こう入にゆうしました。


　で、結果、確かに執筆スピードは、少し上がりました。


　でも、それでもまるで〆切りに間に合いそうにない。


　そこで、僕はなに思ったか、執筆している机から左斜め後ろに置いてあるコンポで、ダイエット・モーツアルトを演えん奏そうさせ、そしてさらに、右斜め後ろに置いてあるゲーム機ＰＳ２で、やはりレンタルしてきたモーツアルトのＣＤを演奏させるという、二重モーツアルトという必殺技を編あみ出します！


　これはすごいですよ！　左右で音がぶつかって、集中力は高まってるのに、頭がぼーっとしてきて、原稿以外のものが視界から消えていきます。


　そして気がつくと、すぐに二、三時間が過ぎていて……


　結果、執筆スピードが…………


　跳ねあがりはしませんでしたが、やたら集中できるようになりました。おまけに、その二、三時間は、あまり辛くないしね。


　おかげで、一日十六時間執筆とかいう荒技も、あと一歩踏み出せば、死ぬ、という瀬せ戸と際ぎわで踏ん張ることに成功し、なんとか切り抜けることができて、こうしていま、伝勇伝四巻がお届けされています。


　そんなこんなで、みなさんも試験前とか、ダブル・モーツアルト、試してみてはいかがでしょうか？





　と、こんなことを書いてるうちに、結構なページ数に……


　ではでは、今回はこのへんでー！


　次にあとがきで会うのは…………


　え？　年内？


　ね、年内に、ほんとにもう一冊、出るのかなぁ!?


　でも、それを目め指ざして、がんばります！


　みんな、よろしくね!!







鏡　貴也
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